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　　　　　１



「な、なんだ……？」

　柳生やぎゆう宗むね朗あきらが振ふり仰あおぐ。

　二の丸の石いし垣がきの向こう、陽ひを浴びてそびえ立つ江え戸ど城じよう天守閣が、いっしゅん漆しつ黒こくに染まったように見えた。

　と思うと、

「きゃぁああっ！」

「地じ震しん、ですの!?」

　柳生十じゆう兵べ衛えが悲鳴を上げ、直なお江え兼かね続つぐが大おお鎚づちをかついだまま辺りを見回す。

「確かに地面は揺ゆれています。でも……」

　服部はつとり半はん蔵ぞうは、車くるま椅い子すの千せん姫ひめ＝徳とく川がわ千を気き遣づかいながらも、油断なく身がまえていた。

「ウキュ、キュ！」

　すでにふだんの小こ猿ざるに戻もどった猿さる飛とび佐さ助すけが跳とびはねながら指差す。

　その指の向こう、吹ふき上あげ御お庭にわの地面には四体もの鎧よろい……徳川四し天てん王のう「剣姫マスターサムライ」を中に抱いだいた機械の巨人どもが、あるものは壊こわれ、あるものは地面にめり込むように横たわっていた。

「ちろにゃん！　そうだよ、ちろにゃんを助けなきゃ！」

　十兵衛が、鎧のひとつに向かって走り出す。その姿はもう「剣姫マスターサムライ」の姿から解けた、宗朗の「妹」のものだ。

「待て十兵衛！　危ないぞ、いや、なにかおかしい」

　宗朗が止めるのと、佐助がいっそう激しく声を上げたのは同じ危険を感じ取っていたからだ。

「あれは」

「なんですの、色が……いいえ、光を放っているような」

　鎧の外装がボゥッ、と妖あやしい輝かがやきを見せる。

　もともと、赤しやく銅どう色いろなど鈍にぶい光をまとってはいたものの、こんなふうに内側から照らされるように明めい滅めつするのはなにかが違ちがっている。

「離はなして、お兄ちゃん！　ちろにゃんっ！　バラバラさん！」

















　宗朗の手を振り切きって、十兵衛が鹿か角づのの鎧にとりついた。

　仰あお向むけに倒たおれているその胴どう丸まるの装そう甲こうの中に、四天王「剣姫マスターサムライ」のひとり、本ほん多だ忠ただ勝かつが収まっているはず。

「ちろにゃん！　ちろにゃんっ！　返事してよ！　ちろにゃぁんっ!!」

　必死に胴丸をこじ開けようとする十兵衛。しかし頑がん強きような装甲はびくともしない。

　しまいにはドンドン、と叩たたき、十兵衛は胴丸に耳をぴったりと押おしつけて中の音を聞き取ろうとした。

「なにか言ってよ、ちろにゃん。声が出せないなら、中からここを叩いて」

　さらに胴丸を叩きながら、十兵衛の涙なみだが鋼板にまで移ってこぼれた。鎧の輝きがさらに激しく、はっきりと明滅し始める。

「宗朗くん、あちらを！」

　半蔵が指さす、そこに崩くずれているのは榊さかき原ばら康やす政まさの鎧だ。形状こそ変わらないが、忠勝の鎧と呼応するように明滅を早めていた。

「こっちもですわ！」

「ウキュ、キュ！」

　さらには、井い伊い直なお政まさ、酒さか井い忠ただ次つぐの鎧までも。異様な輝きに包まれる。

　その内部では、さらに異様なことが起きていた。

「……くっ！　始まった、でございますか」

　緋ひ色いろの飛行型鎧の内部。

　つぶやく直政の顔もまた、朱しゆに染まっている。半蔵の「月」属性の浸しん透とう能力を受けて恐きよう怖ふのあまり空から墜つい落らくした。

　その衝しよう撃げきは大破した鎧だけでなく、直政本人の身体をぐしゃぐしゃに砕くだいていた。もう下半身の感覚もなく、動かせるのは腕うで一本に過ぎない。

　その手でまさぐるように操縦洞どうの中の計器をさぐる。かろうじて安全装置を解除し、押し込んだ。

　それは直政だけでなく、

「もう目が見えなくなって来たわ。血液が流れ出だしてしまって身体が冷たい。最後の装置だけは、作動させたつもりだけれど」

　地中に半ば埋うもれたままの鎧の中、忠次が荒あらい息の中、吐はき出す。

　佐助の「草木」属性の能力で、動物のように動く木の根にからめとられ、鎧ごと締しめ上あげられた結果だった。

「本当に……本当にこれで忠勝が助かるのよね!?　忠勝？　なんど呼んでも返事がないの！　どうしたらいいのか、わかんないんだから！」

　唯ゆい一いつ、叫さけび声ごえを上げる康政だが、その胸から下は兼続のドリル大鎚で装甲ごと押しつぶされている。

　ただ忠勝を想おもうことでのみ、正気を保っていられるようなものだった。

　肝かん心じんの忠勝の応答はない。

「瞬しゆん」属性の「氣」を十分にまとった「剣姫マスターサムライ」十兵衛の必殺の一いち撃げきによって、鎧を袈け裟さに切り下げられ、それからあらゆる音信が断たれていた。

　唯一、生存していることを示す生命反応も、もはや消え入りそうなレベルに落ちている。

「間に合うでございます？　もう意識が……」

「忠勝の分を代理で操作するのは承しよう認にんされているわ。すでに緊きん急きゆうモードは動きだしている……」

「あたしはどうなってもいいんだから、忠勝を……助けて！」

　玉たま蟲むし色いろの明滅は操縦洞内部へも伝わり、遠のく意識にもわかるほどだった。

　徳川四天王「剣姫マスターサムライ」だけが使用することのできる「隠かくしモード」。

　それが、

「ぁぐっ！　ぅ！」

　動作した。

　それは背中から、たっぷりと直政を刺さし貫つらぬいて胸へと抜ぬける。

　操縦洞の中で、「剣姫マスターサムライ」たち操縦者は鎧の内張と密着している。

　鎧はハンドルやレバーなどで操作するのではなく、両りよう腕うで両りよう脚あしを直に動かすことで、その動きを拡大して鎧が再現する仕組みだ。

　そのため操縦者は鎧内部で「大」の字に手足を広げている。

　わずかに顔の周りにだけ視察のための空間が空いているだけで、首から下はどこも、操縦用スーツを通じて鎧と連結されていた。

　その背中の部分から、十本もの金属の棘とげが突つき出し、突き刺さる。いや、

「あああああ、あ！」

　背中だけではなかった。胸、腹、下半身、両腕や両脚にいたるまで、無数の棘によって前後、左右から刺し貫かれる。

「きゃああああ、ぁ、ぁ……忠か、つ……！」

　忠次、康政もまた、断だん末まつ魔まの悲鳴を放つ。

　顔を除いた三人の全身が、直径一ミリほどの細い棘、針で覆おおわれてしまう。

　操縦洞という鎧内部にあるものの、もし外に露ろ出しゆつしていたら、針のムシロで身体が見えないのではというほどだ。

　しかも棘と見えた金属線は管で、薬液が先せん端たんから噴ふき出す。

　それらは三人の幼い身体の中にたちまち横おう溢いつし、一部は貫き露出した先端から霧きりのように操縦洞内を満たした。

　ビクッ、ビクン！　激しく身体を痙けい攣れんさせる直政。硬こう直ちよくしたように突っ張ぱった身体を操縦洞の一部に押しつける忠次。

「ぁ、ぁ」

　瞳どう孔こうが開いたままの康政の瞳ひとみが涙に濡ぬれる。

　頬ほおを伝わって、視察装置にこぼれ落ちた。

「ちろちゃん！　バラバラさん！」

「ダメだ十兵衛！　なにかおかしい。離れるんだ！」

　なおもしがみつこうとする十兵衛を、宗朗が強ごう引いんに引き寄せる。そうした刹せつ那な、

「鎧が……！」

　半蔵が声を上げた。

　見ると、直政、忠次、康政……それに忠勝の鎧が、それまでの明滅を終えたかのように、鈍い鉄色に変化していた。

　まるで何年も放置された鉄の塊かたまりのように見える。

　あっと言う間に赤黒いものが表面に浮うき出してくるのは錆さびに覆われていくせいだ。

「なんですの、これ」

　兼続も思わず後ずさる。

　たった今まで懸けん命めいに戦ってきた相手なのに、異界のなにかを見るようだ。

　やがて鎧は、その重さに耐たえきれずにあちこちが剥はがれ落おち、装甲にも穴が空く。

　ズズッ……。身を震ふるわせながら、朽くち果はてた金属やゴムの塊となり、それすら風化したように小さくなり、

「どう、なっているんだ」

　風にさらわれて、消え果てる。

　呆ぼう然ぜんとながめながら、宗朗は、

「とにかく、機械の鎧は消えた。中の忠勝たちは……」

「ちろにゃん、助けられなかったの？　お兄ちゃん、あの鎧の中から」

　十兵衛の問いに、宗朗だけでなく誰だれも答えられる者はいない。

「ウキュ」

　佐助までが声を落とす。しかし、

「わたしたちは、勝ったんです。勝つためにこの果たし合いに臨んで、勝った。これがいちばん必要なことなんです！」

　半蔵が搾しぼり出すように言った。それはかたわらで、

「……」

　まだ声を出すこともできず、車椅子に身を預けている千姫のためだ。

「そうだ。ぼくたちは千姫さまのためにも……いや、千姫さまのために戦った。勝つために。そして……勝ったんだ！」

　宗朗の言葉にも、あえて言いはなった響ひびきと覚かく悟ごがあった。

「行こう。ぼくたちは千姫さまを御お守まもりし、目覚めさせる。ぜったいにしなくちゃいけない。そのために」

　見回す宗朗の目に、うなずく全員の覚悟の表情があった。
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「これは……」

　二の丸門をくぐった宗朗たちの前に広がっていたのは、異様な光景だった。

「どうなってるんですの？」

「まさか、御お城しろの方がみんな」

　兼続や半蔵が驚おどろき、声を震わせるのも無理はない。

　天てん城じようとも呼ばれる江戸城には、内うち郭ぐるわの本丸、二の丸、三の丸だけで数千人の人間が居住、勤務している。

　明治以降、外そと郭ぐるわの武ぶ家け屋や敷しきは廃はいされて公園や各省庁など諸施し設せつとなった。

　そのため減ったとはいえ、本丸の大おお奥おくだけでもまだ二百人以上の奥女中らが住んでいる。もちろん警備の者や、昼の間の勤務時間だけ城中に入る事務方もいる。

　それらがすべて、

「みんな、お昼ひる寝ねしてるの？」

　その場に倒れていた。

「ウキュ！　キュゥ！」

　違う、と言いたげに十兵衛の肩かたで飛とび跳はねているのは佐助だ。

　佐助でなくとも、倒れている城方や女中たちが、眠ねむっているのでないことはわかる。

「だいじょうぶですか、なにがあったんです！」

　門の側に倒れているのは警備の侍さむらいだ。宗朗が抱かかえ起こして尋たずねる。けれど目を閉じ、返事がない。

「かすかに息が、ありますわ」

「ごく微び弱じやくですが、心音も聞こえます」

　兼続、半蔵も言う。それぞれ別の警備侍を診みていた。

「どういうことなんだ。このまま御城の全部が……」

　城内の人間がすべて倒れているとしたら。

「いいじゃありませんの。願ったりかなったりですわ！」

　兼続が切り出した。

「四天王に勝ったとはいえ、あの者たちが素す直なおに城内を案内したり、装置の使い方を説明してくれるとは、もともと思えませんでしたわ」

「御城の中の侍や幕府の人間を、どうやって排はい除じよするかは未知数でした。けれど今なら、地下の装置を使って御お姫ひいさまを治すことができます！」

　半蔵も、声を昂たかぶらせる。

「しかし」

「そうだよ、行こ、お兄ちゃん！　千姫さまのために」

　なおも躊ちゆう躇ちよする宗朗に、十兵衛も言う。

　忠勝らの消息を憂うれえていた十兵衛が、千姫のことで宗朗を逆にうながす形になっていた。

「……わかった。この人たちも生きているなら、もうしばらくはこのままでも平気だろう。救護はそのあとでもできる。いまは、千姫さまを」

　振り返かえる宗朗の目に、半蔵が押す車椅子に座すわったままの千姫が映る。半蔵もうなずいて返した。

「でも、その機器はだいじょうぶなのか。正常に作動するんだろうか」

「それなら、ほら」

　宗朗の問いに、半蔵が手に持った機器を操作して見せた。倒れた侍が持っていたもので、内門の門もん扉ぴが開く。

「機械は動くみたいだな」

「はい」

　十兵衛たちが発見した地下施設は、大奥の庭に出入り口がある。

　本丸を目指して進もうとする宗朗たちを、突然、それが襲おそった。

　ギンッ！

　空間がきしむ感覚。音もなく圧力が襲いかかる。

「うぅぅ！」

「きゃぁっ！」

　宗朗が思わず身を強こわばらせる。

　しゃがみ込み、頭を抱える十兵衛と兼続。ふらついた半蔵が、千姫の車椅子のハンドルを握にぎり直す。

「何者かの攻こう撃げき……まだ幕府の『剣姫マスターサムライ』がいるのですか!?」

　そうする間に、かろうじて異常は収まった。脳内を埋め尽つくすような密度の高い雑音がひとまず止やむ。

「はぁ、はぁ、はぁ……みんな、だいじょうぶか？　この攻撃はいったいどこから。いや、それ以前に、ぼくたちへの攻撃なのか」

　かすむ視界がじょじょに戻ってきている。

「こっちは平気ですわ！　ちょっと目眩めまいと耳鳴りがしただけですのよ」

「まだ頭が痛いけど、でもなんともないの！」

「ウキュ、キュゥゥ！」

　兼続、十兵衛、佐助が応こたえる。

　千姫は変わらず車椅子に座ったまま口を開こうとはしなかったが、大きな苦痛を感じているふうでもない。

　もはや苦痛を感じる神経や情感が麻ま痺ひしてしまっているのかもしれないが。

　そんな千姫を見て、宗朗はホッとすると同時に、

「急がないと。明確な攻撃でないのなら、地下の機械室へ急ぐほうが先だ」

　決心し、指示する。

「それなら」

　兼続が大鎚をかついで進み出た。

「ぐっちゃん？　なにするの。御城壊こわしちゃダメだよ」

「キュ！」

「そんなこといたしませんわ！　機械の部屋を探すのに、わざわざ本丸の大奥まで行く必要なんてありませんことよ」

「まさか、そのドリルで？」

　宗朗が言うと、兼続は得意げに胸を反らした。

「ほほほほ！　この『土』属性のわたくしの能力をもってすれば、ダイレクトに地下まで掘ほり進すすんでさしあげます、わぁああ！」

　それだけ言うと、大鎚を大きく振りかぶる。

「わっ、待て兼続！」

　いっしゅん止めようとする宗朗にかまわず、新しいドリル面のほうを下に、地面へ叩きつけた。

「わぁっ！」

「きゃぁああっ！」

「キュゥゥゥ！」

　地震のような震しん動どうと衝撃。もうもうたる土つち埃ぼこりが収まると、二の丸の門内の地面に大穴が空いていた。

「おお！」

「すごぉい、ぐつぐっちゃん、モグラみたぁい！」

　十兵衛が歓かん声せいを上げる。

　穴の縁ふちから中を覗のぞき込むと、数階分もの地下深くに機械室へ通じるとみられる通路が露出していた。

「どうですの！　わたくしの鼻、土の中のものならなんでも探し当てて見せましてよ！」

　高らかに宣言する兼続。胸を張り過ぎて、反り返っている。

「でも、どうやって降りましょう。ロープを探して来るしか」

　半蔵は心配顔だ。

　それは「剣姫マスターサムライ」なら耐えられる高さだが、身体能力は生身の人間に近い「将」の宗朗を案じてのこと。

「ぼくならなんとか。それよりも」

　もっと難しいのは千姫だ。

　ほとんど意識がないまま、身体も動かせない。

「やっぱり、奥へ進んで……ぅん？」

　宗朗が言おうとすると、その袖そでを引っ張るのは、

「ウキュ！」

　佐助だ。佐助は目を閉じて、

「……ゥゥゥゥ、キュゥゥゥ！」

「剣姫マスターサムライ」に変身する。小こ猿ざるからみるみる、人間体の少女の姿に成長した。ぴょん、と一回転、得意げにポーズを決める。

「猿さるがこんなところでドヤ顔しても、なーんにもなりませんわよ」

「さっちん、どうするの？」

　兼続、十兵衛が並んで顔を向ける中、佐助はまたも目を閉じると、こんどはしゃがみこんで地面に両手を当てる。

「ゥ、キュゥ……」

　四よつん這ばいに近いかっこうで、瞑めい想そうするように動かない佐助。わずかに睫毛まつげと、シッポだけが揺れている。

「なにをするつもりなんでしょう」

「ほおら、やっぱりなにも起こりませんわ。土の中に関しては『土』属性のこのわたくしでなければ……ぇ？」

　わずかに、佐助の身体が光を放つ。

　それに呼応するように、地面が揺れた。しかしそれは地震などとは違う、なにかが伝わってくる振しん動どう。

「あれは！」

　宗朗の視線の先、穴が空いた地面の断面から、ニュッと顔を出し、伸のびてくるもの。

「木の、根、です」

「ロープみたい！　どんどん下へ伸びてくよー！」

　半蔵、十兵衛の言うとおり。

　佐助は「草木」の属性。その「氣」は木の枝や根を自由に枯からしたり伸ばしたりできる。ふんだんに植えられている木のひとつの根を伸ばして、穴の下まで達するロープを作ったのだ。

　蔦つたのように柔じゆう軟なんな根もあり、身体に巻き付けることもできる。

「すごい。これなら簡単に降りられる。佐助、よくやったよ！」

「ウキュゥ！」

　宗朗にほめられて、うれしい佐助。ぴょんっ、と抱きつく。しかし、

「あ、こら、佐助、顔をなめたりしたらくすぐったいよ。ダメだよ。あはは！」

「キュ！」

　ぽんっ！　またすぐに小猿の姿へ逆ぎやく戻もどり。どうやら一度に「氣」を大量に使いすぎたようだ。

「さっちん、ありがとー！　しばらくお猿さんになって休んでてね」

「なって、じゃなくて最初から猿ですわ。まぁ、役に立ったのは褒めてさしあげますわ。きゃぁ！」

　小猿の佐助が、宗朗の胸から飛び移ると兼続の頭を噛かんだのだ。

「ゥゥゥ！」

「い、痛！　痛い、わかった、わかりましたわ！　ありがとう、ですわぁ！」

「キュゥゥ！」
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「誰だ！」

　伊だ達て政まさ宗むねが叫ぶ。

　富士の裾すそ野のに作られた武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく本校。その校舎は城じよう郭かく構造で、中心には生徒会が独どく占せん的てきに使用する本丸、いわゆる生徒会棟とうがある。

　その生徒会棟内部地下に潜せん入にゆうした政宗と腹心の片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうは、異様なものを目まの当あたりにする。

　広大な空間に設けられた機械設備。

　ちょうど人間がすっぽり入るほどの高さを持つシリンダーカプセルがびっしりと並び、それ自体がまるで工場と言ってもいい景色を作り出していた。

「なんだぁ、こりゃ」

　政宗がそう言って、シリンダー群の並ぶ一段低いフロアへ降りようとしたときだ。一発の銃じゆう弾だんが飛んできた。

「危ない、政宗さま！」

「うぉ、っと」

　たまたま覗き込もうと頭を下げたときだった。銃弾は政宗の頭がさっきまであった位置を通とおり抜け、背後の壁かべにぶち当たる。

「だいじょうぶですか、政宗さま！」

　言いながら小十郎は、辺りを油断なく見回していた。当然、次の攻撃があるとして備えるためだ。

「誰だ、と言って名乗るくらいなら、こんな不意打ち、いや不意撃うちは喰くらわせねえ、ってこったな。小十郎！」

「はい！」

「ここは戦いくさ場ばだ。気を抜くな！　ついて来い！」

　政宗は手て摺すりを乗のり越こえ、下のフロアへ飛び降りた。メイドコスの超ちようミニスカートがふわりと翻ひるがえる。

　いつもの制服ではなくメイド姿なのは、生徒会へ集金に来たという名目の一種の潜せん入にゆう捜そう査さだから。

「もっとも、こんなすげえもんを見つけるとは思わなかったがな。まったく、とんだヤブヘビだぜ！」

「政宗さま、それを言うなら瓢ひよう箪たんから駒こま、とかなのでは」

「そうか？　うん。小十郎が言うならそうなんだろうな。まったく小十郎はかわいいうえに賢かしこいな。そのうえかわいいしな、ぅーんっ！」

「かわいいは最初に言いました、って……きゃぁっ！　抱きつかないで、抱きしめないでくださいぃぃ」

　手脚をバタバタする小十郎。

　長身の政宗に較くらべるとずっと身体は小さい。

　政宗が女子高生なら、小十郎は小学生女子、と見えてまったくおかしくない。しかし女子ではなく、れっきとした男子、それも政宗と同じ米よね沢ざわの高等部で同級生だ。

「おっと、そうだな。ははは！　昨日の晩もたっぷり床とこでいたしたってのに、小十郎を見てたらかわいくてつい、だ」

「ま、また、誤解されるようなこと言わないでくださいぃ。いっしょに寝ねただけじゃないですかぁあ」

「おう、そうだな。ただ寝ただけだよな。なぁんにも着ないでただ寝ただけ、だよな！」

「あああ～、言っちゃダメですよぉお！　政宗さまのバカバカぁぁあ！」

　しまいには、政宗の胸をポカポカ叩く小十郎。しかしその拳こぶしは、政宗のＨカップはありそうなバストを揺らすばかりで、

「なんだ。また俺おれのおっぱいが吸いたくなったのか、しかたないな」

「違います、違いますぅぅ！　小十郎はおっぱいなんて吸ってません、政宗さまが押し付けるからぁあ」

　真っ赤になって身もだえする小十郎を、さっと政宗はまた抱き寄よせると、

「そろそろ次が来る。わかってるな、小十郎」

　そう言って、チュッ、軽くその頬にキスした。

　小十郎もすぐに真顔に戻って、

「はい、政宗さま、いつでも」

　背中のランドセルに手を伸ばす。小十郎も政宗と同じメイドコスだが、その上にいつものランドセルを背せ負おっている。

　ふざけ合っていると見せて、油断なく気配をうかがっていた主従なのだ。

「でも政宗さま、お刀が」

　小十郎の言うとおり、政宗は自前の得物を持っていなかった。

　武應学園では女子生徒でも帯刀はめずらしくないが、生徒会棟へ入るところで、門番に強制的に預けさせられていたからだ。

「刀はないが、なあに、俺の心に刀はいつだってあるぜ。そいつを奪うばうことは誰にもできねえ」

　政宗がニヤリ、と笑う。

　小十郎は一いつ瞬しゆんあっけにとられて、

「刀は心の中に……そうか、そうですよね、政宗さま！」

　ニコッ、と返した。さらに、

「それにしても、ここはなんなのでしょう」

　改めて、辺りを見回す。

　背せ丈たけ以上のシリンダーが林立するこのフロアへ降りたせいで、敵から身を隠せたとも言える。

　シリンダーどうしは等とう間かん隔かくで並んでいて、基部にはパイプやチューブなどの補機類、それに簡単な操そう作さ盤ばんが取り付けられている。

「よくわからねえが、こいつが生徒会長、つまり徳川慶よし彦ひこにとって大事なものだってのはわかる。おそらくは、生徒会のごく一部の者しか知らないはずだ。知ってても、なんだかわかっちゃいねえだろうな」

　政宗たちはシリンダーの間の通路を、身を低くしながら注意深く移動した。

　シリンダーが据すえ付つけられている床ゆか面めん積せきは、広めの体育館分くらいある。

　重なりあうようにシリンダーは壁まで続いているし、身を隠しながら歩くと、容易には見つかりそうにない。

「さっきはどこから撃って来たんでしょうか。それにしても、こう障害物が多いと狙ねらえませんね、政宗さま」

　政宗の背後を守るように目を光らせながら小十郎が言う。

　このシリンダーの林に逃にげ込んだのは正解だった、とふたりが思ったとき、

「伏ふせろ、小十郎！」

　政宗が小十郎に覆い被かぶさるのと、発射音が聞こえるのが同時だった。床に伏せたふたりの頭上を、弾だん丸がんが通り抜ける。

　ヒュッ！　空気を切り裂さく音が過ぎ、小十郎が頭を上げる。

「弾たまは来た方向からは筒つつで死角になっているはずなのに、なぜ」

「まだだ、小十郎！」

「えっ」

　政宗が小十郎の頭を押さえつける。

　もう弾丸は通り過ぎたのに、なぜ、小十郎がそう思ったときには、弾丸は逆方向から飛んで来ると、ふたりのごく間近で床に着ちやく弾だんした。

　ジュッ！　瞬しゆん間かん、灼やけた金属を水に沈しずめたような音がした。

　こんどこそふたりが顔を上げると、床に黒く跡あとがついて、浅くえぐれている。

「政宗さま、ご無事ですか！」

「ああ、おまえもな、ケガはないか、小十郎」

「はい。敵はふたりいるんでしょうか」

　小十郎が推理しようとするのを、政宗がさえぎった。

「いや。こいつはただの銃じゆうや弾丸じゃねえ。おそらくは、俺みたいな『氣』の能力」

「そんな！　じゃあ、敵はサムライ……！」

「こいつを見てみろ」

　政宗はたったいま床に刻まれた弾だん着ちやくの跡を指さす。

「こんなふうに床に跡が残っているのに、肝心の弾丸がどこにもねえ」

「割れて飛び散ってしまったのでは」

「それなら細かい破は片へんも散るし、あんな音はしないはずだ。コンクリートの硬かたい床に硬い鉛なまりの弾が当たったんならな」

　政宗は視線を上げた。

　そこはシリンダーのフロアに降りるまで、ふたりがいた手摺りのついたキャットウォークだ。

　最初にそこを狙われた。

「あのとき、壁に弾だん痕こんが残ったろう。でもやっぱり弾丸はなかった。消えちまったんだ。だからさ。ただの弾じゃねえ。おそらくはサムライの能力で打ち出す『氣』の弾丸だって、な」

「わかりました……小十郎は軍師失格ですね。政宗さまに全部教えていただくなんて」

　小十郎の言葉に、政宗は手を伸ばし、小十郎の髪かみをくしゃっ、とかき回して、

「いいさ。小十郎はここからの戦術を考えてくれればな。おっと、そう言ってる間に次だ。来るぞ！」

　発はつ砲ぽう音おんが地下空間に響く。

　ふたりの視線の先で、弾丸が曲射軌き道どうを描えがいて向かってくるのが見えた。

「そうか、『氣』の弾丸だから、あんなふうに曲げることができるんですね。障害物の間もすり抜けて、来る！」

「鉄てつ砲ぽうの弾にしちゃ遅おそいのは操あやつるためか。遅いといっても、速いがなぁ！」

　すんでのところで弾丸を避よけるふたり。

　こんどは避けたあとも、目で追うのを止めない。

　果たして弾丸は、空中で大きく弧こを描くと、再び背後から飛び来る。

「これだ。さっきもこうやって一周して来やがった！」

「はい。政宗さま！」

　小十郎はもう、ランドセルから噴ふん射しや機きを取りだしていた。ノズルをかまえる。それを当然のこととして政宗が、

「おう！　逃げ回まわってるだけじゃ、おもしろくねえってもんだ！」

　鋭するどい視線を弾丸から離はなさず、手刀を放った。

　それは袈け裟さ斬ぎりの太た刀ち筋すじ。

　けれど刀はない。

　だがいっしゅん政宗の指先が、鋭えい利りな切っ先のように尖とがって見えた。その刹那、

「行くぜ、小十郎！」

　ブォッ！　炎ほのおが迸ほとばしる。

「炎」は政宗の「氣」の属性だ。

　いつもならば、刀を振ふるうことで発現する。が、刀を預けたままの今、精神の集中で手刀からも炎を出して見せたのだ。

「はい！」

　小十郎が発射機のトリガーを絞しぼる。

　ノズルから噴ふん射しやされたのは酸素だ。酸素は炎を爆ばく発はつ的てきに拡大する。炎の壁となって、弾丸を遮さえぎった。

　ズジュッ……。炎に灼かれた弾丸が消滅めつする。

「やっぱりです。『氣』の弾は『氣』の炎で」

「消せるってことだな！」

　小十郎、政宗が視線を交かわす。

　もとより、小十郎のランドセルに格納された酸素ボンベは、政宗の炎の増ぞう幅ふく器きだ。

「どこから撃って来るのかわかりませんけど、一度に撃って来るのは一発。連射はできないのだと思います」

「ああ。それに、多少遅いとはいったって銃弾だ。操るにしても、アバウトにしか動かせないだろ」

　ふたりの素す早ばやい分ぶん析せきだ。

「わかっちゃぁきたが、やっぱり防ぐだけじゃおもしろくねえ、なぁ、小十郎」

「はい。敵を見つけ出だしてひと太た刀ち……ぅん？　待ってください」

　身体を低くしながら、何かを見つけたのか、小十郎が言葉を切る。

　小十郎はシリンダー基部の操作盤をじっと見つめると、露出しているいくつかのスイッチに触ふれた。

　政宗が小十郎の分も辺りを警けい戒かいしながら、

「なにかわかったのか、小十郎」

「まだわかりませんけれど、このスイッチが、きっと……」

　カチッ。小十郎の指がスイッチを動かす。と、同時に、

「ぅん？　おおっ！」

　内部の照明が灯ともったのだろう。

　シリンダーの内部から光が漏もれ始めた。続いて、シリンダーの外筒がせり上がる。内部は透とう明めいの円えん筒とうで、その中は……。

「政宗さま！　これ、この中身は！」

　たっぷりの溶よう液えきで満たされていた。

　強化アクリル製の透明な容器の中、たゆたうように裸ら身しんがゆらめく。

「女……俺たちと同じくらいの、まさか、この学園の女子生徒なのか」

　溶液の中で、直立しているように見えて、ゆっくりとゆらめいている。まるで無重力の海に漂ただよっているようだ。

　一糸もまとわぬ裸身は青白く。肌はだのあちこちにコードやチューブがとりつけられ、まとわりついていた。

　もっとも奇き妙みようなのはその顔が、頭ごと大きな機械に覆われてまったく見えないことだろう。

　頭を覆った機械からも多くのコードが伸びている。

「政宗さま、まさか。武應学園で発生していた、生徒の失しつ踪そうって」

「俺も同じことを考えてたぜ。この見み渡わたす限りの筒の中に、全部人間が入ってるとしたら……」

　小十郎と政宗の想像は、そう言った彼かの女じよたちの心しん胆たんを寒くするものだった。

　視線が容器内の裸身に吸い寄せられる。

　わずかに呼吸しているのか、裸はだかの胸がかすかに膨ふくらみ、また上下する。頭を覆った機器の一部から、細かな気き泡ほうが漏れてはのぼっていく。

　どう見ても十代の少女の裸身は、いつからそこに封ふう入にゆうされているのかもわからないまま、これからも永久に同じ姿を保ち続けるようにも見える。

「……」

　思わず見とれるふたりの背後で、新たな銃じゆう声せいが響いた。
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　その異変は、遠いこの地にも及およんでいた。

　すでに、ときおり厳しい暑気がみまうころに差しかかっていたが、その一帯だけは不思議と風の中に涼すずしい気が混じる。

　訪おとずれる者を、穏おだやかに迎むかえるようだ。

　きれいに整えられた広大な庭の中にあって、ふんだんに緑を植え込んだ一角があった。

　そこだけは、いつも鳥がさえずり、虫が鳴き、木の葉も枯れることがない。

　この季節の青々とした緑はもちろん、冬でも不思議と艶つややかな緑が生おい茂しげっている。

　庭の、少し離れた同じ木がすっかり葉を落としているときも、それは変わらない。

　そんな不思議な場所に、その人物がいた。

「……気のせいでは、ないようですね」

　おだやかな口調には憂うれいがある。

　ひとことひとこと、言葉が透すき通るように響く。

　それを紡つむぐ唇くちびるも、宝石箱のような輝かがやきをときに帯びていた。

　細ほそ面おもての顔かんばせは、切れ長の目が湖のような静けさと、ときに底知れない深さをも湛たたえる。

　文ぶん官かん束そく帯たいの正式な着物をわずかに着き崩くずし、本来かぶるはずの烏え帽ぼ子しはあえて略して、きれいに結ゆった長い髪を背中までも垂らす。

　木々が庵いおりのように、わずかな空間を取り囲んでいる。

　中心にいるその人を、まるで護まもっているようでもあった。

　手にした笏しやくを眺ながめていた目が、不意に上がると、

「そこにいたのですか」

　笑え顔がおに唇がほころぶ。

　応えるように、声が降ってきた。

「またひとりでこんなところにおったんか。危ないで、六ろつ花か閃せんのみんなもいつも言うとろうが。もっと気いつけんと」

　言葉はぞんざいだが、歌うようにかろやかな少女の声だ。聞かれたほうも、気分を害したふうはない。むしろ楽しげに、

「そうでした。木々や花々、鳥や虫に囲まれているとうれしい気持ちになって、つい。気をつけないといけませんね」

「そうや。自分たちが大変なんやからな。女官もつけずにひとりで出歩いたり、その尻しりぬぐいとか」

「まぁ、尻ぬぐい。尻を、ぬぐうのですか。ふふ、ふふふふ、あはは」

　尻ぬぐい、という言葉がよほどおかしかったのか、笑えみははっきりとした笑い声となって広がった。

「ほらほら、笑ってる場合やない」

　声はしても、声の主は見えない。

　それがあたりまえのように、くすくすと笑い声を漏らす。

「わかっていますよ。それに……どうやら東で始まったようですね」

　口くちの端はにまだ笑いを乗せながら、しかし目には真しん摯しな光が灯る。

「ああ、もう感じとったんやて、やっぱりな。わざわざ報しらせに来るのも無む駄だ足あしてことかい」

　声が言うと、

「そんなことはありません。詳くわしく、教えていただきたいのですよ」

「ちぇっ、なにを言ってももう知ってそうやけど……、大おお江え戸どで、異変が起こってる。鎮ちん護ごの柱がどうにかなったらしい」

「……ウソはいけません」

「ウソやないて！　あぁ、たしかにまだ詳しくわかってへん。倒たおれたのか、傷ついたか、折れたか裂けたか……どっちにしろ天城の地下でなにかが起こってる。それも、洒落しやれにならん規模でな。こいつはほんまに、やばいで」

　乱暴な口調だが、声は本当の危機感を滲にじませていた。

「やはり、そうなのですね。いま現在、鎮護の柱がどうなっているのかは、わかりません。けれど、ここまでもゆらぎが伝わって来ました」

「そやろ。で、問題はその先や、な」

「ええ」

　問い直し、答えを得て、しかし先を急ぐふうはない。

「聞かへんのか。いちばん大事なところ。なんで鎮護の柱がそんなことになってるんか」

「……徳川の『剣姫マスターサムライ』が、倒れたのですね」

「ちぇ、やっぱり知っとるやん。そのとおりや。徳川の四天王と呼ばれた『剣姫マスターサムライ』たちが倒れた。倒したんは、柳生宗朗とその『剣姫マスターサムライ』！」

　宗朗の名前が出たところで、言葉が途と切ぎれた。

　しばらく沈ちん黙もくが続く。

「柳生、宗朗……」

「なんでもそいつの『剣姫マスターサムライ』は八人もいるらしいで。ちょっとした化けもんやろ」

「化け物」

「ああ。そないなヤツ、見たことも聞いたこともあらへん。……なぁ、このまま鎮護の柱がその効力を失うしのぉたら、どうなる？」

　それに対する答えは、決定的なものだった。

「鎮護の柱が失われたら……この日ひの本もとは炎に、戦乱と混乱の炎に包まれるでしょう。少なくとも東国は……」

「この都には」

「場合によっては危険が及ぶでしょう。それを止められるとしたら、今しかありません。いま、それも」

「そうやな。止めてもらうほかないわな。……柳生宗朗に」

「ええ。わかっているなら」

「はいはい。おおせのままに、や。けどな、自分から見ても無理筋やで、こいつは。そやかてやらなならん。日の本が……幕府の奴やつらが大日本って呼んでるこの国が、なくなるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんやからな」

　瀬戸際、と言いながら、声にはどこかそれを楽しんでいるふうがある。

　それがわかるのか、

「もう言うことはありません。わたしはここで、見守ることにいたしましょう」

　と、瞳ひとみを伏せる。

「なんや、また見守るだけかい。……まぁ、しゃあないな。ここから出られへんのやから、な」

「はい」

「その分、自分たちが目で耳や。まあ、自分たちに見守るなんてまどろこしいのは似合ってへんし」

「頼たよりにしていますよ」

「……まぁ、頼られちゃあしゃあない」

　どこか照れたような空気が混じる。

「そうですね。わたしもいつか、ここを離れて自由にどこか……大江戸へでも行ける日が来るのを待っていますよ」

「大江戸へ？　おいおい、そないな行み幸ゆき、また侍じ従じゆうたちが大おお騒さわぎで……いや、そうか。ははは、そういうこと、かい」

　腑ふに落ちた、と声が、

「わかったで。いや、どうなるかなんてわからへんけど。しっかり見て来たるわ。それが自分の、『目』の役目やからな」

　それだけ言うと、去ろうとする声に、

「ひとつ、たのまれてほしいことがあります。キキ」

　呼び止める。

「ぁあ？　自分、キキやないて！　興おき秋あき！　細ほそ川かわ興秋って『剣姫マスターサムライ』の名前があるんやからな」

「おきあき、は言いにくいのですよ」

「だからって、勝手にあだ名つけなんな。キキってなぁ！」

「じゃあ、オッキー？」

「それもあかん！」

「アキオキ」

「逆にしただけやんか！　てかそっちのほうが言いにくいで！」

　しばらくやりとりが続き、

「……もう、ええわ、キキで。けっこういい名前に思えてきた」

「でしょう。そう思ったのです」

「なんかすっごいだまされとる。そんな気ぃする。けどな、それ、あんただけで頼たのむで。ほかのヤツには呼ばせへん」

「はい、わかりました」

「ほかのヤツが呼ぶようになったら自分も呼ばせてもらうで、あんたのことを、そうやなぁ……ミカちゃん、てな！　どや！」

　声は、してやったりと得意げだが、

「まぁ、かわいいではないですか。ミカちゃん、むしろわたしはそう呼ばれたいくらいですよ」

　どうやら期待したような効果はないようだ。

「ちっ、よろこばせてどうするねん、自分。けど主上とか、お上かみとか、羈つな仁ひとさまってのもいまひとつってところやからな。そのうちそう呼べるといいかもな」

「みんなが、呼べるといいのですけれどね」

「みんなが帝みかどをミカちゃん、かい。まるっきし、あいかわらずやな。おっと、とんだ長話になってしもた。あぁ、そいつは忘れてへんで。じゃあ、な！　ミカちゃん！」

　それだけ言うと、こんどこそ気配が遠ざかっていく。

　ふぅ、と小さく息が漏れる。

　それを合図のように、それまでなかった気配、「氣」が周囲に現われて来た。

「行っちゃったにょろ～？」

　木の上からの声。

　高い枝に腰こし掛かけた、小こ柄がらな少女だ。

「あいかわらず、周りが見えてないようじゃけ。『目』ばかりいいはずが、とんだ節穴じゃけ」

　木の幹の向こうから姿を現す、長身の少女。

「じゃどん、それがあれのいいところ、かもしれもうはん」

　いつのまにそこにいたのか、地面にあぐらをかいた少女が笑う。

「がさつなのがいいところ？　まあ、キキ、なんて呼ばれてよろこんでるようじゃ、まだまだよねえ」

　とは、やはり地面に緋ひ色いろの毛もう氈せんを敷しき、きれいに正座したまま瞑想するように目を閉じている少女。

「そんなことより、奥おくへ入りましょ。外もいいけれど、まだまだ冷えるぅ。床の中でゆっくり、あったまろうよ」

　こちらもいつのまにか、束帯の肩かたから腕うでを回し、もたれるように抱だきついてくる少女がいる。

　全員が、そろいの制服を身につけていた。

「わぁ、重いよ、あはは！」

「ちょっと！　お上になにしてるんですか！」

　あわてて止めようとするのは、毛氈に正座した少女だ。

「ふぁ～！　いいなぁ、あたしも、あたしもにょろ～！」

　不意に木から落ちてきた小柄な少女が、こんどは前から抱きつこうとする。と、

「おっと、そのくらいにしておくんじゃな。どいつもこいつも、お上になれなれしすぎでおじゃるよ」

　立ち上がった大おお柄がらな少女が、小柄な少女の襟えり首くびをつかんでいる。

　すっかり手荷物のように空中に持ち上げられた少女は、

「うぁああい、離せ離せ、離せにょろぉお～！」

　手て足あしをバタバタさせるが、いっこうに降りられない。

「はぁ……どいつもこいつも、困ったもんじゃ。こんなのでいいんじゃろか」

　心配そうにため息をつく、長身の少女。

「いいのですよ。わたしはこんなふうに、みんなに囲まれてるときがいちばん楽しく、しあわせなのです」

　そう言うと少女たちは、それぞれに顔を見合わせ、口を閉ざした。わずかにうつむいたり、視線をそらしたりする、その頬ほおがほんのりと染まっている。

　やがて、ひとりの少女が口を開いた。

「いつか……ここから出られるときが来ることを、ともにお待ち申しあげています」

　そして次々と、

「そんときはいっしょにゃら！　どこでもいっしょにょろ～！」

「おう、いっぺん東国ってやつを見てみたかったんじゃ。大江戸ってやつをよ」

「大江戸行くなら、うちも楽しみでおじゃるよぉ」

「そのまえに、幕府ってぇやつを、どげんかせんといけん」

　いいながら立ち上がる。

　唯ゆい一いつ、毛氈に座すわった少女を、両側からふたりが抱きかかえるようにして持ち上げ、立たせた。

「はい。そのときはいっしょです。わたしとみなさん、この御ご所しよを出て東国へ、大江戸へ行くその日まで」

　あたたかい笑顔があふれた。

　そのとき、木々の間から新たな光が降り注いだ。

　辺りを輝きとともに映し、心までもあたたかく照らし出す。

「……天子さま」

　誰だれともなくその言葉が漏れ、かみしめるように口をつぐんだ。

　直に触れなくとも、手を繋つなぐ以上の、血と肉を通わせる以上の繋がりで結ばれている。そう確かに思う瞬間。

　不意に若葉が芽め吹ぶいて、かわいらしい花をともに、ぴくん、と咲さかせた。
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「本当にこっちなのかい、兼続」

　地下通路を歩きながら、そう言うのは宗朗だ。

「黙だまってついて来たらいいんですわ。土の中ではこのわたくし、愛戦士・直江兼続さまのどくだんばですのよ」

「毒電波？」

「どくだんばですわ！　どく、だん、ば！　電波なんて、誰も言ってませんことよ！」

　いつものように十兵衛のボケ。そして兼続のキレ気味の突っ込み。

「それを言うなら、独どく壇だん場じようでは？」

　半蔵が苦言を呈ていするが、

「どっちでもかまいませんわ。訓読みですわ！　とにかく、このわたくしが土の中の匂においを感じた結果、こっちだと言ってるんですわ！」

　狭せまい通路を、五人と、

「ウキュ！」

　一匹ぴきで歩いていく。

「……」

　千姫の車くるま椅い子すは、かわらず半蔵が押おしていた。

　本丸まで至らずに地下通路へ降りることができたのは幸いだったが、いったん入ってしまうと迷めい路ろのような通路の中を誰も先導できず、結果、兼続の「土」属性の「氣」だけが頼りということに。

　ただ、

「キュゥゥ？」

　佐助だけは、さっきから小さな首をひねっている。

「さっちんも、なにかわかるの？」

「佐助さんも土の中のことが少しはわかるんじゃないでしょうか。木の根はたいていのところへは伸のびているものですし」

「ふん、木の根っこなんかより、直接『土』を感じるほうが数段正確ですわ。ほら、見えて来ましたわ！」

　兼続が指さす向こうに、大きな鉄製の扉とびらが見えた。急に通路が広くなってくる。

「本当だ。この扉さえ開けられれば、向こうに例の機械室があるんだね」

　宗朗も目を見張る。

「でも、どうやって」

「すごーい硬そうだよぉ。う、うーん！　ぜんぜん開かないよぉ」

　十兵衛が扉を全身で押して、それでもビクともしない、と示す。

「困りましたね。合あい鍵かぎなんてありませんし、どこかにスイッチでも」

「そんなもの、必要ありませんわぁぁ！」

「あ、兼続！　いきなり」

　宗朗が止めようとするのも間に合わず、兼続が大きく振りかぶった自らのドリル大鎚づちを叩たたきつける。

　ゴォォオン！　ギュルギュルギュル……！

　分厚い鉄の扉を打ち付ける大だい音おん響きよう。そこからさらに、ドリルが鉄を掘ほり抜ぬく金属音が地下通路に響ひびき渡わたる。

「わぁあ！」

「きゃぁあああっ！」

「キュゥゥッ！」

　爆ばく風ふうにも似た空気の流れにいっしゅん押し戻もどされそうになりながら、煙けむりが収まるのを待つ五人＋一匹。

　ようやく視界が戻って、扉に開いた大穴の向こうに見えたもの。

「ええ!?」

　誰もが瞠どう目もくする。

「なんでこんなものが……」

「ここにあるんですの」

　そこは目指す機械室ではなかった。もっと大きな、機械整備のための広大な格納庫と言っていい。

「あれ！　ちろにゃんが乗ってた、大おっきな鎧よろいだよ！」

　十兵衛の言うとおり、

「わたくしが倒した、鉄球の鎧もありますわ」

「確実に、仕留めたはずです。それに、砂のように崩くずれるのを見ましたし」

「ウキュゥ！」

　残り三人の鎧もあった。

　それも無傷で。整備ハンガーにもたれかかるように、あるいは一部、吊つり下さげられるようにして、並んでいる。

「あっちにも！」

　もっと驚おどろいたことには、四体以外にもあることだった。ざっと二十体はあるだろうか、やや離れた壁かべ際ぎわに置かれていた。

「こんなに作られていたのか。これじゃ、いくら倒しても」

　宗朗の声に、わずかに絶望がにじむ。ところが、

「あれ？」

　十兵衛が不思議そうに見上げた。鎧のごく間近まで歩み寄る。

「待つんだ十兵衛、うかつに近づくのは危ない！」

　宗朗が止めようとする間もなく、十兵衛は鎧に触れ、コツコツ叩いたり耳をくっつけたりして確かめる。

「誰も乗ってないよ。この鎧さんは鎧さんだけなの。それに、ちろにゃんたちのと、ちょっと違ちがうみたい」

　その言葉に、

「本当ですの？　そう言われるとたしかに、違うみたいな」

「でも、機種……というのでしょうか、それは四種類ですね。ところどころ、壊こわれている？　まだ完成していないようにも見えます。あちらのものはもっと」

　兼続、半蔵も声を揃そろえる。

　半蔵の言うとおり、鎧は整備用のハッチが開いたままだったり、部品の一部が欠けていたりと、壊れているというよりは未完成に見える。

　また、半蔵が指さす壁際の鎧たちは、胴どう体たいの半分しかなかったり、上半身が天てん井じようから吊り下げられていたりと、より完成からほど遠い姿を見せていた。

「ここは、なんなんだ。ただの組み立て工場なのか」

　宗朗が疑問を感じるのも、無理はない。

　未完成の組み立て途と中ちゆう、と見えるものの、どこかこの格納庫自体、うち捨てられた雰ふん囲い気きを放っているためだ。

　暗い照明。そこに長いこと誰も来ていないように、床ゆかにも鎧の機体にも、うっすらとホコリが積もっている。

「ウキュゥ」

「失敗作とか、開発途中で放ほう棄きされた機体なのでしょうか」

「そんなことより、先へ進むのですわ！　こんな不気味なところで油を売ってるヒマはございませんのよ！」

　兼続が言うと、

「えー、ここがあの機械の部屋だって言ったの、ぐつぐっちゃんなのに」

「むっ！　それは……ちょっと間ま違ちがえただけですわ！」

「油も売っちゃうの？」

「違いますわ！　グズグズしていることを油を売ると……あー、もういいですわ！　わたくしだけでも行きますわよ！」

　十兵衛のときに的確、ときにボケが襲おそう。

　振り払はらうようにドリル大鎚を振りかぶった兼続が、

「こんどこそ、こっちですわぁああ！」

　格納庫の壁かべに向かって一いつ閃せん、叩きつけた。

「うぁぁ！」

「また！」

　ふたたびの轟ごう音おんと吸い出されるような強い空気の流れが襲う。そうしてまたも空いた大穴の向こう。

「あれ……です！」

　半蔵が声を上げる。

　そこには見覚えのある、巨きよ大だいな水すい槽そうにも似たシリンダーが並ぶ部屋。部屋といっても広大だが、いまいる格納庫に較くらべれば数分の一の空間だ。

「ここが、そうなのか」

　初めて見る宗朗も目を見張る。

　四本直立しているシリンダーのうち、二本が壊れたまま。前回の乱入で、兼続が破壊したものだ。

　しかし残った二本のシリンダーも、中に人ひと影かげはない。

　容器内部は透明な溶液が満たし、かすかな照明が明滅する中、ときおりごく微び少しような気泡が沸わき上あがる。

　システムは生きていることを証明するようだ。

「この機械で千姫さま、治るの？」

　十兵衛が宗朗に問う。

「慶けい次じの言葉じゃ、千姫さまがこの機械で『洗脳』されたのは間違いないらしい。だから元に戻すためにも、この機械が必要だっていうことなんだ」

　その理り屈くつはわかるものの、果たして本当に千姫が元へ戻るのか、確証はどこにも、誰にもない。

「やらなくちゃいけない。可能性のあることならなんだって」

（そのための戦いにも勝った。ここにこうして来れたのだって、奇き跡せきにも近い。なら、やるしかない……！）

　目をやると、車椅子に座ったままの千姫がいる。

　時間とともに、外界の刺し激げきに対する反応が鈍にぶくなって来ているようだ。この地下へ降りてからも、格納庫やこの部屋を見ても、なんの反応もない。

「それでも」

「はい。御お姫ひいさまを、お戻しするためならば」

　力強く言い切るのは半蔵だ。それは、自身、心の中の迷いを振り切きろうとするかのようでもある。

「でも、この機械、どうやって使いますの？」

　ぽつっ、と兼続が言った。

　それは実は、誰もが感じていたこと。

　なにしろこの機械室にたどり着くまでは、千姫を機械にかけなくては、それがまずすべてだった。

　だが肝かん心じんの、機械の操作、制せい御ぎよは誰も知らない。

「はいはーい！　十兵衛見たよ。あの中にぃ、ちろにゃんが裸で入ってたの。だから千姫さまも裸で入ってれば……」

「そんなことはわかってますわ！　温泉の湯とう治じじゃあるまいし、ただあの液の中に浸かっていればいいってものじゃありませんことよ！」

「そうなの？　ぐつぐっちゃん」

「ウキュ」

　十兵衛、佐助ががっかり、うなだれる中、

「忠勝たちに勝ったあと、条件としてこの機械を動かしてもらうつもりだった。それは使い方も含ふくめて、という意味だったんだが」

　宗朗も、とほうに暮れる。

　こればかりは、蛮ばん勇ゆうで試ためしてどうなるものでもない。ヘタをすれば、今より悪い結果につながる可能性だって高い。

「マニュアルを探すんだ。説明書があれば、基本的なところはわかるかもしれない」

　その線しかないか、と思われたときだ。

「待ってください」

　それまでしばらく黙っていた半蔵が口を開いた。

「わたしが、やってみます」

　青ざめた顔で言う。

「ぞうさん、なにか見つけたの？」

「マニュアルがあったって、どうにかなるものですの？」

「キュゥ」

　十兵衛たちの心配もさることながら、

「千姫さまを想おもう気持ちはわかるよ。委員長が、こういう電子機器を得意なのも知ってる。でも、ここは慎しん重ちように……」

　宗朗も再考をうながそうとする。しかし、

「そうではないんです。わたしの、能力でやってみたいんです」

　半蔵は言い切った。

「委員長の、能力……」

「そういえば、よくわかっていませんでしたわ。あの空飛ぶ鎧を倒したのは、見てましたけど」

「ぞうさんの力って、なんなのかな。えーっと、ゾクッとする」

「属性！　ですわ。わたくしなら『土』、十兵衛なら速さの『瞬しゆん』。お猿さるさんなら『草木』とか」

「ウキュゥ」

「委員長の力は」

　そこまで問われて、半蔵が自ら言葉に出だした。
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「わたしの属性、それは、『月』です」

「月？　あのお月さまの月ですの？」

「はい。空飛ぶ鎧と戦っていたときです。それに気づいたんです。わたしは忍しのび。代々服部家の忍びの家系。そして忍びの最大の能力は、『忍ぶ』こと」

「忍ぶ……、こと」

「いろんな意味にもとれます。けれど一番には、相手に気づかれることなく、そこにいること。敵の内側へ入り込む、こと……！」

　半蔵の言葉が確信を帯びる。

「つまり、どういうことですの？　忍ぶとか、中へ入るとか」

「なんでもぞうさん、入れちゃうのかな。壁とかも？」

「キュゥゥ」

「ぅん、待てよ。まさか……！」

　宗朗が気づいた。

「はい。中へ入り込む。分厚い壁や土、といったものには限界があるようですけれど、鎧の装そう甲こうを浸しん透とうすることはできました。その中の、パイロットの身体にまで」

「人の身体の中にも、ですの!?」

　兼続が驚く。

　だが驚くのはここからだった。

「だから、です。できると思うんです。機械の中にだって。機械の……プログラムの中にまで！」

　そう言うと半蔵は、シリンダー基部の操そう作さ盤ばんに両手をつく。両目を閉じて、一心に集中していく。

「ぁあ、あ……！」

　身体が白熱すると、ふだんから着ているメイド服がゆらぎ始め、やがて粉々になって弾はじけ飛とんだ。

「キュゥ！」

　と思うと、いったん粒りゆう子しレベルにまで細分化された衣服が、ふたたび半蔵の肌はだに戻り、張り付いていく。

　けれどその形は、それまでのメイド服とは違う、

「新しい、形。これが半蔵さんの『月』の『氣』をまとったフォームなのか」

　康政の鎧との戦いでは、空の上で目に触ふれることがなかった。

　白を基調とした着物の上、鮮あざやかな朱しゆの上着が目を惹ひく。背中の大きな巻物は、ふだん髪かみにつけている巻物が巨きよ大だい化かしたかのようだ。

　髪かみ型がたまでも変わって、キツネの面が髪の片側につけられていた。

「すごぉい、ぞうさん、かっこきれい！」

「かっこきれいってなんですの？　たしかに、かっこいいしきれいですけれど、このわたくしの新形態のほうが、ずっとかわいいんですの、よ……むぐぐ！」

　まだなにか言おうとする兼続の口を、佐助が顔面に体当たりして止めたのだ。

「キュゥゥ！」

　全員の目の前で、半蔵の「氣」が手のひらから操作盤へ流れ込む。

「く、ぅ……ぅ！」

　操作盤にスイッチが入り、それはシリンダーまでも能動化させて、さまざまな計器やＬＥＤが灯ともった。

「機械の中に浸透して、装置だけでなくプログラムまで操作できるのか」

　だが、そう簡単ではない。

　複雑な機械そのものの機構を把は握あくし、ましてプログラムまで達するのは半蔵にも初めての試みだ。

　そのうえ、少し前の戦いで、多くの「氣」を消費してしまっている。

　本来なら、続けてこんな大きな能力は使えないはずだった。

「はぁ、はぁ、ぁぁ、ぁ」

「だいじょうぶかい、委員長！」

　宗朗が気き遣づかう。半蔵に寄より添そった。

「む、宗朗くん。お願いが」

　操作盤から両手を離はなさず、半蔵が肩かた越ごしに振ふり向むく。

「ぼくにできることならなんでも」

「わたしに、触れていてください。少しでも、『氣』を……」

　半蔵の表情には、限界に近い危あやうさがある。

「氣」を出し続けることで能力の頂点にありながら、いまにもぷっつりと途切れて、倒れてしまいそうなもろさ。

「わかった。手を！　いや……手は」

　両手は、操作盤に当てられている。宗朗は半蔵の肩に触れた。

「もっと」

「ぅんっ？」

「もっと、触れてください。もっと、密着するくらいに。半蔵を、後ろから抱きしめる、くらい、に……！」

　訴うつたえる。

「御姫さまを、お助けしなくてはならないんです。半蔵の命を捨てても、御姫さまを。そのために、もっともっと『氣』が必要です。宗朗くん、お願い！　半蔵に『氣』を、注ぎ込んでください！」

　自己をなげうっても千姫を救うという半蔵の決意が、どんなことさえも受け入れる、耐たえるという覚かく悟ごを呼び起こす。

「委員長……わかったよ。ぼくも、ぼくたちの全部を千姫さまのために……！」

　もう躊ちゆう躇ちよしているときではない。

　宗朗は半蔵の背後から抱きしめる。邪じや魔まな大巻物は一時的に解いて、ぴったりと背中に密着した。

「な、なんだかとっても破は廉れん恥ちですわ。で、でも」

「お兄ちゃんとぞうさん、ひとつになってる！」

「ウキュゥ！」

　宗朗から黄金の「氣」が半蔵に流れ込んでいく。

「んぅ、ぅ」

「ぁぁああ、ぁあ！」

　密着した部位から宗朗の「氣」が注ぎ込まれて、それが半蔵の体内で「月」属性の「氣」となり、操作盤へ。

　操作盤から内部回路をかけめぐり、シリンダーのすみずみまで。また内部メモリーや外部記き憶おく装置にまで浸透していく。

「これで、本当に機械の中まで読めますの？」

「できるよ。ぞうさんならきっと！　お兄ちゃんの『氣』が、い～っぱいぞうさんの中に入ってってるんだもん！」

　果たして十兵衛の言うとおり、半蔵単独のときよりもずっと操作盤は激しく動き、それは部屋全体の照明までも点てん滅めつさせる。

　パンッ！　突とつ然ぜん、天井の照明のひとつが割れた。すると次々、

「なんですの!?」

「きゃっ！」

「キュゥゥ！」

　パン、パンッ！　ＬＥＤの照明がいくつも、破は裂れつして飛び散る。そうでないものも、何度も点滅して部屋の中にいる者を混乱させた。

　急にサイレンまでが切れ切れに鳴り出し、

「だ、だいじょうぶですの？　どうなってますのぉお！」

「ぐっちゃんぅぅ！」

















　壁の手て摺すりを握にぎりしめる兼続と、その兼続に抱きつく十兵衛。

「キュキュ！」

　その十兵衛の頭にしがみつく佐助。

　宗朗はありったけの「氣」を半蔵に放つ。

「ぅぅぅぅぉおお！」

「きゃぁあああ！　む、宗朗くんの『氣』がいっぱい、半蔵の中を満たして、あふれて……い、いっちゃいます！　『氣』が……いくぅぅぅ！　ぁぁあああっ！」

　ビクッ、ビクンッ！　その身に収まりきらないほどの「氣」を受け止めた半蔵もまた、大きく身を震ふるわせ、一種の「氣」の絶頂にまで上のぼり詰つめる。

　あやしいほどに肌が輝かがやき、「月」能力が暴走するほどの状態を極きわめて、

「ぁ……ぁ、ぁ」

　急速に、鎮しずまっていく。

「うぅ……はぁ、ぁ、だ、だいじょうぶかい、委員長」

　宗朗もまた、すべてを出し尽つくしたあとの虚きよ脱だつにも似た感覚に、大きく息をあえがせる。ようやく半蔵から身体を離した。

　そのとたん、

「ぁ……」

　ずるっ、と操作盤からすべり落ちる半蔵。ぺたん、と尻しり餅もちをつく。

「委員長！」

　あわててその手を取る宗朗に、

「だ、だいじょうぶです。その……すごい、感覚で、あんなの、初めてで、恥はずかしいけれど、腰こしが……」

　顔を赤く染める半蔵。

　腰が抜けた、とは言えなかったようだ。

「ぞうさん！」

「身体はなんともありませんの？　これをいいことに、野や獣じゆう宗朗に何かされていませんこと？　よーく確かめたほうがいいですわ！」

　十兵衛と兼続も駆かけ寄る。ふたりで半蔵を助け起こした。

「は、はい。もうほんとに平気です。ただちょっと、もう完全に『氣』を出し切ってしまったので、数日は『月』の能力を使えそうにありません」

　ようやく立ち上がった半蔵が、赤い顔で苦く笑しようする。その姿も、もとのメイド制服に戻っていた。

「よかった、委員長。それで、この装置とプログラムは」

「はい。なんとか、解かい析せきできました」

「すごーい！　ぞうさん！」

「生身でないものまで、入り込めますの。ぅぅー、それってもしかして最強ではございませんの」

　兼続も認めるしかない、半蔵の「月」能力だ。

「ぁ、でも、もう能力が使えないなら、千姫さまを戻すために装置を操あやつるのは」

　宗朗が気づいた。

　けれど半蔵はそれに、

「もう使い方はわかりました。あとは能力ではなく、ふつうにこの装置を動かして、御姫さまをお助けします」

　笑ってこたえた。

「キュゥ！」








弐◆鎮護の城
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「……あの者たちが、とうとうそこまで、来てしまったのですね」

　大おお奥おくの居室でつぶやくのは、霧きり壺つぼの方だ。

　千せん姫ひめの実母にして、将軍・徳とく川がわ慶よし康やすの正室。御み台だい所どころと称しようされる、大奥の最高権力者でもある。

　いま、見つめるモニター画面には、四し天てん王のうの整備養育機の部屋が映っている。シリンダーのひとつに千姫が封ふうじ込められ、半はん蔵ぞうが装置を動かし始めるところだった。

「みなは、どうしたのです。あの子たちは……まさか全員が倒たおれたと。あの者たちに倒されたというのですか」

　霧壺の方は、唇くちびるをギュッ、と噛かんでいた。

　強く噛み過ぎて唇が傷つき、ひと筋、赤い血が漏もれ出す。プッ、と赤い玉になったと思うと崩れ、唇を汚よごした。

　そこへ、

「御お方かたさま……！」

　少女が部屋に入って来るなり、よろけながらかろうじて柱にしがみついた。

「本丸のほうは、用人、警備の者とも、全ぜん滅めつのようす……」

　それだけ言うと、立っていることも辛つらいのか、膝ひざから畳たたみに崩れる。

「葛くずの葉は！」

　同じく部屋にいた他ほかの少女たちが駆け寄り、抱だき起おこした。いずれも小こ姓しよう、中臈といった、霧壺の方の侍じ女じよたちだ。

　そのうえ全員がサムライだった。いざというとき、霧壺の方を護まもるため、ふだんから側そば近くにはべっている。

　さまざまな警備、護衛などは一いつ般ぱんの男性侍ざむらいでもできる。

　けれどサムライに対しては、サムライでしか対たい抗こうできない。もとより、大奥はそのすべてがサムライ少女と、その後の姿で構成されていた。

　徳川「将軍」をサムライ少女たちが護るため、そしていつでも将軍の「剣姫マスターサムライ」を生み出せるよう、大奥は作られた。

　しかし近年、徳川将軍の「将」の力は衰おとろえ、大奥は形けい骸がい化かしつつある。

　現在の、二十五代・徳川慶康が、かつて「剣姫マスターサムライ」としたサムライはただひとり。それが正室である霧壺の方だ。

　霧壺の方は、正室として慶よし彦ひこと千姫を産み、いまでは大奥ばかりか幕府そのものをひとりで支えている。

　その重責に、つねに押しつぶされそうになりながら。

「藤ふじ袴ばかま、萩はぎ、そなたたちは大事ありませんか」

　侍女たちを気遣って、霧壺の方が言う。

「は、はい」

「なんとか……。御ご用ようの向きは、なんなりと」

　少女たちは言うが、その顔色はどれも蒼そう白はくで、絶えず襲う苦痛に苛さいなまれているのは明らかだ。

「やはり……鎮護の柱の間になにかあったとしか。それが、あの子たちが、息絶えた証しよう拠こというのですか」

　誰に問うでもない、霧壺の方の唇から漏れる言葉。

　そしていまも、ときおり襲う次元のきしみにも似た衝しよう撃げき。

　霧壺の方さえも、断続的な頭痛や身体ごと締しめ付つけられる感覚、精神と肉体のどちらも苛まれ続けている。

　まして、

「『剣姫マスターサムライ』でもない、この子たちには、耐えろというほうが無理。一般の城方の者たちが倒れていったのも、鎮護の柱がゆらいでいる証拠」

　霧壺の方はつぶやきながら、打うち掛かけをひるがえし、立ち上がる。こんなとき、真っ先に手を差しだし、着物を掲かかげるなどする侍女たちは、崩れたまま起き上がることももうままならない状態だ。

「お、御方さま」

「申し訳、ございません、ただいま」

　まだ意識があるだけまし、というふうだ。

「おまえたちはそのままでかまいません。ひとりででも、わたしがやらなくては」

　霧壺の方は最終的な決意を固めつつあった。

　大奥を出ると、天守閣へとひとり、向かっていく。



「動きが、あったな」

　慶彦がつぶやく。

　江え戸ど城じようにほど近い、外そと堀ぼりを見下ろすホテルの最上階スイート。

　執しつ務む室しつふうに模も様よう替がえされた室内で、慶彦の目の前の机に置かれたインターフォンが受信の灯あかりを灯す。

　慶彦の指がそれを許可すると、

『荻生おぎゆう博士から、電話が入っております』

　いつもの慶彦付きの少年の声が聞こえてくる。武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく生徒会の、慶彦に絶対の忠誠を誓ちかうメンバーだ。

　もともと旗はた本もとや親しん藩ぱん、譜ふ代だい大名の子女を集めた、旗本生徒会のゆえんでもある。

　だがどこか、ふだんと違う余よ裕ゆうのなさを慶彦が感じたのも、「異変」を現す証拠のようなものだ。

「よい。繋つなげ」

　それは続けて聞こえてきた、慶彦直属の研究所責任者の言葉によっても証明された。

『電話でのご無礼、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じ……』

「用件のみでけっこうだ。先生」

『わかりました。一時間ほどまえから、スペクトルＭ＋2.5が観測されております。これは常時観察対象である、大気フィルターに付着した微び粒りゆう子しを分ぶん析せきした結果でありまして。現在、黄こう砂さ、光化学スモッグ、粒りゆう子し状じよう物質注意報として大おお江え戸どに出されております警報は、これが原因かと』

「続けてくれ」

『はい。現在までも、大江戸内で、頭痛、吐はき気け、身体の不調などを訴える者は多数にのぼり、緊きん急きゆう搬はん送そうされた者は二百名を超こえております。しかも、患かん者じや数すうは中央省庁にもっとも多くみられます』

「ふむ」

『中央省庁は、もとの武ぶ家け屋や敷しき、江戸城の外そと郭ぐるわの中にありますれば、つまりは……』

「城しろの中心から、起こっている、と」

『すでに江戸城の中ちゆう枢すう、本丸の枢すう密みつ院いん、大奥などとは連れん絡らくが取れない状態となっております。報道管制が敷しかれておりますが、すでに気づいている者は、江戸城からなにかが漏れ出した、神経ガスのようなものではないか、と』

「神経ガス、か。ふふふ、おもしろいことを言う」

『データはありませんが、風向きからも微粒子の発生源が江戸城内うち郭ぐるわ、それも本丸、天守に限りなく近い部分であることは明らかで』

「わかった。もういい」

　いったん慶彦は話を切った。

　窓の外、遠く佇ちよ立りつする江戸城本丸の天守を眺ながめる。

　すでに夕刻の気配がある。陽ひが傾かたむき、影かげが長く落ち始めている。インターフォンに再び向き直り、

「つまり……始まった、というわけか」

　そう告げると、回線の向こうでわずかに息をのむ気配がある。

『やはり、そのように結論付けるほか、ないかと。Ｍ粒子は確実に、江戸城から漏れ出しています。それを止められるのは……』

「わかった。先生は、ご苦労だった」

　慶彦の言葉に、その先をうながすような空気が伝わる。

『では、わたくしは……ここの者は』

「ああ。先生の判断で、研究所を離れていい。疎そ開かい先さきは予あらかじめ決めたとおりだ。手段もすでに整えられている」

『あ、ありがとうございます！　では、すぐに』

　安あん堵どの声だった。

　いまにも切れそうなインターフォンに、慶彦が念を押おすように言った。

「ときに先生、例のプログラムのほうは、怠おこたりないだろうね」

『例の、培ばい養よう槽そう管理プログラムのほうでしたら、仰おおせのままに。効果は確実かと思われます。もうひとつのほうも……』

「そうか。世話をかけたね。では、ご無事で」

　それだけ言うと、自分からインターフォンを切る慶彦。

　改めて、チェアに深々と沈しずみ込む。

「このまま夜になれば、もう止めることはできまい」

　目を閉じて、

「ついに始まったのだ。このときが。わたしは、ニアとともにいよう。そのためにここに移したんだからな。……ニア、いてくれるだろう？」

　つぶやく。

　再び目を開けると、視線を部屋の奥おくへと巡めぐらせた。

　そこに、執務室にそぐわない、カプセルシリンダーが安置されていた。

　培ばい養よう液えきを染めるように照らし出す碧あおい光。

　青白い裸ら身しんをたゆたわせるダルタニアンが、奇き妙みようなほどおだやかな顔をうつむかせている。

　わずかに名前を呼ばれると、長い睫毛まつげがかすかに震えた。

　しかしそれは中の培養液が動いて、そうさせたのかもしれなかった。



　その場所は、つねに閉ざされ、秘されてきた。

　長く誰だれも訪おとずれたことがなく、静せい謐ひつの中に保たれていた。

　忌き避ひされていたわけではなく、しかしときに忘れられ、ときに過か剰じようなまでの儀ぎ式しき、祭さい祀しの対象ともなった。

　そんなときはさまざまに供く物もつが捧ささげられ、中には、大きな桐きりの箱に入れられた「ご神体」なるものもあった。

　その正体は、神官が祈いのりを封じた護ご符ふということだったが、地面に掘ほり抜ぬかれた穴に埋うめられるときには、中から漏れる声を聞いた者もいたという。

　鎮護の柱。

　数千年の樹じゆ齢れいを持つ神木が、江え戸ど城天守閣の最上層までを貫つらぬく大黒柱となっていた。その根もとは、地下数十メートルの深さにまで達する。

　大日本に、唯ゆい一いつともいえるこの大木は、出雲いずもの地からこの大江戸へ運ばれたものだった。もとは古代の大おお社やしろを支えていたとも言われる。

　石造りの台座に乗せられた根もと部分には、これも巨大な注し連め縄なわが巻かれて、この大木の聖なる出自を物語る。

　幹にはあちこちに護符が張られて、天守台へ連なる、はるか上まで続いていた。

　この場所に、このような形で安置されたのは、徳川家いえ康やすの江戸入府と、現在の江戸城築城の折だったが、それ以前、太おお田た道どう灌かんの江戸城のころより、すでにこの地に同様のものが祀られていたという。

　この鎮護の柱に異変が起こったのは、わずか一時間ほどまえだった。

　柱に貼はられた護符が黒ずみ、あるいは白い灰のように文字をなくし、あるいは力なく剥はがれ落おちた。

　年に一度、新たに縒より直される注連縄も、ところどころ紙し垂でも千切れて、まるで数百年も過ぎたように古びて腐くされ、崩くずれる。

　木き肌はだの亀き裂れつが大きくなり、そこから瘴しよう気きが漏れ出す。

　やがて瘴気は、根もとからあふれ、はっきりとわかるほどに毒気を含んだ赤いガスとなって噴ふき出した。

　この瘴気が地下に充じゆう満まんし、やがて地上へとのぼって、外界へ漏れ出していたのだ。

　直上の江戸城大天守から、本丸御ご殿てん、大奥、さらには二の丸、三の丸、外がい廓かくの各省庁までも、風に乗って空気の中に広がっていく。

　化学物質として観測されるものは、その瘴気のごく一部の面に過ぎなかった。

　多くの人は空気を吸い込んで倒れたのではなく、瘴気の「氣」に、自らの「氣」を毒され、侵おかされて動けず、話せず、考えることもできなくなる。

　瘴気は大江戸をじょじょに包み込み、逆に人々の「氣」を吸い込んで、自らのものとして成長していく。

　それが始まったのは、ちょうど忠ただ勝かつたち四天王「剣姫マスターサムライ」が倒れた、そのときと合がつ致ちしていた……。
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「さっきから電力が不安定になってるようだ。間に合うかい、委員長」

　宗むね朗あきらが言う。

　すでに千姫は保育シリンダーの中にあって、溶よう液えきの海に浮うかぶように、一糸まとわぬ裸はだか身をゆらめかせている。

　呼吸器には呼吸用のチューブ。ほかにも多くのチューブやコードが素す肌はだに取り付けられていた。

　長い髪がたゆたい、ときに表情を隠かくす。

　瞳ひとみは起きているときのように開いているのに、瞬まばたきもなく、光もないのは、見る者を不安にさせるに十分だった。

「はい、なんとか……って、む、宗朗くん！　御姫さまを見ないでください！　勝手に見てはいけません！」

　シリンダーを宗朗が見上げていると、半はん蔵ぞうの声が飛んだ。

「ぁ、う、うん」

　あわてて顔を背そむける。

　しかしもちろん、宗朗も心配なのだ。その間にも、

「うっ、また、ですわ」

「キュゥゥ！」

　兼かね続つぐが耳を塞ふさいで顔をしかめる。佐さ助すけはうずくまっていた。

　断続的に襲おそってくる衝撃。

　不快感が徐々にはっきりとした苦痛に変わる。しかも、繰くり返かえすごとに強くなって来ていた。

「頭痛いよ、お兄ちゃん」

「だいじょうぶか、十じゆう兵べ衛え！」

　よろめく十兵衛を支える宗朗。だが、こんな瞬しゆん間かんも、

（委員長は）

　目をやると、半蔵は顔に苦痛の色をのぼらせながらも、一心に操作盤に手を走らせている。

　ときおり顔をしかめ、汗あせをぬぐいながら、決して休むことがない。

　すべては千姫のため、自身のすべてをかけているのだ。

「そうだ。ぼくらはぼくらにできることを今、しなくては」

　ズキズキ、ギリギリと痛む頭と、襲ってくる嘔おう吐と感。全身が押さえつけられ、と思うと引ひき裂さかれるような痛み。

　それらがようやくいったん収まったあと、宗朗は兼続に尋たずねた。

「御城の地下で、変わったところはないか。なにか感じないか探さぐってほしいんだ」

「ぅぅ、ええ？　そうですわね……んん」

　こちらも頭痛からようやく回復した兼続が、壁かべに手を当てて「氣き」を集中させる。やがて、

「……この通路の先には、別の施し設せつがあるようですわ。そこにも多くの機械があるみたいですのよ」

　つぶやく。そのまま「氣」による探査を続けて、

「でもなにか」

「もっと、感じるのかい」

「その先に、妙みような部屋が。いいえ、部屋というよりもっともっと大きくて、そこに……ううん、なにかが邪魔しているように、これ以上無理ですわ！」

　集中が途と切ぎれたのか、兼続が大きく息を吐き出し、天てん井じようを仰あおいだ。

「よくがんばってくれた。どうやら地下にまだ大きな施設があるってことか。それに、謎なぞの場所……。さっきから襲ってくるこの感覚に、関係あるのかもしれない」

「お兄ちゃん」

　十兵衛がいつのまにか宗朗の側に寄り添っていた。

「ここは委員長に任せて、ぼくらは先へ進む。電力が不安定なのも、この苦痛の原因も、ほおっておいていいわけがない」

「行こ！　そこへ。お兄ちゃん。千姫さんを助けるの。十兵衛たちも、絶対なにかできるよ！」

「ウキュッ！　ウキュ！」

　佐助が声を上げた。見ると、いつのまにか「剣姫マスターサムライ」の姿に変わっている。どうやら兼続のように、壁に手を当てて「氣」を通わせていたようだ。

「さっちんが、その変な部屋がわかるって。どこにあるか」

「わかる？　本当か」

　宗朗が言うと、佐助は得意顔で、

「キュゥ！」

　胸を張った。

「さっちん、すごーい！　案内して！」

「よし、行けるぞ！」

　地中に張はり巡らせた木の根から情報を得ることができる佐助は、この場合兼続より正確な場所までも特定できるらしい。

「なーんですの！　土の中ならこのわたくしにおまかせですわ！　木の根っことか、姑こ息そくだっていうんですの！」

「ウキュゥゥゥ！」

　顔をつきあわせて威い嚇かくし合うが、

「キュ」

　ポンッ！　ともとの小こ猿ざるに戻もどる佐助。どうやら変身のリミットで「剣姫マスターサムライ」モードから解除されたらしい。

「ほら、ごらんなさいですわ！　やっぱり頼たよりになるのはこのわたくし、愛の戦士・直なお江え兼続で」

　かさにかかって言いつのる兼続の、

「兼続も、そのくらいにしておこうよ。兼続と佐助、ふたりいればより正確に、地下のどんな場所だってわかるんだ。すごいことだよ」

　肩かたを叩たたくのは宗朗だ。兼続に笑いかける。

「な！　な、なんですの。木の根っこなんて、ないような砂さ漠ばくとか、とことん深い土の中なら、わたくしだけで……わ、わかりましたよ。協力して、探しますわよ！」

　なぜか顔を赤らめ、口を尖とがらせて横を向く兼続。

「はいはーい、ぐっちゃんもさっちんも、仲直りなの。じゃあ、行くよぉ！　しゅっぱぁーつ！」



「幸ゆき村むらさま、お疲つかれにはなりませんか」

　又また兵べ衛えが問いかける。

「わらわならかまわぬ。それより、先を急がねばならぬ」

　そう答える幸村。

　しかしすでに数日間、歩きづめで移動の疲れがそうとうにたまっていた。

　長い移動はもちろん鉄道を使うのだが、それにしても駅からの距きよ離りがある。短い距離でも、一日何カ所も重なればかなりの仕事になる。

「よろしければわたしの肩に」

　ひざまづき、幸村にうながす又兵衛に、

「それには及およばぬ。おぬしを疲れさせるわけにはいかぬでな」

「いえ、わたしは少しも疲れていません。それに、幸村さまを乗せてわたしが歩けば、もっと早く動けますし」

　言われて、ややためらいながらも幸村。

「それほどに言うなら、乗っててやってもよい。言っておくが、わらわは疲れたのではないぞ。休みたいわけでもないが、少々考えごとをしたいからの」

　又兵衛の背中を足がかりに、その肩の上へのぼって身体をあずけた。

　つまりは肩かた車ぐるまだ。

「お気をつけを、幸村さま」

　そう言うと、又兵衛が軽々立ち上がった。

　又兵衛の肩の上、幸村が跨またがっている。おぶうよりこっちのほうが、又兵衛も両手が使える。

　いざというとき、鑓やりを使えなくては幸村を守れない。やはりこっちが正解だ。

「ふむ。やはり見晴らしがいいのぉ。なんだか空気まで違ちがうようじゃ」

「それはよかったです」

「よい考えも浮かんできそうじゃぞ。ふむ、ふむ」

　上じよう機き嫌げんの幸村に、又兵衛も唇をほころばせる。

　歩みまで軽くなるようだ。

「ときに、幸村さま。やはり京へ」

　又兵衛が問いかけると、

「うむ。どうやら行かねばならぬようじゃ」

　一転、幸村の声が厳しさを帯びる。髪かみに刺した短刀を握る幸村の手が力を帯びるのを、又兵衛も感じた。

　幸村が続ける。

「ここ数日、関東一円の寺社を回って調べてみた。正直、これといった決め手はつかめなんだ」

「はい」

「じゃが、それゆえわかったことがある。これは大江戸の、幕府の問題ではない。いや、幕府の問題ではあるが、その根はもっと深く、いにしえの日ひの本もとの歴史にまで繋つながっておるは確実とみた」

「いにしえの、と」

「江戸幕府以前、武家の世よりも昔、平安、奈な良らのころよりももしかすると以前ということじゃ。そのころ関東……坂ばん東どうにはなにがあった？　いや、なにもなかった、と言ってよい。少なくとも、まとまった『国』はなかった」

「しかし京には」

「そうじゃ！　京には王権……大和やまと朝ちよう廷ていがあった。朝廷にとって坂東は遠い異国。もっといえば敵国だったはずじゃ」

「それでは、あの天あま草くさの……」

　又兵衛の考えがそこに至ったのも無理はない。

　かつて幸村はもちろん、宗朗と柳生やぎゆう道場の面々が戦った相手。

　天草の乱として現在、幕府の機密情報に記されている騒そう乱らん。ただし相手は天草四し郎ろうではなかった。

　天草四郎の首を乗せた、本体は阿あ弖て流る爲い。

「蝦え夷ぞ地ちの英えい雄ゆうとされる者が、その存念からこの世に甦よみがえって日の本を崩ほう壊かいさせようとした。むろん、この日の本が火の海になっては幕府は困るからのぉ。なんとしても鎮ちん圧あつに乗り出だしたじゃろうが、おそらく、その場合は桁けた違ちがいの被ひ害がいが出たであろう」

　阿弖流爲との戦いを振ふり返るかのように、幸村が言う。

「しかし、そのために阿弖流爲の首を幕府は東とう照しよう宮ぐうに、封ふう印いんしていたのではないのですか。封ふう魔まのための剣けんとともに」

「うむ、そこじゃ。たしかに幕府は阿弖流爲を恐おそれておった。じゃが、阿弖流爲が仇あだ為なす、その思いに駆られた先はなにか、ということじゃ……ふぅ、ぅ」

　そこまで言うと、急に幸村は大きく息を吸い込み、その口を手で押さえた。

「幸村さま？」

「かまわぬ。わらわはちょっと考えごとをするゆえ、駅についたら起こして……し、報しらせてくれるとよい」

　そう言うと幸村は黙だまり込む。やがて、すぅ、すぅと寝ね息いきが聞こえてきた。

　こく、こくっ、と揺ゆれるさまを又兵衛は感じ取りながら、

「幸村さま……お眠ねむりになったのですね。ずっとお疲れだったのですから、今いっとき、この又兵衛の肩でお休みください」

　鑓を手に、しっかりとした足取りで歩いていく。
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「ここは……どこなんだよ」

　目を醒さました忠勝がいちばん最初に見たのは、見下ろしている康やす政まさと、その目にたまっていまにも落ちそうな涙なみだの塊かたまりだった。

「バッカじゃないの！　いつまで寝ねてるのよ。バカみたいに、忠勝……！」

　ギュッ、と目をつむると、やっぱり大おお粒つぶの涙が玉になって落ちて、忠勝の頬ほおを濡ぬらした。忠勝は康政の膝ひざの上に頭を乗せて、つまり膝枕であおむけになっていたのだ。

「康政、裸なんだよ」

「あんたも裸よ！　バッカじゃないの、自分のことくらいわかりなさいよ」

「えっ」

　言われて気がつく。

　康政はもちろん忠勝も、その身に一糸もまとわない生まれたままの姿だった。気づかないほどに、あたたかくも寒くも、肌はだに触ふれる空気を感じない。

　そういえば重さも、自分が寝ているのか立っているのか、上も下も、わからない。

　太陽や照明といった灯りがないのに、すべてがまんべんなく明るくて、手をかざしても影さえもできない。

　もしかすると時間さえもないのかもしれない、そんな空間にいた。

「しかたないじゃない。わたしたち、死んだのよ」

　新たな声は、

「忠ただ次つぐ、なんだね」

「わたしも、忘れないでほしいでございます」

　それに直なお政まさだ。

　気がつくと忠勝のすぐ側に、ふたり、寄より添そうように立っている。いや、立っているように見えるが、寝そべっているのかもしれない。

「死んだって、なぜあたいたちがみんな、死んだっていうんだよ？」

「そうよ。忠勝はいちばん先に意識がなくなったから、わからないでしょうけど」

「いちばん先に」

「柳生十兵衛の大た刀ちで、大鎧よろいを袈け裟さに斬きられたわ。中の忠勝も致ち命めい傷しようを負ったの。見ていなかったけれど、その感覚は伝わってきたから、たぶん間ま違ちがいないわね」

　と忠次が言う。

「そう、なんだ。負けたんだよ、あたい。一対一の、堂々の勝負に、柳生十兵衛に、負けたんだ」

　放心したように言う忠勝の顔を、康政がかかえるように抱いた。

「あたしも、負けたんだから。あたしも、あのハンマーとドリルのやつに。信じられないんだから。でも、勝てなかった」

「そうね。わたしたち、みんな負けたのよね」

「言いたくないでございますけれど、しかたないでございます」

　忠次、直政も言う。

「じゃあ、やっぱりここはあの世なんだよ？　あたいたちみんな死んであの世に来たんだよ」

「あの世って、天国とか地じ獄ごくとか？　バッカみたい……」

「とくに痛くもないから、天国でございます？」

　口々に言う三人に、

「ここは天国とか地獄とか、あの世なんかじゃないわ」

　忠次が釘くぎを刺す。

「じゃあ、どこなんだよ。あたいたち、どこにいるんだよ」

「おそらくは、生体メモリーの中」

「生体」

「メモリーでございます？」

　忠次が説明する。

「わたしたちの身体は鎧のなかで生物的に死亡が確かく認にんされているわ。忠勝が死んだあと、康政と直政、それにわたしで特とく殊しゆモードを承しよう認にんしたのよ」

「特殊モード、なんだよ？」

「どうせもう助からなかったから、それはいいのよ。特殊モード発動で、わたしたちは鎧の中で死んだ。殺されたのよね。それがわたしたちを保存する唯一の方法だった」

「保存、されたの？」

















「本当のところ、最初から保存されていたの。わたしたちのスペアはいくらでもいる。わたしたちは意識を乗のり換かえるだけ。いつでもバックアップを取って保存しておけば、まえの身体が死んでもかまわない。肉体の死で、バックアップを起動する」

「でも、そんなバックアップ、いつとったのでございます」

「毎日の、培養槽でのメンテナンスのとき」

　忠次が言うと、三人ともに、あ、と声を上げた。

「それなら、わかるんだよ」

「バッカ、じゃない……んだから」

「そ、それでは、わたしたち、また元へ戻れるのでございます？　もとのように、身体に戻って歩いたり、生きて……」

　直政の言葉に、忠次がすぐにはうなずかなかった。

「おそらく。おそらくは、元と同じに戻れると思うわね。でも、いまは。いま、この状態が……」

「そうよ。あたしたち四人がこんなふうにいっしょにいるって、どういうこと？　四人の意識が、繋がってる、の？」

　康政が不思議がる。

　それは忠次の不安にも繋がっていた。

「いったん、別の器うつわに入っているのかしらね。こんなふうに、四人とも」

「忠次にもわからないんだよ？」

「意識が……」

　忠次が発言しかけて、言いよどむ。しばらくして、

「もしかすると、わたしたちの意識はこんなふうに保存されているだけで、もう一度身体に入ることはないのかもしれない」

　苦しそうに吐き出した。

「ええ、どういうことなんだよ」

「まさか、バッカじゃないの。あたしたちじゃなかったら、いったい誰が、どうできるっていうんだから！」

「予備の身体は、ちゃんとあるのでございます？」

　ここへ来て、押し寄せる不安。

　それと呼応するかのように、

「なん、だよ？」

「急に辺りが」

　暗くなり始めた。水がよどむように、視界もぼやけ、滲にじみ始める。

「違う。これはあくまでも、わたしたちの心象風景。こんな世界が実際にあるわけじゃない。だから、この景色が壊こわれたとしても、関係ない、はず……」

「でも、どんどん暗くなって、寒く……ぅぅぅ、身体が、痛い、でございます。息が……苦し、ぃ……！」

　直政だけではなかった。

　忠勝、康政、それに忠次までも、同じように苦しみ、激痛にさいなまれる。

「ぁぁぁああっ！」

「忠勝っ！　離はなれちゃダメ。手を、握にぎって……ぅぅう！」

　嵐あらしに翻ほん弄ろうされる中、かろうじて手を取り合い、抱だき合あう忠勝と康政。

「と、飛ばされるでございま……く、ぅ！」

「つかまっていて。どうせ飛ばされるなら、ふたりとも、いっしょ」

　直政、忠次も、互たがいに求め合うように身体を合わせる。

　しだいに遠のいていく意識の中、忠次が、つぶやいた。

「この世界が、心象風景が壊れて、わたしたちの意識も永遠に失われる。わたしたちは、本当に……死ぬの。死んでしまう、の。特殊モードは、わたしたちを助けるわけではなかった。それなら、なに、を……」

　声も、それを紡つむぎ出す唇くちびるも、かき消されていく。



「……やはり、鎮ちん護ごの柱を取り巻く結界が、壊れている。これでは柱そのものが、この御城が、崩壊しかねません……！」

　霧壺の方の表情が、強こわばる。

　江戸城大天守地下。

　何層かを下っただけなのに、立ちこめる瘴気に身体をむしばまれ、それ以上進めない。下ることができない。

「わたしが、『剣姫マスターサムライ』の身体だったら……こんな『氣』に負けることもなかったでしたのに。く、ぅ……！」

　唇を噛かむ。蒼そう白はくの顔色で、打ち掛けを脱ぬぎ捨すてた。

　これでは最深部の鎮護の間へは降りられない。それでも霧壺の方には行かなければならない場所があった。

「そこだけでも」

　壁に身をもたれさせながら、這はうように進む。

　近代的な地下道へとそれると、瘴気は多少収まった。それでも波状的に押し寄せてくる感覚がある。

　時間がない。

　地下道の奥の奥の行き止まり。

　電子キーと南なん京きん錠じよう、異なる錠じよう前まえで厳重に閉ざされた何重もの扉とびらをようやく開けて、霧壺の方が、その部屋に入る。

「よかった。電力は、通っているようですね」

　もう何年も使われていない、操そう作さ盤ばんに指を走らせる。この部屋自体、作られてからほぼいままで、訪れる人もなかった。

　そんなよどんだ空気が、鼻をつく。

　なんどかまたたいたのち、照明が灯ともった。照明もＬＥＤではなく電球や蛍けい光こう灯とうで、半分以上が切れている。

　薄うす暗ぐらい灯りの中に浮かび上あがる部屋。

　そうとうに広いのだが、不思議なほど天井が低い。

　その天井にも壁にも、多くの配管が剥むき出しのまま取り付けられている。一部は壊れ、落ち、中の溶液をあふれさせ、それも乾かわいてどす黒い染しみを作る。

　床ゆかには乱雑にコードやチューブが散乱し、ところどころ解けそうにないからまりとなっていた。

　そんな中、部屋の中にいくつも佇立する物。

　低い天井に届きそうに、円えん筒とう形けいのシリンダーが置かれている。

　そのシリンダーは、忠勝たちの培養槽とよく似ていた。しかし放置されていたせいだけでなく、古く、くすんでいるようだ。

　数は多い。数十基が、部屋の中を埋めるように並んでいる。

「あの子たちを……あなたたちを死なせはしません。死んでは、ならないのです。なんどでも生き返って、生きて、わたしとともに、この御城を、鎮護の柱を……！」

　霧壺の方の指が、操作盤を動く。

　慣れていないせいか、手順を誤って何度もやり直すことになった。それでも、ようやくたどり着く。

　最終的なロックが外され、起動命令が走る。

　ゥゥゥゥルルルル……。どこか歌うような低い音とともに、シリンダーの中にも灯あかりが点ともった。

　設置されてから数年間、いちども使われることのなかったシステムが目を醒さます。息を大きくつくように、冷れい却きやく装置から風を噴き上げた。

「そこに、いるのですか。忠勝、康政……直政、忠次、わたしの、娘むすめたち。いえわたしの……分身たち！」

　霧壺の方が見つめる中、すべてのシリンダーの中に人ひと影かげが浮かび上がる。

　どれも小こ柄がらな少女の形をしていた。

　眠っていた目ま蓋ぶたが開き、その目がいっせいに見開かれる。

　霧壺の方を、一心に見つめていた。
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　コポ、コポコポコポ……。

　呼吸が細かい泡あわとなって溶液中に立ち上る。

　もとは忠勝の培ばい養よう調整装置とシリンダー。

　その中で、千姫は波間に揺ゆれるように、白い裸身を漂わせていた。

　呼吸器には吸入器とチューブが取り付けられているが、その口元はわずかな笑えみを浮かべている。

　夢を見ていた。

　それはまだ幼いころ、宗朗とこの江え戸ど城じようで過ごした日々の夢……。

　幼い千姫と宗朗。

　兄・慶彦のお側そば衆として近くに侍はべるようになった宗朗。

　なんとなく興味を持った千姫がいろいろとからかって、それに対する生き真面目まじめな宗朗の反応がおかしくて、しだいに慶彦の近従なのか千姫の家来なのかわからないほど、ふたりはいっしょに過ごすようになった。

　そんな、懐なつかしい記き憶おく。

　もしかするとそのころから、淡あわい感情が芽生え始めていたのかもしれない。そう思うと、千姫には特別な思い出だ。

　夢に反応するように、唇に微び笑しようが宿る。

　しかしとつぜん、ゴポッ！　千姫の呼吸器から、大量の泡が吐はき出された。表情も、苦しそうに変わる。

「……ぁ、ぁああ、なに、なんなの？　宗朗……宗朗？」

　夢のなかの景色が一変する。

　江戸城大おお奥おくの庭も、幼い宗朗も、なにより幼い千姫が消えていた。そこにいるのは、

「わた、し……」

　成長した、十六歳さいの千姫だ。

　景色が消えて、空も地面もない、ぼんやりとした空間に浮かんでいる、その姿。

「きゃっ！　なによ、なんなのぉ～！」

　思わず屈かがみ込む。

　身になにもまとっていない。下着さえもない裸なのだ。

　赤面して身体を隠そうとする千姫だが、あたりに誰もおらず、そのうえ、現実とも言い難がたい風景に、

「誰も見てないなら、いっか。いいわよね」

　思い直して、立ち上がる。

　その動作も、立ち上がったのか、身を起こしたのか、膝ひざを伸のばしただけなのか、感覚がつかめない。

　重力を感じないので天地がないせいだ。

「どうなってるのよ。ここ、どこで……そうだ、たしか」

　記憶が甦る。

　以前にもこの光景を見たことがあった。

『……そんな口をきいていられるのもどこまでかしら。いいわね、試ためしてあげる、「お姉さま」』

『そうでございますね。心を強く持てば、「お姉さま」の意識が勝つかもしれないでございます。この機械に』

　シリンダーの中の千姫を見上げていた、忠次、直政の姿。

　幼い少女の外見なのに、どこかずっと老成したような雰ふん囲い気きがある。そんなところも気に入らないのだが、

「あのふたり！　あの機械を操作して、それから急に意識が……ううん、宗朗が大おお奥おくの千の部屋にいて、そうよ、あの前まえ田だ慶けい次じって女も！」

　不意に甦ってくる。

　宗朗の肌の感かん触しよく。暗がりで見た、陰いん影えいの強い身体。

　強い意志がみなぎって硬かたく充じゆう実じつしている。触れると、

「ひゃん！」

　ヤケドしそうなほど熱かったのを思い出して、千姫は自分の指をながめた。カーッ、と顔が赤くなる。顔だけでなく、身体までも。

「な、なによ。なんなの！　あんな……怖こわいぐらいにたくましいなんて、小さいころの宗朗とぜんぜん違うじゃない！」

　そんなことは当たり前なのに、夢に見た幼い宗朗と較くらべてしまう。

　気を取られていた間に、

「あれ、って」

　別の風景が不意に広がった。

　もとより、立つとか横になる、という重力から解き放たれた世界だ。さっき真下に見えたものが、今は同じく並んでいるように見える。

「あいつら！　井い伊い直政、酒さか井い忠次、千をよくも……！」

　千姫を機械洗脳した、そのふたりだ。それだけでなく、

「本ほん多だ忠勝と、たしか榊さかき原ばら康政、も」

　別べつ荘そうでの戦いのあと、忠勝は千姫も見たことがある。が、康政は初めてだった。

　その四人ともが、苦しんでいる。

「なぜ？」

　この空間がなんなのかもわからない。そこにいるように見えて、四天王の四人に手は届かないし声も伝わらない。

　なのに、苦しみもがいている彼かの女じよたちの表情までがはっきりとわかる。

「それに……なに、これ」

　さっきからときおり伝わってくる、不快な波動。

　最初は小さく、やがてはっきりと、身体の中にまで入ってきて臓ぞう腑ふをかき乱すようだ。

「あいつらも、これに苦しんでいるの？　でもなんだか少し違うみたいな……ぇ？」

　不意に、新たな気配を感じたのだ。

　こんな世界で、どこにいるのかもわからない。けれど確実にそこに、

「いる……誰だれ？　まさか、ダルタニアン……!?」

　振り返ったそこにいたのは、こんどこそ見み間ま違ちがいようがない。

　千姫にとっては、兄・慶彦の「剣姫マスターサムライ」ダルタニアンだ。

　少しまえの千姫と同じように、裸ら身しんを磔たつ刑けいのように強ばらせ、波間にたゆとうている。長い髪が揺れるのでそう見えるのだが、目を伏ふせ、一見おだやかに眠っているようだ。しかし、

「なんでニアがここに……お兄さまも、いるの？　この空間は、繋つながっている？　どこから、どうして……！」

　苦しんでいた四天王「剣姫マスターサムライ」たち。

　おだやかな表情と見えて、生気のないダルタニアン。

　千姫が何度問うても答えは出ないまま、不快な律動だけが高まり、何度も何度も押おし寄せる。
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「まったく、ここはほんとうに迷めい路ろみたいだな。いまどっちへ向かっているのか、どんどんわからなくなってくるよ」

　宗朗が言うそばで、

「ウキュ！　キュゥ！」

　小こ猿ざる姿の佐助がさかんに声を上げ、指を差す。十兵衛の肩の上で飛とび跳はねた。

「さすがさっちん！　ちゃんとわかるんだね」

　十兵衛がほめると、まんざらでもない顔で胸を張る小猿。

「ウキュゥ」

「まーた、お猿さるふぜいがいい気になってますわね。『土』の『氣き』を直接感じ取っていけば、木の根っこの助けなんて借りなくとも」

　兼続が例によってまた、文句を言おうとして、

「待って。誰か、来ます……わ」

　全員の歩みを止めさせる。

「わかるのかい兼続」

「ちろにゃん！」

「え!?」

　十兵衛はじっと行く手を注視していた。

　ところどころ消えている照明のせいで薄暗い地下道の先は、暗くら闇やみに等しい。その向こうにいるはずの人影。

「忠勝だっていうのか。でも、忠勝は……」

「ちろにゃん、やっぱり生きてたの！　よかった、ちろにゃんっ！」

　十兵衛が走り出す。

「お待ちなさいですわ！　なにか、おかしいですわよ！」

「ウキュキュゥ！」

　しかしこんどこそ「氣」を感じた兼続と佐助が、警告の声を上げる。宗朗も、

「十兵衛、待つんだ！」

　止めるが、もう十兵衛はその先へ、ひと跳とびに達してしまっていた。

「ちろにゃん！」

　暗がりの中にたたずむ人影。

　特とく徴ちよう的てきな頭の耳みみ飾かざりと、しっぽ。

　その姿は、鎧に搭とう乗じようするスーツを着た忠勝そのものだった。だが、

「なんだかおかしいぞ。十兵衛、気をつけ……！」

　気をつけろ、そう宗朗が言うのも待たず、それが動いた。忠勝の身がいっしゅん沈しずみ込んだ、と見えた次の瞬しゆん間かん、

「えっ!?」

　十兵衛の胸むなもとへ、飛び込んでくる。きらめきから、顔の前に十字にかざした二本の脇わき差ざしが見て取れた。

　あわてて十兵衛も腿ももの刀を抜ぬくが、間に合わない。

　悲鳴を上げる間もないまま、忠勝の脇差で十字に切きり裂さかれる！　その刹せつ那な、

「なぁぁぁあああんですのぉぉぉおおお！」

　割り込んで来たのは兼続だ。それだけでなく、

「きゃぁあああっ！」

　十兵衛が吹ふき飛ぶ。そう見えたのは、

「ぐずぐずしてるからですわ！　あら、ぐずぐず、ぐつぐつ……なんだかうまいこと言った気分ですわぁ！」

　兼続がその大おお鎚づちで、十兵衛を横よこ殴なぐりに払はらったからだ。払った、というよりほとんど叩きつけている。

「ぅぅぅ……痛ったぁぁあ。ひどいよ、ぐつぐっちゃん」

　地下道の床に尻しり餅もちをついた十兵衛が、頭を振る。

　その十兵衛を助け起こす宗朗。

「助かったよ、兼続。だいじょうぶかい、十兵衛」

「ええ。いちおう言っておきますけれど、ああでもしなければ、とうてい間に合いませんでしたの」

　とっさに忠勝から十兵衛を守る術が、唯ゆい一いつそれだけだった、ということだ。体当たりより、大鎚のほうがリーチが長い。

　ただそれも、

「うん。兼続が『氣』を察知してくれたおかげ、だよ」

「わ、わかっているなら、いいんですわ！　わかって、いれば」

　宗朗の笑みに、不意に頬を染める兼続。

　忠勝の存在を真っ先に感じた十兵衛だったが、相手が忠勝ゆえに警けい戒かい心しんを怠った。木の根で「氣」を感じる佐助は、もとより忠勝を感じられない。

　この場合兼続だけが、ぼんやりとだが忠勝の危険性を察知できたのだ。

「ちろにゃん！　どうしたの、十兵衛だよ、ちろにゃん！」

　ようやく立ち上がり、呼びかける十兵衛。

　しかし、忠勝の返事はない。

　十字にかざした脇差のかまえを解かず、いつでも襲おそってくる、そんな「氣」を放っている。

「これは、『殺気』だ。ただの『闘気』じゃない」

　宗朗は言い、思った。

（忠勝はいつでも、ぼくらを殺そうとしている。斬きろうというよりも、殺そう、と）

　十兵衛への攻こう撃げきで明らかなのに、あらためて突つきつけられる事実は重く不気味だ。

「けど、ほんとにあの忠勝ですの？　なんだかちょっと違うような」

「ウキュゥ」

　兼続に、佐助も同意の声を上げる。

　十兵衛を加えて、忠勝と康政と、四人と一匹ぴきで大おお江え戸ど観光をしたのは、つい数日まえのこと。

「ちろにゃん、ちろにゃんだよね！　返事して、ちろにゃん……ぁ」

　忠勝の背後にもうひとり、現われる人影。

　やはり鎧よろい搭とう乗じようスーツを着込んだ、

「バラバラさん！」

「それじゃ誰だかわかりませんわ！　うーっ……」

　頭を押さえる兼続。

　もちろん、人影は榊原康政だ。

　こちらもまったく妥だ協きようの余地のない目で、まっすぐに十兵衛たちを見つめている。手にしているのは、重そうな鉄球のついたメイス。

「話のわかる相手じゃなさそうだ。十兵衛、ここはいったん退いて……」

「ウキュ！　キュッ！」

　佐助が飛び跳ねる。背後を指さす。

「まさか、こっちにもなのか!?」

　振り返かえると、そこにもふたつの人影。

「はぁ、井伊直政に、酒井忠次ですわね。妙みようなあだ名がついてないから、拍ひよう子し抜ぬけすることもありませんわ」

　だがさっそく十兵衛が、

「ただつぐさんは、ぐつぐつさん？」

「違ーう、ですわ！　ぐつぐつさんはわたくしだけで……そ、そんなことはどうでもいいですわ！　まったく、闘気がないから感じるのが遅おそくなったですけど、もうそんなことはないみたいですわね」

　兼続の言うとおり、背後を塞ふさいだ直政と忠次からも、みるみる闘気、殺気があふれるように放射されて来る。

　直政は、半月の形の刃やいばを持つ武器を両手に、忠次はトゲがびっしりついた大きな棒を握っている。

　どちらも、自身が乗る鎧の武器に近い。

「これは、あっさり帰してももらえないようだな」

　宗朗が抜ばつ刀とうする。

　狭せまい地下道ゆえ、大刀ではなく脇差だ。

「ちろにゃん！　バラバラさんもぐつぐつさんも、やめて！　十兵衛たちを通して！」

「ぐつぐつさん言うな！　ですわ、まったく、話してわかる相手じゃないことくらい、もうわかりませんの？」

　兼続が前へ進み出る。ドリル状の大鎚をかまえた。

「兼続の言うとおりだ。ここは突とつ破ぱするしかない。少々強ごう引いんでも、だ」

「ウキュゥ！」

　宗朗が目で合図する。

　突破方向はもちろん、忠勝・康政のほうへだ。その先の、不快な周波の発信源へたどり着かなくてはならない。

「そのとおりですわ。話したくても口が利きけないなら、利けるようにしてから話をすればいいんですわぁああ！」








参◆人の造りし「剣姫」
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「来るぞっ、小こ十じゆう郎ろう！」

「はい、政まさ宗むねさま！」

　銃じゆう声せいの直後、政宗は空間に手刀を放った。すかさず小十郎がノズルから酸素を噴ふん射しやする。銃声のしたほうに向かって、炎ほのおの壁かべを作る。

　だがその壁を超こえて、

「うぅっ！」

　弾だん丸がんが着ちやく弾だんする。間かん一いつ髪ぱつ、政宗は脚あしを振ふり上げ、靴くつ底ぞこで銃弾を逸そらした。

　メイドコスのために、政宗はハイヒールを履はいていた。ふだんより高めのヒールを粉ふん砕さいして、銃弾は床に落ちる。

　ジュッ！　灼やけるような音と煙けむりのあと、消しよう滅めつする弾丸。

「だいじょうぶですか、政宗さま！」

「ああ。見てたか小十郎」

　政宗が言う。靴底まで穴の空いたハイヒールを脱ぎ、もう片方も取り去る。ハイソックスも脱いで裸足はだしになった。ソックスが床ですべるせいだ。

「炎の壁を上から迂う回かいするような湾わん曲きよく軌き道どうでした。かなり自在に弾たまは曲げられるみたいです」

　小十郎の言葉に、

「思った以上に厄やつ介かいだな。どこから撃うってくるのか、おおよその方向しかわからねえ上に、九十度くらいも弾を曲げてきやがる」

「炎で燃やせるとしても、全部は無理です。それに」

「防戦で能力や酸素を使い果たしちまったら、いつまでたってもこっちが攻撃の主導権を取れねえ」

　床に完全に伏せながら、言い合うふたり。

　いまの状じよう況きようでは、わずかに頭を上げるなどするだけで危険だ。

「しかし、どこから見てやがる」

　政宗がつぶやいた。

「『氣』の力で、レーダーのように空間を走査できるのかもしれません」

「俺おれもそうかと思ったが、サムライの能力はそうそう便利じゃねえ。俺の炎だって、もっともっと大きく、一度に長く出せれば無敵だがな。そうじゃねえから小十郎、おまえの世話になってる」

「世話だなんて。でも政宗さまの言うとおりかもしれません」

「おっ、と！」

　パンッ！　パッ！　発射音がして、政宗の身体のすぐ近くに、もう一発は小十郎の髪かみをかすめてやはり至近弾となる。

「ひゃっ！」

「どうやら待っててはくれないようだぜ。走るか、小十郎」

　政宗が言う。ニヤッ、と笑った。

「でも、やみくもに走っても……いえ、待ってください」

　そう言うと小十郎もまた、靴くつとソックスを脱ぎ始めた。政宗と違ちがって、べた靴のローファーだ。

「おまえまで裸足で、どうするんだ小十郎」

「政宗さまを見ていたら気持ちよさそうだったので。いえ、じつは……」

　政宗に耳打ちする小十郎。

「ははぁ。なるほどな。さすが俺の小十郎だぜ」

「政宗さまの言葉がヒントになりました」

　笑い合う主従。そして、

「よし、出る！」

「はい！」

　いっせいに膝を立て、その姿勢からダッシュするふたり。一種のクラウチングスタートだ。

　しかしふたりの方向は同じではなかった。むしろ正反対に走る。ジグザグにも走りながら、

「ほらほらほらよ！　どうだ！」

　政宗が声を上げる。そこへ一発、また一発、弾丸がかすめた。しかし、

「……！」

　息をのむ、そんな気配がいっしゅん伝わる。

「こっちもです！」

　小十郎も叫さけんだ。

　ふたりが走った道に沿って、シリンダーのカバーが次々開いていく。

　円筒形のカバーが開くと、透とう明めいの容器が剥き出だしになる。

　その中には、

「へっ、どれも同じ歳くらいの女子か。こいつはやっぱり、だぜ」

　中等部から高等部といったふうの、十代とおぼしき少女たちの裸身が次々浮うかび上がる。

　その頭部は、どれもほぼすっぽりと機械に覆おおわれ、そこから多くのコード、チューブが伸びていた。

「そらそら、もっと行くぜ！」

　政宗はまだ走るのをゆるめない。そしてその脚は、器用に装置の操作盤を蹴けっていた。目的はシリンダーのカバーを上げるスイッチだ。

　政宗に習って小十郎も裸足になったのは、このためだったのだ。

　ガシャッ、ン！　ガラスの砕くだけ散ちる音が響ひびいた。

　弾丸の一発が、シリンダーに当たったためだ。中から溶よう液えきが噴ふき出し、支えを失った身体がこぼれ出る。

　床に広がる溶液と、少女の裸身。

　走る政宗と小十郎に、弾丸の狙ねらいが定まらないのか、さらにいくつかシリンダーが割れる。

「いいのか、壊しちまってよ！　おまえの『将』に叱しかられるぜ！　いや、それともただの雇やとい主ぬしだってのかもなぁ！」

「政宗さま！」

　対面から小十郎が近づいてきた。

　政宗は走りながら巧たくみに経路を変え、こんどは小十郎との接近を計っていたのだ。

「よしっ、やるぞ小十郎！」

「はい！」

　政宗が大きく跳ぶ。助走はたっぷりだから、まだ閉ったままのシリンダーの上にまで達する。そのうえで、

「ぉおおおっ！」

　さらに上へ。こんどはカバーが開いたシリンダー上に跳び上がる。

　シリンダーのカバーは上へスライドする方式だから、単純に高さが倍になっている。閉まったシリンダーを踏ふみ台だいに、倍の高さまで上がり、さらにカバーの上を跳んで、

「そこかぁ！」

　ほぼ、地下ドームの天てん井じよう近くまで跳ちよう躍やくした政宗が見たもの。

　それは、天井から何本ものロープでつり下がった人影だった。

　全身を漆しつ黒こくのコスチュームで覆い、逆さまに身を固定している。長い髪が逆さまに垂たれ下がり、身体付きからも女子であることがわかる。

　その手に短たん銃じゆうが握られていることで、銃じゆう撃げきがすべて、この女から発していることはわかった。

　しかし異様なのは、

「仮面!?」

　その顔を仮面が覆っている。表情はもちろん、誰なのかもわからない。しかし、

「政宗さま！」

　すでに小十郎も、同じようにして上がってきていた。この機会を逃のがす手はない。

「おう！」

　政宗は手刀を放つ。

　指先から炎が噴き上がり、それを小十郎がかまえたノズルから噴射する酸素でいっきに拡大する。

　仮面の女を襲った。

「！」

　だが予想しないことが起こる。

　女は身体を固定しているロープをただちに解除すると、そのまま落下した。

「なん、だと！」

　弾丸が有視界で飛んでくる以上、どこかから見ているはず。いちばんは、天井に張り付いていることだ。最高の狙そ撃げきポジションとなる。

　政宗はそう考えて、なんとか天井近くまで上がる術をさぐった。

　小十郎は、走りながらシリンダーの覆いをいくつも上げることで、狙撃から死角を作った。さらに足場まで。

　何発も撃たせることで発射位置を絞しぼり、ふたり同時の跳躍でいっきに火か炎えんを浴びせる。

　そこまでは政宗・小十郎の思おも惑わくどおりだったのだが。

　ガンッ！　至近距きよ離りからの銃声がやけに大きく耳に響く。

　落ちながら女が短銃を撃ったのだ。

　これに対して政宗たちは、

「まずい、ぞ！」

「政宗さま、お逃にげください！」

　跳躍の最高点を過ぎている。ふたりは離はなれて落ちつつあった。これでは炎と酸素噴射の連れん携けいもできない。

　それに空中では、自在に進行方向のベクトルを変えることもできない。せいぜい姿勢を変えるだけ。

　つまり絶好の攻撃チャンスから一転、ふたりはいい的まとになってしまっていた。

「ぅぉおおお！」

　政宗は手刀から炎を放った。

　が、弱い。

　散さん漫まんな炎がいっしゅん燃え広がるばかりで、指向性もなければ激しさもない。これでは銃弾は消せない。

「やっぱり小十郎がいないと俺はダメみたいだな。だが、俺のほうに弾が飛んできてよかったぜ。かわいい小十郎をケガさせるわけにはいかねぇ、から……な！」

　もう弾丸は政宗の胸もとにまで迫せまっている。

　姿勢を変えるのも限界だ。政宗は両りよう腕うでで胸と顔をかばいながら、おとずれる衝しよう撃げきを待った。

　痛みで引ひき裂かれるのを覚かく悟ごする。

「政宗さまぁあああ！　ぅぅぅううう！」

　小十郎が叫びとともにノズルから大量のガスを放った。

　しかしふたりの間はあまりにも開いている。政宗の炎を、小十郎の酸素が拡大、火炎放射にする術はない。

　が、それは起こった。

「……ぅうっ！」

　うめいたのは女だった。

　小十郎のガスを浴びたのだ。

　小十郎が狙ったのは政宗の炎ではなく、仮面の女だった。

　位置関係で、小十郎は女に近い。いっきにガスを浴びせていく。それもさっきまでの酸素ではなく、

「二酸化炭素です。純じゆん粋すいな二酸化炭素を大量に吸ったら、猛もう毒どくですよ！」

　小十郎の意図は当たった。

　大量の二酸化炭素を浴びた女が、苦しさからもがく。仮面に手をかけ、自らはぎ取るほどだ。

　そしてそれが、最後の瞬間に効果をあらわした。

「おお、ぅ！」

　政宗の胸に、いままさに突き刺ささろうとしていた弾丸が、わずかに逸れた。

　弾丸は政宗の腕うでをかすめ、飛び去る。やがて消えた。

　致ち命めい傷しようを覚悟していた政宗は、

「でかしたぞっ、小十郎！」

　姿勢を立て直し、シリンダーの上に降り立った。

「ご無事で、政宗さま！」

　小十郎も別のシリンダー上に着地する。

「それにしても、とっさによくやれたな。たいしたもんだぜ」

　メイド服の袖そでを千切ると、素す早ばやく負傷した腕を縛しばる政宗。

「はい。撃ったあとの弾丸を操あやつることができる、ということは、操っている本人の精神を乱せば『氣』が乱れるはずです」

「さすが小十郎だ。まったく、なんど惚ほれ直させるつもりだ俺を」

　政宗が感心する。

　政宗への加勢が間に合わないとさとった小十郎は、とっさに攻撃を仮面の女に変えた。着弾の直前の「氣」を乱すことで弾丸の軌き道どうを変えたのだ。

「さぁて、おまえの正体だ。しゃべってもらうぞ、この大げさな施し設せつがなんのためか、ってこともな」

　政宗は女の背後へ素早く回り込む。

　一時的に二酸化炭素を大量に吸い込んだことで、まだ苦しさから回復できていない女の腕をつかんでひねりあげた。

　ガチャ。短銃がその手から落ちる。

　勝負あった。

　政宗は女を立たせ、その顔をさらす。正面の小十郎が、女と相対した。小十郎の表情に驚おどろきが浮かぶ。

「政宗さま、その、人……！」

　長い髪が一方に乱れてしまったせいで露ろ出しゆつする、焼けた顔の半分。深い傷あとまでがあった。

「おまえ、その顔」

　政宗も気づく。女は顔を振って髪を下ろす。ヤケド跡あとを隠かくして、

「そろそろ名前を覚えてもらってもいいだろう」

「ぅ、ん？」

　女が笑う。政宗を見上げながら、

「由ゆ比い正しよう雪せつ。私の名は、由比正雪。慶よし彦ひこさまの『剣姫マスターサムライ』……！」

　言った。

「なん、だって。生徒会長、の」

「……『剣姫マスターサムライ』」

　政宗と小十郎がいっしゅん言葉を失う。

　いまになって、何基か壊こわれたシリンダーからあふれた溶液の甘あまい匂においが、不思議なほどに香かおってきた。



　　　　　２



「ニア、ニア！　ここにいるの？　目を醒さまして。この世界は……」

　千せん姫ひめがけんめいに呼びかける。

　けれどダルタニアンは睫毛まつげ一本も動かすことはなかった。

　触ふれようと伸ばした手は、空くうをつかむ。ダルタニアンの身体を透とう過かして、どこまでも感触がない。

「どうして……。あなたがここにいるということは、あなたも」

















　まったく表情は動かないものの、ダルタニアンの胸はごくわずかに隆りゆう起きしては沈むのを繰くり返している。

　肌はだにも張りがあるし、生きて呼吸しているのだ。

　千姫は思う。

「千がここにこうしているのは、きっと意識だけが覚かく醒せいしてる……身体に意識が戻もどっていないからね。どうすれば……」

　もとの身体に戻れるのだろう。目が醒めるのか。

　そしてこの空間にダルタニアンがいる。

　千姫は、四し天てん王のうの直なお政まさ、忠ただ次つぐによって自身がシリンダーに封ふう印いんされたことを知っている。そこまでの記き憶おくがある。

　ならば、ダルタニアンも。

「千と同じようにあの機械に入れられて、意識を失っているの？」

　封印されても意識のレベルで覚醒している千姫に対して、ダルタニアンは意識も完全に閉ざされているように見える。

「誰が、なんのためにニアをこんな目に……お兄さま、まさか」

　ダルタニアンから連想されるのは慶彦だ。

　そしてダルタニアンをこんなふうに封印する「敵」がいるとは思えない。ダルタニアンが誰かに負かされることも。

「やっぱりお兄さまが……う、ううん！　なんでお兄さまがそんなこと。ダルタニアンはお兄さまのたったひとりの『剣姫マスターサムライ』なんだから。たったひとり……」

　なぜかそこが引っかかった。

　たったひとりの「剣姫マスターサムライ」だから大事に扱あつかうはず。

　本当にそうだろうか。

　あの慶彦が、そんなふうに考えるか。そんな、ありていな発想を。

「わかんない。わかんないわよ、そんなの！　それより、自分のこと、千がここから出ることを考えるべきよね。思い出すのよ。あのふたり、直政と忠次に、機械に閉じこめられて、そこから……」

　それからは、切れ切れの記憶しかない。

　強制的に夢を見せられているような、その夢の中であがき、もがいているような、そんな焦あせりにも似た感情ばかりがよみがえってくる。

　けれどそんな中にも、

「宗むね朗あきらが」

　ときに強きよう烈れつに込み上げてくる、宗朗の存在感。

　最初の、大おお奥おくの縁えんで対たい峙じしたとき、江え戸ど城じようの庭での対決、そしてまた大奥の、千姫の部屋での夜。

　思い出すと、身体が熱くなる。鼓こ動どうが早くなるのを止められない。

「な、なによ！　なんにもなかったじゃない。あのときだって、寝ねているだけで、千が全部……」

　口を尖とがらせながら千姫は、自分が汗あせばんでいるのに気づいた。

　肌が火ほ照てって、しっとりと汗を浮かばせている。

「やだ。なんで……ぇ」

　不意に気づく。

　この世界は風もなければ音も、時間も天地を定める重力さえもない。それくらい、意識だけの空間だ。

　温度などもだから感じることがない。暑いも寒いもなく、それすら意識にのぼることがない。

　なのにいま、千姫は汗をかいている。

　身体を、身体性を取とり戻しつつ、ある。

「宗朗が千を……」

　そのとき急に、沸わき上あがるように襲ってきた感覚。

　むらくものように、地平線から立ち上ってくる。上下もない、近いも遠いもない空間で、こっちへ向かってくるように「氣」を強めている。

「なんなの、あれは」

　実体は感じられない。

　なのに圧あつ倒とう的てきな存在の圧力がある。

　それもどんどん増えて、空間を覆い尽つくすようだ。

「まさか、あの四人が」

　四天王が鎧よろいの力で「氣」を増しているのかもしれない。

　だが千姫が探しても、忠ただ勝かつたちの姿は見えない。「氣」ももはや感じられなかった。

　もっと集中すれば、どこかに四天王たちを見つけることができるのかもしれない。けれどいまは、未知の「氣」が大きすぎてとうてい探すことはできない。

　そうするうちに、さらに高まる謎なぞの「氣」。

　だが千姫は、奇き妙みようなことに気がつく。

「ダルタニアン？　いえ、そんなわけない。ニアはここに」

　千姫が振り返る。ダルタニアンは、かわらずそこにいた。

　同じく裸ら身しんを凍こおり付つかせて。それもまた、ダルタニアンの「氣」が見せる形なのはわかっている。

「じゃあ、なんなの？　向こうから迫ってくる『氣』の塊かたまりに、ダルタニアンの気配……匂いがしたような気が」

　ありえない、と思う。

　そこにダルタニアンがいるのに別の場所から、それも大量に湧わき出すごとく、押おし寄よせてくるなど。

「どうなってるのよ。ううん、そんなことよりここから……でも、まさかあれが、あの『氣』が、御お城しろに」

　ふと、そんな気がした。

　根こん拠きよはなくとも、千姫は震ふるえる思いがした。いつのまにか、汗ばむ熱さから身体がすっかり冷えている。

「こんどはなんなの……ニア、あなたも……ぇ？」

　ふと振り返って見た、ダルタニアンの顔。千姫は驚く。

　その閉じられた瞳ひとみにいつのまにか涙なみだが湛たたえられて、ひと筋、こぼれ落ちたことを。
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「とぅぁぁああああ！」

「ぁ、待て、兼かね続つぐ！」

　宗朗の制止もきかず、兼続がドリル大鎚をかまえて前へ出る。と思うと、いっきに振り抜いた。

　ドォッ！　あたりを揺ゆるがす轟ごう音おんと振しん動どうが起こる。まるで地じ震しんと地割れが同時に来たようだ。

　しかし巨きよ大だいな得物は予備動作が大きく、四天王「剣姫マスターサムライ」たちに簡単に見切られてしまう。

　忠勝、康やす政まさは軽い身のこなしで大鎚をかわすと、反対に兼続に向かって逆ぎやく襲しゆうする。忠勝の脇差、康政のメイスにつけられた鉄球が、兼続を襲った。

「危ない！」

　宗朗の言葉に呼応するように、飛び出したのは、

「ぐっちゃん！」

　十じゆう兵べ衛えだった。

　さやごと抜ぬいた大た刀ちを短く持って、忠勝の脇差を受け止める。

「……」

　だがこれも、忠勝は片手の脇差で受け、もう片手のほうで斬きりつけて来る。そのうえ、康政のメイスが来る。

「ウキューッ！」

　とっさに佐さ助すけが、康政のふところに飛び込みざま「剣姫マスターサムライ」姿になって、胸むなもとへ蹴りを放っていた。

「いまのうちに下がるんだ！」

「い、言われなくても、ですわ！」

　だが後ろには直政、忠次がいる。

　十兵衛はまだ、忠勝らと戦えない。彼かの女じよたちの刀を受けることはできても、攻撃できない。

「ちろにゃん、聞いてよ！　刀をしまって！」

「ダメだ十兵衛！　いまは戦いに集中するんだ」

「でも」

　宗朗が十兵衛に叫ぶ。そのとき、不意に、

『柳生やぎゆう十兵衛……』

　声が響いた。

　思わず宗朗たちの動きも止まる。

「誰だれ、だ」

　声の主を探したが、それは忠勝たちしかいない。

　しかしにわかには信じられない。忠勝の声とは似ても似つかない、低くくぐもった、男のような声だからだ。

「ちろにゃん？」

　驚く十兵衛。その前で、こんどははっきりと、忠勝が口を開き、声を発する。

『最強の、「剣姫マスターサムライ」、とは、おまえ、か』

　どう見ても、聞いても、忠勝の声ではない。

「これは、なんだ」

　宗朗も当とう惑わくする。

「忠勝ではありませんわ。でも忠勝がしゃべってるようにしか見えないし、どうなってるんですの？」

「どうしちゃったの、ちろにゃん。十兵衛だよ、いっしょに遊んだ、ぐちゅぐちゅさんもいるよ」

「ぐちゅぐちゅ違う！　って、こんなの完全に忠勝や康政ではありませんわ。わたくしたちが倒たおしたのにピンピンしてるのも変過ぎますわよ！」

「表情もないし、洗脳されているのか。洗脳……っていう言い方が正しいのか、わからないけど」

　と宗朗。

「ウキュゥ」

　佐助も、目の前の忠勝たちに首を傾かしげていた。佐助もまた、十兵衛たちといっしょに忠勝らと遊んだ経けい緯いがある。

『なるほど、そこな二人……三人も「剣姫マスターサムライ」であったか。十兵衛と合わせ、三人もの「剣姫マスターサムライ」を従える、おまえが「将」とは、な』

　こんど口を開いたのは康政だ。

　しかし忠勝と同じく表情はなく、一度の瞬まばたきもしない。そして声も、しゃべりかたもまったく同じだ。

『徳とく川がわの世は、ここまで堕おちたようだ』

　背後からの声。

　そこにいるのは直政と忠次だ。だが声は忠勝、康政と同じ。

「四人とも同じですわ。ほんとは四人じゃなくて、ひとりですの？　四人とも誰かに操られて……」

『徳川将軍はどうした。鎮ちん護ごの柱がゆらいでいるぞ』

　忠次の言葉が、宗朗の動どう揺ようを誘さそう。

「鎮護の柱、だって!?　徳川将軍が、いったい」

　いっときは叛はん逆ぎやく者ともとられかねない行動で、いまも微び妙みようではあるが宗朗は幕臣といってもいい立場。

　千姫を取り戻すため四天王「剣姫マスターサムライ」たちとは戦ったが、幕府を崩ほう壊かいさせたり、将軍に害を及およぼそうという気はなかった。

　そんなところが違いとなって、幸ゆき村むらたちが道場を出て行く原因ともなった。

　しかし宗朗ならずとも、大おお江え戸どの壊かい滅めつや、まして大日本の崩壊を望むわけがない。守るため戦った、それが「天あま草くさの変」だったはず。

　それを再び、

「壊そうとしているのか。公く方ぼうさまも幕府も、この国も。みんなが命がけで守った、この世界を！　鎮護の柱とはなんだ。それがおまえたちの狙いなのか！」

　宗朗の感情が高まる。

　それをせせら笑うように、

『なにも知らぬとは。それでも「将」か。徳川の犬ではないのか』

『吠ほえろ吠えろ。われらに手出しはできぬ』

『鎮護の柱も、この城も、もはやわれらの手の内。あと少しあと少し』

『城もろとも大江戸も、京までも焼き尽くしてくれようぞ』

　四天王が次々と、言葉を発する。

　どれも同じく、地の底から沸き上がってくるような野太い声。しかし男とも女ともつかない。

　それでいて、そこには多くの、無数の存在すら感じられる。

「なんですの。なにを言ってるのかまったくわかりませんわ！　でもわかることがひとつだけありますの。それは、とにかくそこをどけ！　ですわ！　うざったいんですわぁあああ！」

　業ごうを煮にやして飛び出す兼続。
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「知りたいことは、ブッ倒してから問いただせばいいんですわ。死なない程度にやっつけて！」

　ブンッ、ブンッ！　大おお鎚づちがうなりを上げる。

　短いストロークで振り回まわし、前のふたりを蹴け散ちらす兼続だが、

『ぶかっこうな武器だ』

『不細工だな』

　忠勝、康政に口々に言われる。

　どちらも本当の忠勝、康政ではないものの、

「なんですのぉ！　ぶかっこうだの不細工だの、オバケに言われる筋合い、ございませんわぁあ！」

　怒いかりとともに兼続が大鎚を、ビュンッ！　大おお振ぶりすると、忠勝たちは難なく避よけてふところへ迫る。

『うるさいハエだ』

『先につぶしておくか』

　脇わき差ざしと半月刀が迫る。あわてて大鎚を戻そうとしても、

「きゃぁっ！」

　間に合わない。

「兼続！」

「ぐつぐっちゃん！」

　加勢に入ろうにも、宗朗、十兵衛は、背後から来る直政、忠次への備えで手て一いつ杯ぱいだ。ところが、

「キュゥゥッ！」

　身を投げ出して忠勝の脇差を大きな爪つめで食い止めたのは佐助だった。康政の半月刀も、その峰みねを蹴り上げる。

「お猿さるさん！」

　すんでで体勢を立て直す兼続。逆に佐助は、

『こんどは猿か』

『猿すら「剣姫マスターサムライ」だと。ありえぬにもほどがある』

　忠勝が脇差を返す。半月刀も佐助を狙う。

　とっさに乱入するなら有利だが、こうしてふたりに狙われては逃れようがない。そのうえ忠勝の脇差は二本。

「キュ！」

　一本を両手で止めても、もう一本が来る。まして康政の背せ丈たけほどもある半月刀までが横よこ殴なぐりに襲おそう。

「さっちん！」

　十兵衛がとっさに剣けんを投げようとした。

　が、それよりわずかに早く、ポンッ！　風船のように佐助の身体が爆ばく発はつした。と見えた次の瞬しゆん間かんには、

「ゥキュキュ！」

　もとの小こ猿ざるに戻っていた。その小ささで、忠勝たちの刀をすり抜ける。

　もともと佐助は、三分ほどしか「剣姫マスターサムライ」の姿でいられない。ちょうど変身が解ける時間だったのが幸いした。

「すごいよ、さっちん！」

　肩かたの上へ戻ってきた佐助を十兵衛がほめる。笑いかけると、

「ウキャ！」

　佐助もよろこんで飛とび跳はねた。

「ま、まあ、礼を言っておきますわ。お猿さんに助けられたとあっては、それ以上にがんばらないと、しまりませんわね！」

　兼続は、改めてドリル大鎚を振ふりかぶる。

　前をふさぐ忠勝、康政に、またも向かっていこうとするから、

「ダメだ兼続、ここはいったん退くんだ。また同じことに……！」

　だが兼続は宗朗の言葉も聞かず、

「逃げる？　わたくしの辞書に、そんな言葉ありませんわ！　前進あるのみ。強行突とつ破ぱですわぁああ！」

　何度目かの突とつ進しん。大鎚をこんどこそ忠勝たちへ叩たたきつけるか、と見えた。

「ぐっちゃん、なにか考えたの？　かな」

「そうか。兼続だってバカじゃない。もっと大鎚をコンパクトに扱うことで、忠勝に対応するのかもしれないぞ」

　大鎚は面への打だ撃げき武器だ。

　その一撃は絶大だが、人のような個別の目標には少々対応しにくい。逆にいえば、ひとりひとりを相手にするには威い力りよくが大きすぎる。

　新たな大鎚の攻こう撃げき方法を兼続が見せる、と思いきや、

「とおりゃぁあああっ！　ですわぁぁあああっ!!」

　思い切りの大振り。これまで以上のパワー勝負だ。

「あ～、ぐっちゃん」

「まずい、またふところに入られたら！」

「ウキュ！」

　ふたたび窮きゆう地ちに陥おちいる、と思われた兼続が、

「なんども同じ失敗は、しませんのよぉおおっ！」

　ドォオオッ!!　「剣姫マスターサムライ」の力で思い切り叩きつけられた大鎚の轟音と振動で、地下道が震える。揺らぐ。

「ぅわぁあ！」

「きゃああっ！」

　巻き起こる爆ばく風ふう。吹ふき飛ばされる破は片へん。しかし、

『しょせんは大味、不細工な武器で我らが』

『倒せるなどと思うてか』

　忠勝たちには簡単に避けられていた。

　衝しよう撃げき波はにも似た、あまりの圧力にふところへ飛び込むまでは至らなかったものの、忠勝たちは無傷で大鎚を避けている。

　やはり失敗か、と思われたとき、

「これでいいのですわ。これでコンプリート、ですのよ！」

　笑う兼続。同時に、

「なんだ……おぉ!?」

　宗朗も驚く。兼続が叩きつけた地下道の床ゆかから亀き裂れつが走ると、壁かべ、天井までも伸のびていく。

　さっきよりも増して大きな、地震にも似た揺れとともに、地下道の壁が崩ほう落らくした。

『ぬぅ！』

『崩くずれる……！』

　頭上のコンクリートが崩れ落おちるのに忠勝たちが気づいたときには、すでに逃げ場ばはなかった。

「忠勝！」

「ちろにゃん！　バラバラさん！」

　宗朗と十兵衛が叫さけぶ。

　背後はすでに瓦が礫れきで塞ふさがれつつある。わずかに前方、つまり十兵衛たちのほうへ跳とべば、まだ逃れる機会はあった。

　しかし、

『たかがこれだけの身体……どれほどのものでもない』

『代わりはいくらでも、あ、る……』

　押しつぶされていく。忠勝と康政、小さな身体がたちまちコンクリート片へんの中に見えなくなった。

「ちろ、にゃん！」

　もうもうとした土つち埃ぼこりがおさまったあと、十兵衛が駆かけ寄った。背後を遮しや断だんしていた直政、忠次の姿はすでにない。

「どう、なってるんだ」

「ちろにゃん……バラバラさんっ！」

　瓦礫をけんめいに除よけて、ようやく十兵衛が忠勝を探し当てた。

　かろうじてできた小さな空くう洞どうのおかげで、頭や顔は無事だ。康政のほうは埋うまりきって影かげも形もない。

「ちろにゃ、ん。待って、いま」

　胸にのしかかっている瓦礫を持ち上げようとする十兵衛に、

「よせ、十兵衛。忠勝はもう」

　宗朗が首を振る。

　誰が見ても、忠勝の首から下は瓦礫に押しつぶされていた。

「でも、ちろにゃんが」

　涙を浮うかべる十兵衛。だが忠勝の目が開いた。
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『これしきのことでこの身体はもう動かぬ。身体などあってなきがごときもの不便で不自由で無む駄だで』

「ちろにゃん！」

「話せるのか!?」

『いずれ滅めつするすべてが朽くちるなんでもないこともとへ戻るだけ離れてもとへと新たな器へと』

「ちろにゃん、しゃべったらダメだよ！」

　すでに忠勝の顔は土埃にまみれ、瓦礫で傷ついている。

　口を開くたびに血があふれ出る。それも赤黒い血で、肺がすでに潰つぶれているのを物語っていた。

「十兵衛、これは忠勝じゃない。忠勝と顔は同じでも、違ちがうってわかるだろう」

　宗朗は言うが、

「ちろにゃんだもん。きっとちろにゃんが、どこかに」

　違うとわかっていても、可能性を捨てきれない。宗朗でさえ心の底では、もしや、と思う気持ちがある。

　十兵衛ならなおのことだ。

「それより教えてくれ。鎮護の柱とはなんだ。それはこの城にあるのか。なんのために。いまその柱が揺らいでいるとしたら」

『もももはや遅おそしすでに鎮護の柱は傷つき倒れるわれらの蘇よみがえりしときが来たこの城を焼き大江戸を灰にし日の本を燃やし尽くすわれらの』

　もともと抑よく揚ようのない低い声が、さらに聞き取りにくくなる。

　何人かがいっせいに話している、その声が途と切ぎれない、そんなふうだ。

「さっきから何度も襲ってくる痛みや不快感。それが鎮護の柱に関係しているのは間ま違ちがいない。どうやったら……」

「なにか、出てきましたわ！」

　兼続が叫ぶ。

　崩れた瓦礫の間、あるいは天てん井じよう、あるいは大きく空いた床の穴から、ゆらり、青白い炎ほのおが立ち上る。

「人ひと魂だま……じゃ、ない、いやぁあ！」

「ウキキ！」

　炎はまるで泳ぐようにゆらゆらと飛ぶと、突如、向かってくる。十兵衛、佐助がすんでのところで身をかわすが、

「ぁっ」

　かすっただけで袖そで口ぐちが溶とけたように爛ただれ落ちていた。

「人魂に触れるな！　防ぐんだ！」

「防ぐといってもどうやってですの？　相手は人ではなくて、火の玉みたいなものですのよ！」

　兼続が大鎚をかまえて言う。十兵衛、佐助ももう、防戦のため刀をかまえていた。

『来来来たか来るもっと無数の魂たましいが炎となって現われ出でこの城を焼くわれらがはらからのいにしえよりの魂このときを待って解き放たれるなり三千里を飛んで日の本のあまねく土も空も海も……げふっ、げ、がはっ！』

　そこまでしゃべって、忠勝が口から血の塊を吐はき出だす。そのあとも血はあふれ、やがて動かなくなった。

「ちろにゃ……！」

　十兵衛の見るまえで、忠勝の身体が青白く光る。と思うと、魂が剥はがれるように、大きな青い炎が立ち上った。

　このとき、背後の直政、忠次もまた火の玉が離り脱だつして、身体だけが崩れ落ちる。

「やっぱりだ。忠勝じゃない。ほんとの忠勝たちは、ここにはいない！」

　宗朗の言葉が、現実になる。

　忠勝から離はなれた炎はいくつもにも分かれ、漂ただよう炎の中にまぎれてしまう。忠勝でもなんでもなく、ただの無数の火の玉のいくつかに過ぎなかった。

「感じるんだ！」

「なにをですの!?」

「この炎の『氣き』を。ぼくらは圧倒的な敵意に取り囲まれている。しかしそれは同時に、同じぼくらの『氣』で消せる！」

　宗朗が刀を袈け裟さに振るった。

　ひゅんっ！　風を切る音とともに、火の玉が両断される。水に落ちた炎のように、かき消えた。

「すごーい、お兄ちゃん！」

「ふつうに斬ったり叩いたりできるんですの。なら」

「ウキュゥ！」

　歓かん声せいを上げる十兵衛や兼続、佐助に、

「ただ斬るんじゃない。意識するんだ。刀も鎚も、ぼくたちの身の延長。そのすみずみにまで『氣』を行いき渡わたらせれば、必ず邪じや気きを消せる！」

　宗朗が応こたえる。

　刀の刃はで斬るのではない。刀にまで流れ込んだ「氣」が、火の玉と反応してこれを消し去る。

　あえて「邪気」と言ったが、宗朗にはまだ確信がなかった。

（この火の玉も、忠勝に取り付いていたものも、「邪」なのか。向かってくるからには敵だ。この大江戸も大日本も、めちゃくちゃにしようとしている。ならば邪悪なものに違いない。けど……）

　どこか、最後のところで引っかかる。腑ふに落ちない感情が残る。

　なにかに似ている。それを思い出そうとして、届かないもどかしさ。

　しかし目の前の、文字通り火の粉こは払はらわなくてはならない。

「斬れるよ、お兄ちゃん！」

「まとめてつぶしてやりますわ！　この、このぉ、ですわぁ！」

　十兵衛が刀で斬きり、兼続が大鎚で潰し、火の玉を消しまくる。

「キャ、ウキュ！」

　佐助も「剣姫マスターサムライ」姿で大爪を振るう。

　しかし、

「あぁ～ん、次から次へと出てくるよぉ！　きゃっ！」

　一いつ瞬しゆんでも気を緩ゆるめると、あるいは取りこぼすと、火の玉に逆襲を許してしまう。

　四人がかりで退治しているのに、火の玉は減るどころか増えてきている。すっかり取り囲まれていた。

「消しても消しても、キリがありませんわ。こうなったらぁ！　こう、ですわぁああ！」

　兼続の大鎚が一いつ閃せんする。すでにさっきの打撃で大きな窪くぼみを作っている地下道の床に、ドリル面が突つき刺ささる。

「うわっ！」

「きゃぁあっ！」

　またも響ひびき渡る轟音と振動。爆風と土埃がおさまったあと、そこにはぽっかりと、下のフロアへ通じる縦穴が開いていた。

「すごーい！　ぐっちゃん！」

　驚おどろき、よろこぶ十兵衛に、

「こんなことくらい、朝飯前ですわ！　っと、品のない言葉遣いをしてしまいましたわ。朝食以前、ですわ！」

　胸を張る兼続。しかし宗朗に、

「助かったよ、兼続。ありがとう」

　そう言われると、急に染まった赤い顔を背そむけて、

「と、当然のことです、わ……そんなことより、グズグズしないで、とっとと行きますわよ！」

　自分から縦穴に飛び込んでいく。

「あ、ぐっちゃん！　グズグズ？」

「グズグズ違いますわよ！　ほらっ！」

「ウキュゥ！」

「よし！」
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「由比正雪……徳川生徒会長の『剣姫マスターサムライ』だと？」

　政宗が繰くり返かえした。

　正雪の背後にぴったりとついている。政宗に武器はないが、手刀から出る炎は、この近さで正雪を焼き尽くすのに十分だ。

　仮面を外した正雪は、ヤケドを負った顔半分を長い前まえ髪がみに隠かくす。すでに武器の短たん銃じゆうはその手にない。

「聞いたことがあります。例の、幕府の機密データによると、天草の変に関かかわった人物、ということでした。しかも一説によると、首しゆ謀ぼう者しや、とも」

　とは小十郎だ。

　こっちは正雪の真正面で、二酸化炭素噴ふん射しや機きのノズルを突きつけている。

「答えてもらうぜ。なんで徳川慶彦の『剣姫マスターサムライ』のおまえが俺おれたちを狙ねらう。それに、この施設はなんだ。この……まるで人の孵ふ卵らん器きみたいなのは、よ」

　政宗の詰きつ問もんに、正雪は初めて口もとを緩ませた。

「孵卵器、か。そうかもしれない。卵から新たな生命が誕生する、そんな役目をこのシリンダーが担になっているとしたら」

「おいおい、俺は謎かけとかは好きじゃあねえんだ。ズバリ、答えてもらうぞ。この機械はなんだ。この工場はなんのためにある」

「答えなかったら」

「二、三分後には、おまえは真っ黒な消し炭になってるだろうな。俺の炎と、小十郎の酸素噴射機のコンビは強烈だぜ」

　政宗の言葉に、小十郎がうなずく。

　いつでも手元のスイッチで、酸素と二酸化炭素を切きり替かえられるよう、引き金とともに指を添そえていた。

「しかし、わたしを灰にしては答えは得られないはず」

　正雪の声には動揺がない。だが政宗は、

「け！　はったりか？　ならたいがいにしておけよ。俺はほかのヤツらみたいに優しくないぜ。それに、小十郎を傷つけようとしたおまえを、俺は許さねえ。いますぐにだって八やつ裂ざきにしてやりたいって、思ってるくらいだ」

　政宗の声には、いつものとぼけた調子はひとつもない。

　脅おどすだけでなく、確実に実行に移す、そんな凄すごみがある。

「いいでしょう。わたしも少し、しゃべりたい気分だから」

「それはツイてたな。じゃあ、聞かせてもらおうか。この機械はなんだ。この工場はなんだ。これが最後のクエスチョンってやつだぜ」

　政宗の最後通つう牒ちように、

「これは……『剣姫マスターサムライ』を作る機械」

　意外なほどに簡単に、正雪が核かく心しんを言い放った。

　それは一瞬、政宗と小十郎を当惑させるほど。

「『剣姫マスターサムライ』を」

「作る……この機械が、ですか。まさか。『剣姫マスターサムライ』は『将』がサムライと契ちぎって完成するもの。そのため『将』は絆きずなを交かわしたサムライの少女と……」

　小十郎が言いながら気づく。

「まさか、この水すい槽そうみたいなものの中は」

「サムライです。すべてがサムライの女子。もとよりこの学園は、サムライを集め、作り、最終的に『剣姫マスターサムライ』を多数作るために作られた」

「なん、だと」

「まさか」

　思わず声を失うふたり。だがそれはある意味予想された答えでもあった。

「まあな。これだけの水槽に女子ばかり。なんに使うかって言ったら、エロいことじゃなきゃサムライでもそろえるのかってところだ」

「それにしても異常です、政宗さま。そのうえ、この学園がサムライを集めるためのものだったなんて」

「異常でもなんでもない。武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくの生徒は武家の子女ばかり。ことにここは、その中から選よりすぐられた生徒が通う本校」

「だからって、武家の女子が全員サムライってわけじゃねえだろ。それにこんな数を封ふう印いんして閉じこめておけば、どうあったっていろいろ問題が……ぅん、まさか豊臣狩がりっていうやつが」

　正雪の言葉に反応する政宗が、途と中ちゆうで気づいたこと。

　学園で行われていた「豊臣狩り」。

　徳川幕府の長すぎる支配に対しての反はん抗こうが全国で起こり、徳川に対する反抗の象しよう徴ちようとして「豊臣」の名が使われ、またその名のもとに集つどう旗印ともなった。それは全国的な現象でもあった。

　そしてとうとうこのエリート校でも反乱の火の手が上がった。反抗派の生徒たちが集まり、学園の転てん覆ぷくを謀はかっている。

　そう一部では報道されていた。

「でも、そんな生徒たちがデモを行ったとか、暴動やテロみたいな破は壊かい活動をして被ひ害がいが出たとか、そんな記録はないんです」

「なんだって。それじゃあ」

　小十郎の言葉に政宗が反応する。それはおそろしい想像を秘ひめている。

「はい。この学園で、幕府に対する反抗活動なんてもの自体が、なかったんじゃないかって。ありもしない活動をでっちあげて、『豊臣方』と称しようして弾だん圧あつ、あげくに」

「こんなふうに、サムライ女子を拉ら致ち同然に集めてたとはな。表向きは幕府への叛はん逆ぎやく罪ざいで、周りも納なつ得とくするって計算かよ」

　正雪は答えず、沈ちん黙もくしている。政宗はその襟えり首くびをつかみ上げた。

「そのうえ、だ。『剣姫マスターサムライ』を作るって言ったな。そっちのほうを詳くわしく聞かせてもらおうか」

「……我わが『将』慶彦さまの比類なき英知によるもの」

　正雪がつぶやくように言った。

「自分とこの生徒をさらってきてロボットみたいに飼うのが英知だ？　そいつを『剣姫マスターサムライ』にするのがどんな英知だってんだ！」

「そのために、慶彦さまは長年準備をされてきた。最後の瞬間に、わたしの秘術が役に立ったのは僥ぎよう倖こう。これで『剣姫マスターサムライ』が生まれる。すべて慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』が」

「なぜです。『将』はそれぞれの方法でサムライと契るはず。見み初そめたサムライと絆があればこそ、契けい約やくも成立すると聞きます。ここにいる意識のないサムライさんたちを、どうして『剣姫マスターサムライ』にするんです。できるんですか」

「それは……」

　ゆらり、正雪が顔を上げる。

　まっすぐに小十郎を、それから政宗を見た。

　長い髪かみで隠れていた顔の半分が露あらわになる。黒く汚よごれたヤケドの跡あとに、目だけがやけに白くコントラストを描えがく。

「もともと慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』であるダルタニアン。そのＤＮＡ。そこから抽出されるゲノム……」

「なん、だと」

「いわば『剣姫マスターサムライ』ゲノムを通常のサムライに注入、移植することで、サムライをいっせいに『剣姫マスターサムライ』化できる。それも最初から慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』として」

「『剣姫マスターサムライ』ゲノムの移植……ですって」

「問題は、単なる移植では細さい胞ぼうレベルで拒きよ否ひ反応が起きてしまうこと。そのための失敗例も多く出た。この方法で『剣姫マスターサムライ』の量産は不可能か、と思われたところへ、わたしが秘術でお助けした。拒否反応を抑おさえて、ゲノムの定着を可能にしたのです」

　まばたきひとつせずに、正雪が言ってのける。

　その内容に政宗の、

「なんてこった。『剣姫マスターサムライ』を科学で量産だ？」

「秘術を混ぜるとか、どれだけ危険な方法なのかと思います」

　正雪をつかむ手が震ふるえる。小十郎も、つい目を背けるほど。

「なぜ拒きよ絶ぜつする。なぜ認めようとしないのです。どれほどのことか。これは歴史的な快挙。サムライが、『将』が、『剣姫マスターサムライ』がこの世に生まれてから、いま初めて可能になった真の奇き跡せきなのですよ」

「てめえ！」

　激げき昂こうした政宗が思わず、正雪をつかんでいるのと別の手を振り上あげた。

　そのとき、

「待ってください！　ひとつだけ、教えてください。ダルタニアンさんは、彼かの女じよは、どうなったんですか」

　おそるおそる、小十郎が尋たずねる。

　それに対する正雪の答えは。

「……死んでは、いない」

「どういう、ことだ！」

「ダルタニアンは、これら多くの『剣姫マスターサムライ』を自分の分身として生み出した。妹たちの姉、娘むすめに対する母といってもいい。尊いその身を捧ささげたのです。こののち、たとえ目覚めることがないとしても、彼女に悔くいはないはず」

　正雪の言葉を聞き終わらないうちに、政宗は動いていた。

「てめえ！　黙だまりやがれっ！」

　手刀を正雪の首筋に叩きつける。

　その指先からわずかに炎が漏もれたのは、怒りでほとばしる「氣」を抑えきれなかったせいだ。

　しかし、

「あなただけではないのですよ。武器がなくとも、この手から……！」

　正雪がつぶやくのと、

「政宗さま、危ない！」

　小十郎が叫ぶのが同時だった。

　パンッ！　それまでよりもよりカン高い、かわいた発はつ砲ぽう音おんが響いた。
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「ぬ、ぁ!?　んだとぉお！」

　政宗が、メイドコスの腹を手で押おさえる。みるみる赤い染しみが広がっていく。

「政宗さまぁ！」

「だから言ったはず。わたしの弾だん丸がんは『氣』でできている。刀がなくともあなたが炎を出せるように、武器がなくとも撃うてるのですよ」

　背中に回されたその手の指から、かすかな発砲の煙けむりが上がっていた。

　指で拳けん銃じゆうを撃つしぐさを真ま似ねる、まるでその形そのままに、正雪の指から「氣」の弾丸が飛び出した。

　短銃を使わないだけ、弾丸は威力も精度も低い。

　政宗の、刀を使わない炎と同じだ。

　しかし正雪と政宗が触ふれ合あうほどの近さでは、精度も威力も問題ない。ごく小さなデリンジャーでも、相手の身体に押しつけて撃てば致ち命めい傷しようとなる。

　これでは、小十郎の二酸化炭素噴ふん射しや装置も間に合わない。

「ぅおおお！」

　政宗が崩れ落ちる。

　正雪はいっしゅん先に飛び退のいていた。別のシリンダーの上へ飛び移る。

「政宗さ、ま……！」

　小十郎が駆け寄より、政宗を抱だき起おこす。血はメイドコスの胸まで達していた。

「ちっ。しくじったぜ、小十郎」

「動かないで政宗さま。しゃべらないで、いま！」

　止血をしようとする小十郎の頭に、

「動かないでもらいましょう、キミも」

　正雪が短銃の銃口を突きつける。

　いつのまに、また近づいたのか。銃もその間に拾いあげていた。

「てめえ、小十郎になにかしたら、殺す！　ぜったいぜったい、俺が殺すからな！　わかってるのか！」

　吠ほえる政宗。

「そのケガで？　自分の命の心配をしたほうがいいのではありませんか」

　銃口を政宗に向けながら、正雪。

　見下ろす正雪の目が、政宗、小十郎とも油断なく見み据すえる。一片の憐れん憫びんも妥だ協きようもそこには宿っていなかった。

　もとよりこの近さでは、正雪の弾丸は外れるわけがない。

　いまは短銃も、取とり戻もどしているのだ。

「政宗さまを撃つならわたしを！　小十郎を撃ってください！」

「小十郎、なに言うんだ。ありえねえ！」

「でも！」

「いいでしょう、ふたりとも殺してあげます。それならお互たがい満足でしょう」

　ふたりのやりとりを断たち切るように、正雪が言う。その言葉にウソも迷いもないのは、政宗と小十郎が一番よくわかっていた。

「……」

　思わず言葉を失うふたり。向けられる銃口。そして、

「やぁあっ！」

　小十郎がとつぜん、噴射機のノズルを振り上げた。

　それはさっきまで、投げ捨てられるように置かれていたはずだ。小十郎が政宗に駆け寄った際に、そうなっていた。

　それが不意に現われた。少なくとも正雪にはそう見えた。ノズルが当たって、短銃を叩き飛ばす。

「！」

　反射的に正雪が飛び退く。

　しかしすぐに反はん撃げきに出ようとした。短銃がなくとも手指から弾丸を発射できるのはもうわかっている。

　銃口の指を向けようとする、それよりも、もう噴射機を握にぎっている小十郎のほうが早かった。

「喰くらってください！」

　噴射機の引き金を絞しぼると同時に、勢いよく噴ふき出すガス。すでに一度、二酸化炭素を浴びている正雪は、その威力がわかっている。

「くぅ……！」

　こんどこそ、大きく跳び退すさる。反撃をあきらめたのか、さらに二度、三度とシリンダーの上を渡り、見えなくなった。

「やった、のか」

　政宗がわずかに身を起こす。

「動かないで、政宗さま！」

　小十郎が制する。政宗は安心したように、また横になった。

「いま、止血を。それから運びます」

「運ぶって、どうやってだ」

「わたしが運びます。背せ負おって、抱いて、かついで、なにをどうしたって、政宗さまをここから運び出しますから」

　小十郎の目に涙なみだが光る。と思うとすぐにあふれて、頬ほおを伝い落ちた。

「おいおい。もう死ぬみたいじゃねえか、俺が」

「だって、この傷……ぇ、もう血が止まってるんですか」

　気づいた小十郎に、政宗が笑いかけた。

「ちょっとばかり俺も焦あせったがな。でもかすり傷のようだぜ。ほら」

　メイドコスをまくりあげる。

　腹に、帯のように巻かれているもの。

「ぇ、靴くつ下した、ですか」

「おう。さっき脱ぬいだろ？　その中に……ほら」

　血に染まったソックスを腹から解いて、逆さに振る政宗。中から、ゴムのような破片が出てきた。

「これ、は」

「走りながら、そのへんで拾ったのさ。シリンダーの部品みたいだな。スイッチを入れながらそいつを拾い上げて、靴下に突っ込んで腹に巻いた。板みたいだったのが、弾たまを浴びてバラバラだ。だが威力を減らしてくれた。おかげで腹にちょっと傷がついたが、はらわたは無事だ。はははは！」

　ようやくいつものように、豪ごう快かいに笑う政宗。

「ま、政宗さまぁ！」

　信じられない、という表情の小十郎が、ようやく笑え顔がおになる。けれどその引ひき替えのように、涙がとうとうと流れ落ちた。

「心配かけたな。いまにも死にそうな振ふりで正雪の隙すきを衝つこうとしたんだが、そのまえにおまえがやってくれた。驚いたぜ。どうやったんだ」

「それは……」

　まだあふれて止まらない涙を、小十郎はこぶしで拭ぬぐう。

　ようやく笑顔を見せて、

「迷ったんです。あの人が」

「正雪が？」

「はい。あの人は、政宗さまに銃を突きつけていました。小十郎が自分を殺して、と言ったら、ふたりとも殺してやる、と」

「言ったな。あいつはウソはつかねえだろうよ。本気だった」

「本気だったから、迷ったんです。ふたりとも殺す気なら、政宗さまに向けた銃を撃って、次に小十郎を撃てばいい。けれど絶対的に有利な中で、どっちを先に殺すかを迷った。一いつ瞬しゆん、政宗さまから銃口が逸それた」

「いつでもどっちでも撃てるから、逆に迷った、か。正雪ほどのヤツでも、そんな瞬間があったんだな。でもそれだけじゃ、ちとまだ弱い気がするぜ」

　政宗に言われて、うなずく小十郎。

　むしろその言葉を待っていた、というように、

「政宗さまの言うとおりです。じつはそれ以前から気づいていたことが」

「気づいてた？」

「あの人は……顔の半分にヤケドの跡がありました」

「それは俺も見たが……そうか、目か！」

「見えないか、見えにくくなっていたんだと思います」

　噛かみしめるように、言う。

　正雪の右目は一見して潰れているわけでも、左目と違いがあるようにも見えなかったが、目線を動かしたときのわずかな違いを小十郎は見つけていた。

　そこから右目の不利を見み抜ぬき、

「死角になる右側へ置いたその噴射機を向けた、か」

「たぶんあの人には、右側がよく見えなかったんだと思います。だから小十郎にも、なんとかできたんです……きゃぁっ！」

　政宗が身を起こしざま、小十郎を抱きしめたのだ。

「ま、政宗さま、いけませんよぉ。かすり傷とはいえ、お腹なかのケガが」

「なあに、クスリなんかつけるより、小十郎とべったりくっついてひと眠ねむりしたほうがずっと傷の治りも早いってもんだ。どら、んーっ、ちゅぅぅぅ！」

「んんぅ！　ふは、ぁ！　ま、政宗さまぁ！」

　政宗の本気のキス。

　さらに小十郎の頬といわず鼻の頭、ひたい、耳や首筋にまで、強ごう引いんに唇くちびるを押しつけてなめたり吸ったり。

「イヤぁ！　こんなところで、ほんとに、もぉお！」

　顔を赤くしながら、小十郎が身もだえするところ、政宗はぴたっ、と動かなくなる。みっちりと抱きついたまま、その肩かたに顔を乗せかけて、

「すんすん、ふんふん……いい匂においだなぁ。こうやってまた小十郎の匂いをかげるんだ。ほんとに、よかったぜ、ほんとに」

「政宗、さま？」

　お互いに肩と首が入れ合っているので、顔は見えない。

　けれど小十郎には、政宗の身体がかすかに震えているのが伝わる。首筋に、あたたかく濡ぬれた感かん触しよくも。

「よかったなぁ、よかったなぁ。小十郎がそんなふうに、相手を観察して隙をついて、俺を助けてくれたのがうれしいんだぁ……ずず、ぐしゅ、ずびっ！」

　鼻をすする音で、政宗が泣いているのは丸わかりだ。

「はい。政宗さま。武芸で小十郎が勝つとしたら、そんなふうに敵の弱点や隙を衝くことしか」

「いや、そいつがいちばん重要なんだぜ。力で相手をねじ伏ふせるなんざぁ、野や暮ぼのやることさ。まったく俺の小十郎はすごいぜ。かわいいうえに強いんだからな、つくづく惚ほれ直したってもんだ」

「言いすぎですよ、政宗さまぁ」

「いや。こうやって小十郎もどんどん強く、たくましくなっていくのかもな。男子なんだ、そいつが当然か。ちょっぴり寂さびしい気もするが……」

「そんなこと」

「いんや。もともと、そうだな。小十郎は強くてたくましい男子だったぜ。へへ、忘れてた。また俺を鳴かせてくれよ、な」

「ま、ま、政宗さまぁ、もう、ダメですぅ！　恥はずかしいぃぃぃ！」

　とうとう真っ赤になって小十郎が声を上げる。

　そのときだ。

「ぅん……待て」

　急に政宗の声の調子が変わった。

　小十郎と抱き合ったままだが、身体の動きまでが一瞬でしゃっきりと、漲みなぎるのがわかる。

「さっきまでそこにあった短銃が」

　ようやく身を離す政宗。小十郎も振り返って、見た。

　小十郎が弾はじき飛とばした正雪の短銃。

　やや離れた床ゆかに転がったままだったはず。それがいまは、

「ない。どこに」

「離れろ、小十郎……！」

　言葉と同時に、弾かれたように離れるふたり。とっさに政宗は手刀を、小十郎は噴射機を持ってかまえる。しかし、

「……来ないか、正雪。逃にげたのか」

　政宗が言ったときだった。

　床から微び細さいな振しん動どうが伝わってきた。と思うと、ドーム全体が揺ゆれ動うごくほどの大きな揺れになる。

「政宗さま、このドームが！」

　天井がきしみ、小さな部品が落下してくる。天井が落ちるのか、ドームが潰れるのでは、と思うほどの、

「地じ震しん……じゃねえ！　こいつらが、共鳴？　してるのか」

　政宗の言うとおり、すべてのシリンダーが明るく光ひかり輝かがやいていた。

　カバーが上げられたものは、中のようすまでが見て取れる。サムライ少女たちの裸ら身しんが輝きを増し、周囲からはさかんに気き泡ほうが立ち上る。

「まさか、この中の、女のコたちが」

「甦よみがえる……目を醒さます、のか！」

　だが政宗たちは、その瞬間を見ることはなかった。

　ゴゴゴゴゴゴ……！　シリンダー全体が震えながら、ひとつひとつ、床の中へと降りていく。

　カバーの上げられたもの、そうでないものも、基部の装置を残してシリンダーだけが床に没ぼつしていった。

「全部、下に」

　数百あったシリンダーが次々と、床下へ姿を消す。ついにすべてが埋うまりきったときには、ドームが崩くずれるかと思うほどの振動も収まっていた。

「……行った、のか」

　政宗がかまえを解く。

　振動とともに、いっさいの物音が途と絶だえて静せい寂じやくが空っぽのドームを満たしていた。

「このフロアの下に、さらに別の施し設せつがあるんですね、政宗さま」

「ああ。だが、おそらくここの比じゃねえ厳重さだろうし、入ったところでもうことは終わってるようだぜ」

「はい」

　無数のシリンダーのせいで、フロアに満ちていた「氣き」がすっかり消えている。ただ下へ潜もぐっただけではない。

「人造サムライたちはどこかへ送られた……いや、巣立った、ってことか」

「間に合わなかった、ですね」

　肩を落とす小十郎を、ぐいっ、と抱き寄せ、

「そうでもないぜ。やるだけのこたぁ、やった。この学園の秘密もわかった。上出来じゃねえか」

「でも」

「俺たちがやらなきゃ、なにひとつわからなかったことだ。全部はできねえよ。できないときになにを持って帰るかだ。俺たちは命を拾った。ふたりとも生きて戻る。それで何の不満がある。俺はねえよ」

　政宗が、くしゃくしゃと小十郎の髪をかきまぜた。いつもの仕草。いつもの笑顔がそこにある。

「はい、政宗さま」

　小十郎も答えた。自分から政宗の手を握る。

「そうとなったら、戻ってあいつらにさっそく連れん絡らくしてやらなきゃ、な」

「連絡がつくといいですね。慶けい次じさんはいつも」

「ああ。誰だれに化けてどこに潜ひそんでるか、わかんねえからな。まぁ、なんとかなるだろ。それにしても、ちいとがんばりすぎたか。腹が減ったぞ、小十郎」

「戻って、なにか作ります。いっぱい召めし上がってください、政宗さま」

「そうだな。いっぱい……小十郎を食べたいぜ」

「それはちゃんと、ケガのお手当をしてからです！　……ぁ」

　政宗の軽口に、反論したつもりが否定にはなっていなくて、みるみる真っ赤になる小十郎だった。

「もぉおお！　政宗さまのバカぁ！」








肆◆都より来たる者
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「……のぉ、又また兵べ衛え」

「はい、幸ゆき村むらさま」

　幸村が又兵衛に話しかける。

　肩かた車ぐるまの形はそのまま。軽い眠りに落ちたものの、いまはすっきり幸村の目は醒めている。いや、冴さえているといってもいい。

　林の中の小道。

　木こ漏もれ日びと風が心ここ地ちよい。そんな中、

「誰かにつけられておるようじゃな」

「はい。もう四し半はん刻ときほどまえから」

　又兵衛が答えた。

　幸村には「剣姫マスターサムライ」の能力で、周りの「氣」を広こう範はん囲いに感じることができる。いわば「氣」のレーダーだ。

「じゃが、わらわの感知にいままでかからなんだ、ということは」

「殺気を隠していた、ということでしょうか。いまも殺気というよりは闘気。純じゆん粋すいな闘気に感じられます」

「ふむ。それでこのひと気のない道を選んだというわけか」

「一いつ般ぱんの人を巻き込んではいけませんから」

　又兵衛が言う。

　そうする間にも、

「『氣』が近づいて来る。どうやらつけるだけでなく、わらわたちとやり合おうということか。おもしろい！」

「いかがなさいますか、幸村さま」

「逃げることもかなうまい。なに、相手がやりたいと思っておるのじゃ。こっちもこのところ調べ物ばかりで少々身体がなまっておったところ」

「では」

「うむ。相手になってやろうぞ！」

　幸村が言ったそのときだった。

　ドッ、ン！　突然、爆ばく発はつが起きた。

「な、んじゃ……！」

　爆発はふたりが歩く小道の、側に立つ木の幹で起こった。まるで木が爆発したように見えた。

「幸村さま！」

　すでに又兵衛が、幸村をかついだまま飛び退いている。だがそこでも、背中を吹ふき飛ばすように背後で爆発が。

「ぁあ！」

「又兵衛！」

　とっさに幸村が、その肩から飛び降りざま大だい鉄てつ扇せんを広げる。次なる攻こう撃げきへの防ぼう御ぎよだったが、

「爆ばく弾だんは二発だけか。又兵衛、大事ないか！」

　辺りを見回しながら、又兵衛を気き遣づかう幸村。

「はい。かすり傷です。申し訳ありません、爆弾が仕し掛かけられているのに気づかないなど、とんだ失態です」

　又兵衛が言う。制服が破れ、背中や脇わき腹ばらに血が滲にじんでいた。

「ふむ。おぬしの鼻なら、火薬の臭においをかぎつけることくらいたやすい、そうわらわも思うておったが」

　又兵衛は常人の数倍の嗅きゆう覚かくを持つ。それは「剣姫マスターサムライ」の能力というより、本来の特技だ。こんな林の中に爆弾が仕掛けられていれば、その火薬、爆発物の臭いは容易に感じ取れるはず。

「どうして、わからなかったのか……」

「事前に仕掛けられておったならば、わらわの感知能力でも見つけるのは無理じゃ。それより、次にそなえよ。これで済んだとはとうてい思えん！」

「はい、幸村さま」

　最初の爆発は木で、次のは地面で起こった。

「わらわたちがここを歩くのを知っておったというのか。いつ爆弾を仕掛け……」

　幸村の視線がわずかに流れた。

　その長い髪の先が、なにかに触れたのだ。次の瞬間、

「っわ！」

　ドッ！　爆発が起きる。こんどは空中だ。それも幸村のごく間近。弾かれたように倒たおれる幸村。

「!!」

　助け起こすのではなく、又兵衛は幸村に折り重なった。さらなる爆弾の被害から幸村を守るためだ。

　しかし次の爆発はすぐにはなく、

「む、むぐぐ……（こ、こら又兵衛、息が……！）」

　又兵衛の胸にちょうど顔を塞ふさがれた幸村が、もがいて地面を叩たたく。

「ご無事ですか」

　おそるおそる、身を起こす又兵衛。幸村は、

「ふは！　息が詰つまって、そっちのほうが危ないくらいじゃ！」

　言うが、その額から血がひと筋、垂たれ落ちていた。

「幸村さま！」

「大事ない。こっちもかすり傷じゃ。じゃが読めたぞ！」

　額の血を拭って、幸村が身を起こす。又兵衛が手を引いて助けた。

「爆弾のありかが、わかったのですか。いまのはまるで投げつけたように、空中で爆発しました」

「そこじゃ！　爆弾が投げつけられたなら、その実体はもちろん、臭いや爆発物としておぬしやわらわにも探知できるはず」

「たしかに、です」

「なのに、われらにも、爆発するまでわからなんだ。それも道理。爆発するまで、爆弾ではなかったのじゃ！」

　幸村が断言する。

「爆発するまで、爆弾ではなかった……」

「さよう」

「では、なんだったのですか」

「……虫じゃ」

「虫？」

　又兵衛のけげんな表情が、一転、ハッとした顔に変わる。

「そうじゃ。木に留とまっている虫、地面を這はっている虫、それに、空中を飛んでいる虫じゃ！　わらわの髪をかすめたから気になった。と思ったら爆発しおった。威い力りよくが小さいのも、虫の身体だからじゃ！」

　なんと、爆弾は虫だった。

「虫なら、幸村さまにもわたしにも、わかりません。このような場所には多くいてあたりまえですから」

「そのとおり。どうやら敵は、虫を『氣』で爆弾に変えることのできる相手、と言ってよかろう！」

　そんなふうに、幸村が結論に達していたときだ。そこから少し離はなれた樹上で、遠くのふたりをじっと見つめる影かげがあった。



「……どうやら気づいたみたいやな」

　奇き抜ばつな薄紅色の忍にん者じや装しよう束ぞくの美少女。

　それもあちこちから肌はだが見えている。太い枝に腰こしを下ろして、きわどい衣装からたっぷりと露ろ出しゆつした手脚がみずみずしい。

　涼やかな目元を、角つの付きの面で隠していた。

　長い髪を払はらうように頭かぶりを振ると、少女が言う。

「けど、もう遅おそいわ。林の中は虫でいっぱいや。おまえらが林の小道へ入ったときから、行く先の虫のそうとうな数を爆弾に変えてある」

　形のいい唇が、ニッ、と笑う。

　そこへちょうど、蜻蛉かげろうが飛んで来る。少女が指を立てて差し出すと、迷いもなく指先に止まった。

　羽を下げて休もうとする蜻蛉を、少女の目がじっと見据える。

　次の瞬間、なにかが砕くだけるような、裂さけるような音が響ひびいて、蜻蛉がビクッ、と緊きん張ちようした。

　しかし何も見た目は変わらない。

　少女がさらに見つめると、蜻蛉は意志が通じたように頭をぐるん、と回して見せた。不意に飛び立つ。

「爆弾になった虫は自分の『氣』を帯びとるけど、微び量りよう過ぎて感知することはできん」

　ふたたび幸村、又兵衛に目をやり、音もなく枝の上に立ち上がった。

「虫を爆弾に変える能力。ちょっくら気色悪いて思うもんもあるかもやけど、これがごっつ便利なんやで。この自分、『蟲むし』の『氣』を操あやつる細ほそ川かわ興おき秋あきの力や！」

　大きな笑顔を作る。が、しばらくして、

「しっかし、キキ、かいな……」

　頭をかきながら、微び妙みような表情にも変わる。
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「次が来る！　警けい戒かいを怠おこたるでない！」

「はい、幸村さま！」

　幸村と又兵衛、背中合わせに陣じんを作りながら、周囲に目を配る。

　ひと気のないのは幸いだが、林の中、土中には無数の虫がいる。飛んでくる羽虫もすべて、爆弾の可能性がある。

　耳をすますと、鳥のさえずりに混じって虫の声が聞こえてくる。

　緊張しているふたりのもとへ、まるで遊ぶように蝶ちようが飛んできた。

「いかん、突つき落おとせ、又兵衛！」

　幸村が命じる。

　又兵衛は無言で踏ふみ出だすと、五ご丈じよう鑓やりを繰くり出す。鑓やり先が簡単に蝶の羽を貫つらぬいた。バラバラになって落ちる蝶。

「爆弾ではなかったか。かわいそうなことをし、た……」

　幸村が言ったとたん、パッ、パッ！　小さな爆発が起こった。千切れた蝶の羽や身が爆発したのだ。

「ぅっ！」

　爆ばく風ふうにさらされる又兵衛を、幸村が大鉄扇で守る。

「無事か、又兵衛！」

「は、はい。申し訳ありません」

　だがそうするうちにも、

「下じゃ！」

　カサッ。短い雑草を通して見える地面を、這うように進む地虫。さらには、ピョンと飛び出すバッタ。

「ぬん！」

「こやつっ！」

　又兵衛が鑓で、幸村が大鉄扇でそれぞれ突き通とおし、叩きつぶす。しかし次の瞬間、やはり爆発が。

「ぅぅう！」

　こんどは予想していたので、ふたりともに飛び退くことができたが、まったく無傷ではいられない。

「どういうことでしょう、幸村さま。すんでのところで虫を潰つぶしても爆発するなら、逃げるほかありません」

　又兵衛の言い分はもっともだ。

　幸村はやや考えて、

「おそらく、完全に死に絶えた虫は敵も操れず、爆発もしないと見る。じゃが虫は、なかなかしぶといからの」

　たしかに、潰したと思ってもまだ動いたり、頭を落とされても飛んだりと、虫はすぐには死なず一部が生きていることが多い。

　そのため、バラバラにしても爆発してしまうのだ。

「やれやれ、難なん儀ぎなことになったの」

「やはり、操っている者を」

「引っ張り出して叩くしかないようじゃの。……ほぉ、そう言っている側から、来たようじゃぞ」

　幸村が大鉄扇の陰から鋭するどい視線を送る。

　その先に、木から下りた人ひと影かげが、どうどうと歩いて向かってきていた。

　もちろん興秋だ。

　その手にはなにも持たず、二本の忍者刀とおぼしき柄つかが左右の肩から生えているように見える。

　先に声を上げたのは幸村だ。

「そのほう、徳とく川がわの忍しのびか！　なんのためにわれらを襲おそう！」

　だが興秋は無言で片手を上げると、振り下おろした。それを合図に、

「……ぬっ！」

　辺りの雑草からいっせいに、バッタや地虫、羽虫が飛び出してくる。こうなると鑓や鉄扇でいちいち潰すのも間に合わない。

　パッ！　パパパパパッ！　連続して起こる爆発。小さいとはいえ、これだけの爆発は確実に脅きよう威いだ。

　間近で爆発すれば皮ひ膚ふが裂け、肉が弾ける。

「キリがない。又兵衛、いったん退け！」

「はい、幸村さま！」

　幸村を抱かかえて大きく跳とび退る又兵衛。が、そこにも爆発が。

「ぁああ！」

　ふたりのありさまを見ながら、ようやく興秋が口を開く。

「なんや、他た愛あいないわ。これがほんまに、あの阿あ弖て流る爲いを倒した柳生やぎゆう道場のもんかいな」

　その言葉に、

「なに？　おぬしなぜその名を！」

　幸村が驚おどろきを顔にする。

「幕府の機き密みつ事じ項こうでも『天あま草くさの変』とされておるはず。真相はわれらと、慶よし彦ひこなどごく一部の者しか知ってはおらぬ。それをなぜ！」

　さらに深層にある幕府の超ちよう機密事項についてはあえて触ふれない。が、その戦術が無意味なことを、幸村は直感で悟さとっていた。

「幸村さま、この者は」

「幕府の手の者ではない。わらわの直感がそう言っておる。そなた……われらが向かう先からの者か！」

　そう言う幸村の顔に汗あせと焦しよう燥そうが浮うかぶ。

　これまでにない、強いプレッシャーを感じてのことだ。

　さまざまな敵と戦い、幕府をも敵に回して怯ひるむことのない幸村が初めて見せる、余よ裕ゆうを失った表情に見えた。

　それを裏付けるかのように、

「へぇ、少しはわかっとるんやな。上等上等。だてに広～いデコはしとらん、ちゅうわけか」

　興秋が笑う。

「う、ぬ……」

　広い額ひたいの話題は幸村にとってタブー。ふだんなら即そく言い返すところが、いまは言葉が出て行かない。

　それを嗤わらうかのように、

「そうやな。自分は上かみ方がたから寄せてもろとる。わかるやろ。上方、や。自分の名は、細川興秋……」

　ついに名乗った。

「細川」

「興秋、じゃと。サムライ……いや『剣姫マスターサムライ』か！」

「ご想像に、まかせま」

　それだけ言うと、ふたたび手を振りかぶる興秋。またも草場や地面から虫爆弾が、と警戒する幸村と又兵衛に、

「虫は地面にいるだけやないんやで。こんなふうに」

　ザッ！　突とつ然ぜん、興秋の周辺の地面が盛り上がった。

　それは黒い壁かべのように立ちはだかると、興秋を中心にしてぐるぐると回り始める。竜たつ巻まきのようだ。

「幸村さま、あれは！」

「な、なんじゃ……あのひと粒つぶひと粒が、虫なのか」

　無数の羽虫からなる蚊か柱ばしらだ。

「ひとつひとつの虫は小ちいそうても、こんだけ束になってかかればどないや。爆発の威力かて無限大やで！」

　興秋の言葉に呼応するように蚊柱が螺ら旋せんを描えがきながら広がると、一斉に幸村、又兵衛に向かって来る。

　数千、数万にも達する羽虫の大群だ。

　すべてが爆弾になり、爆発が連れん鎖さすれば手て榴りゆう弾だん数発分にも相当するだろう。

「どないするん？　真さな田だ幸村、後ご藤とう又兵衛！」

　笑いとばす興秋。

　対して幸村は、

「これほど大量の羽虫、もはや撃げき墜ついするもままならぬ。しかして、逃げても同じこと。ならば……！」

　下がらず、大鉄扇を二枚ともにかまえた。

「真田流奥おう義ぎ！　風ふう花か旋せん舞ぶ翔しよう!!」

　大きなストロークで扇あおぎ、風を巻き起こす。

　風を送るのではない、作り出していた。

「なんやて!?」

　興秋が目を見張る。羽虫がすべて、風に飛ばされて逆流してくる。

　幸村の「風」の能力。風花旋舞翔は、大人の男を難なく吹き飛ばすほどの風力がある。秒速五十メートルを超こえていた。

「きゃぁあああっ！　……て、悲鳴上げるとでも思うたか！　後ろ見てみぃ！」

　興秋は飛ばされると見せて、樹上へと飛び移っていた。

「後ろ、じゃと！」

　幸村が背後を振り返かえる。そこにも、

「幸村さま！」

　大量の羽虫が。

　蚊柱を見せて前方へ注意を引き付けながら、興秋はふたりの後方へも羽虫を回り込ませていたのだ。

「間に合わぬ！」

　向き直り、ふたたびの風花旋舞翔を放つには、コンマ数秒が足りない。だがここで、

「はぁぁああ！」

　又兵衛が鑓を繰り出した。しかも、突くのではなく、横よこ殴なぐりに払う。

　本来であれば、鑓において予備動作に等しい動きだ。しかも羽虫の大群相手に、空気をわずかにかき乱すほかない、と見えたのが、

「水の楯たてか！」

　幸村が思わず声を上げる。

　又兵衛の鑓先が通った空間に、大量の水が、いっしゅん空間に壁を作る。そこへ羽虫が突っ込むと、次々に溺おぼれていく。

「水使いやったんか、あの大女！」

　樹上の興秋が舌を巻く。しかし、

「けど、水程度で防げるかいな。羽虫はまだまだおるで！」

　たしかに水の楯は瞬間、空間に水の壁を作ったが、重力に逆らえるわけではない。すぐに落ちる。

　羽虫の爆弾は、最初の数百匹ぴきを犠ぎ牲せいにしても次の数千匹が来る。

「それなら、わらわの出番じゃ！」

　だがその数百匹でよかった。

　その猶ゆう予よに幸村は向き直り、新たな風花旋舞翔を放つ。竜巻にも似た突とつ風ぷうが、すべての羽虫をまたも吹き飛ばした。

　加えて、まだ空中にあった水もまた、風を得て水すい滴てきのつぶてに変わる。

　液体の水も高速で噴ふん射しやされれば金属をも貫くように、無数のつぶてが羽虫を粉々に粉ふん砕さいする。

　バババ、バババ！　飛ばされた羽虫が連続的に爆発した。幸村は大鉄扇を楯にして爆風をかわした。

　しかしそれだけでは収まらない。

「虫だけやと思うとらんやろな！　こっちが、本命や！」

　ふたりが虫に注意を向けていた隙すきに、樹上から近づいた興秋が襲いかかった。背中の刀を肩から抜ぬく。

「又兵衛、気をつけよ！　ヤツは奇き妙みような握にぎりをしておるぞ！」

　幸村が気づいたとおり、興秋の刀を持つ手はふつうと逆。柄を握ったとき、親指側に鍔つばが来るのが通常なのが、小指側に来ている。

「あれは忍びの……」

　又兵衛が言う。

　忍びが脇わき差ざし、小こ太だ刀ちなどを振ふるうときの握り。その目的と効果は、

「徹てつ底てい的てきな接近戦に持ち込むつもりじゃ！」

「だったら、どうや！」

　幸村の言葉より早く、興秋は又兵衛の鑓をかいくぐり、幸村の大鉄扇の楯を蹴けりつけて、着地していた。

　それも、ふたりの間に割って入る形。

　これでは又兵衛の鑓も、幸村の風花旋舞翔も使うことができない。

　それを見み越こして、

「ほうら、どや？　どや！　どやぁああ！」

　暴れ回る興秋。

　興秋の得物は刀というより暗器に近い。

　柄つかはついているが、大きな鍔の先は分厚い刃やいばの剣けんで、強い曲線を描いた三日月の形。どちらかといえば青せい竜りゆう刀とうなどに近いものだ。

　それを逆手握りで存分に振るう。

　リーチはないが、手が届くほどの接近戦だ。拳こぶしや蹴りもふんだんに織り交ぜてくる。体術と一体化した剣が興秋の得とく意い技わざだった。

　たまらず、防戦いっぽうに追いやられる幸村と又兵衛。

「下がれ、又兵衛！　こやつと距きよ離りを開けるのじゃ！」

「は、はい、幸村さま！」

　ふたり、同時に跳び退すさった。それは興秋との距離だけでなく、幸村、又兵衛のふたりも大きく離れることを意味する。

　そこへ、

「これを待っとったで！」

　興秋が大きく跳ぶ。ほぼ幸村と同時に、幸村を追いかける軌き道どうだ。

「な、んじゃと！」

　これでは幸村は、興秋からは離れられず、又兵衛とだけ離れることになってしまう。それも、幸村は後退、興秋は前方へ追い込む最悪の形。

「幸村さま！」

「この勝負、もろたわ！」

　興秋の三日月刀が幸村を襲う。幸村は大鉄扇を二枚組み合わせて楯とするが、

「きゃぁあっ！」

　その一枚が簡単に弾はじき飛ばされる。

　興秋には両手、つまりもう一いち撃げきがある。楯の半分を失った幸村は、興秋の二手の攻撃に対して守りが一手。

　防ぐ術はない。

「悪いな！　弱すぎるもんには、資格が与あたえられへんのや！」
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　がら空きになった幸村の胸むなもとから逆袈け裟さに、興秋の剣がその首を掻かき斬きる。又兵衛の鑓も間に合わない。

　と、見えた刹せつ那な、

「まことにそうかの？」

　幸村が笑った。

「ぅ、ん？　なにを笑ってやが、る……!?」

　興秋も一流の武芸者、それを喰くらうまえに感じた。

　かろうじて、振り返りざまに剣を送ることで、対処することができた。

　ガキッ、ン！　鋭い金属音が響く。弾かれたのは、幸村の大鉄扇だった。

　興秋に迫せまられ、その剣で弾はじき飛とばされたはずの大鉄扇。

　と見せかけて、幸村は自ら大鉄扇を放っていた。

　もともと投とう擲てきすることもできる得物。ブーメランのように弧こを描いて、興秋の背後に飛来する。

「わらわの扇おうぎにはこんな使い方もあるということじゃ。見知りおけ！」

　言いながら、手に残ったもう一枚の大鉄扇を繰り出す幸村。

　これを、自分から攻せめていっている興秋なら簡単に防げたろう。幸村の大鉄扇二枚に対して三日月刀二枚なら遜そん色しよくないからだ。

　けれど、後ろから来た大鉄扇に抗こうするため、その姿勢は乱れている。

　簡単に、幸村の手ずからの大鉄扇を喉のど首くびに突きつけられてしまう。

「う……！」

「勝負あった、ようじゃな。さて、しゃべってもらおうぞ。誰のさしがねでわれらを襲ったのか、じゃ」

　幸村が不敵な笑えみを浮かべた。

「幸村さま、おケガは！」

　そのころにはもう又兵衛も駆かけつけている。興秋は完全にふたりに挟はさまれ、逃のがれようのない窮きゆう地ちに陥おちいった。

「やれやれ、こいつはちぃと、まずいようやな」

「ちぃと、ではないわ。あらいざらい話してもらおうかのぉ」

　そう幸村が言ったときだ。

　不意に、視界に入る影。

　というより、幸村の顔面に、ぺたっ、と張り付いたものがある。

「ん？」

　もぞっ、さわさわ……動くそれ。真っ黒い蜘く蛛もだ。けっこうな大きさ。手足を広げると十センチ以上ある。

　幸村の頭上、枝から糸を伝って下りてきたのだ。

「きゃぁあああっ！」

　弾かれたように飛び退のく幸村。顔の蜘蛛をはたき落とす。が、蜘蛛は器用にも又兵衛のほうへ、

「幸村さ……あっ、ぅぅ！」

　又兵衛も蜘蛛は得意ではないようす。

　しかし今はそんな場合ではかった。ましてその蜘蛛は、

「伏ふくせよ、又兵衛！」

　興秋の放った爆弾かもしれないのだ。

　だが、とっさに伏ふせるふたりに対して、

「ざんねん！　そいつはタダの蜘蛛だ。自分の放った爆弾やない！」

　言い放つと、興秋はもう樹上へまで達している。

「待て！　逃にげるでない！　わらわの問いに答えぬか！」

　幸村は叫さけぶが、

「もうとうに答えは出とるやないか。おまえさんの中でな！　ほな、おいとまや！　はははははっ！」

　高笑いを残して、姿を消す。

　林の中に残ざん響きよう音おんが徐々に小さくなっていく。

「行ってしまったか。勝手に襲ってきて勝手に去っていく。これほど勝手なヤツもおらんな、細川興秋」

　ため息とともに、幸村が吐はき出す。

　だが、一方的に戦いを挑いどまれ、命にかかわる窮地に陥ったにもかかわらず、その表情は暗くない。

「何物だったのでしょうか」

「ふむ。まだ確信は持てぬが、わらわの推理が正しければ、もう上方も動いておる、ということのようじゃな。偶ぐう然ぜん出会ったとも思えぬ」

「試ためされた、と」

「そうじゃのぉ。じゃがそうだとすれば、十分に応こたえてやったのではないか。正直、楽しい気もしたしのぉ」

「はい」

　あれだけの目にあってなお、楽しいと言える幸村、又兵衛だ。

「遊びはこれまでじゃ。時を過ごした分、急がねばならぬ」

　幸村が言い、又兵衛がうなずく。

　ふたたび又兵衛が幸村を肩かたに、と進み出たときだ。

「あれは……」

　木の枝に、なにかが引っかかっている。又兵衛なら十分に手が届く場所だ。

「気をつけよ、又兵衛！　なにが入っておるかわからぬぞ」

「はい……」

　幸村に言われ、又兵衛が近づく。十分な注意を払うが、又兵衛の嗅覚にも、幸村の感知力にも危険は感じられない。

「だいじょうぶなようです。幸村さま、これを」

　又兵衛が枝から取ってさらに臭いを嗅かぐなど確かめ、幸村に差し出した。

「うむ」

　幸村の顔色が変わる。

　錦にしきの帛ふく紗さを見るだけで、それがとんでもなく豪ごう華かな、あるいは格式の高いものだとわかった。

　さらに帛紗をめくってみて、

「これ、は」

　手が止まった。幸村の手が、というより身体が震ふるえる。

「幸村さま」

「又兵衛！」

　突然の大声に、驚く又兵衛。

「は、はい」

　見ると、幸村は、ギュッと険しく目元を結んでいる。とてつもない緊張。初めての感情に揺ゆさぶられている。そんなふうに見えた。

「われらの行き先が決まったぞ。もう迷いはない。いや、これまでのこともすべて、間ま違ちがってはおらなんだ。そうたったいま、わかったのじゃ」

「幸村、さま……」

　又兵衛はその名を呼ぶことしかできなかった。

　顔を上げた幸村の目に、みるみる涙なみだが溜たまったかと思うと、こぼれ落ちる。けれど表情は輝かがやくような明るさをたたえていた。

「もはや一刻も無む駄だにできぬ。行くぞ、又兵衛！」

「はい、幸村さま！」

　いまは説明を乞こう必要もない。いずれ幸村がすべてを話してくれる。又兵衛にも自信がみなぎって来る。

　ひざまずき、幸村を背中へと誘さそう又兵衛。その肩の上へ、幸村がまたがる。

「いざ参る！」

「はい」

　が、又兵衛が立ち上がったとたん、

「ひっ？」

　ぴと。幸村の顔にまたなにかが。

　こんどは小さく、むにゅむにゅとやわらかく、全身に毛の生えた……、

「ひゃぁあああっ！」

　毛虫にはやはり勝てない。たとえ爆ばく弾だんでなくとも、な幸村だった。
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「どういうことなのです。あの子たちは……」

　地下の封ふう印いんされた予備制せい御ぎよ室しつ。

　しだいに濃こくなる江え戸ど城じよう深しん奥おうからの毒の「氣」は、霧きり壺つぼの方さえも蝕むしばみつつあった。さらに、

「魂こん魄ぱくが、地中から湧わき出いでて来ています。鎮ちん護ごの柱は、その力を完全に……この御お城しろは、大おお江え戸どは、もう……！」

　無力感が全身を苛さいなむ。

　完全に機密にされているため、この予備制御室まで火の玉はまだ入っては来ない。しかしそれも時間の問題に思える。

　予備培ばい養よう槽そうの稼か働どうによって送り出した新たな四し天てん王のう「剣姫マスターサムライ」たちは、身体こそ死んだ四人と同じであっても、精神はまったく不完全だった。

「心というものは、人が人として生きて生活して経験して、作られていくもの。たとえ三年あまりとはいえ、あの子たちには『心』があった。今、予備の身体をいくら目覚めさせても、あの子たちにはならない」

　しかし霧壺の方も、四人の再生プログラムを怠ったわけではない。

　新たな器に、バックアップされた四人の人格をコピーしているはずだった。しかしできあがったのは、

「心のない、うつろな器だけ……うつろ、な」

　それどころか、その身体は最初からなに者かに乗っ取られているようだった。

　はっ、と思い当たる。

「電脳網もうの中にまで、まさか魂魄が……それでは、この御城はもう、すべて……！」

　ジジジジ！　漏ろう電でんしているかのような雑音とともに、一斉にすべての計器が点ついた。操そう作さ盤ばんが、動き始める。

「なんです。わたしはなにも」

　狼ろう狽ばいする霧壺の方の前で、操作盤は物理的なスイッチ類の動きなしに、次々とさまざまな機械的命令と処理を繰り返す。

　必死に止めようとする霧壺の方。しかし、ついに、

「ぁあっ！」

　バチッ！　その手を払いのけようとするように、火花が散った。続いて、部屋中の照明が点滅めつする。

　ガタン……ブブブブ。背後で大きな物音がした。新たな培ばい養よう器きが覚かく醒せいモードに入った音。そして急速覚醒のプロセスが実行されていく。

「いけない！　心を持たない身体は、ただの器にしか……魂魄たちのかっこうの器になってしまうことを、どうしてわたしは！」

　だがもう遅い。遅すぎた。

　予備の培養器はその覚醒プロセスを終え、密閉されていた容器を開く。

　中から大量の溶よう液えきが噴ふきだし、床ゆかに流れ広がる中、封印されていた白い裸ら身しんが新たな鼓こ動どうをその胸に打ち始める。

　しかも、それだけではなかった。

　それまでになかったモーター音と振しん動どうが、辺りを満たす。

「今度は、なんです？」

　それは霧壺の方さえも知らない、この施し設せつの最重要機密だった。

　偽ぎ装そうされた壁一枚の向こうにある、四天王「剣姫マスターサムライ」のための最強装備。

　壁が開く。

　錆さびたレールの上を滑かつ車しやが動くきしんだ音。悲鳴のようにも聞こえる。重い扉とびらが身を震わせながら観音に開いた先にあるもの。

　大鎧よろい。

　通常型鎧の数倍の大きさを持つ。

　整備架の上でまどろんでいた機械の塊かたまりが、目を醒さます。

　無数ともいえるさまざまなチューブ、コードを連結された巨きよ体たいが、身み震ぶるいしながら身を起こしていく。

「こんなものまでが、必要だというの。まさかこれも、器……！」

　身体からだ中じゆうのコードを引きちぎりながら整備架を離はなれた大鎧が、わずかに向き直った。霧壺の方に、目にも等しい複眼のレンズを向ける。

　大鎧の顔が笑ったように見えた。








伍◆魂魄の依代
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「……ここは」

「なん、ですの。あの柱は」

「お兄ちゃん、なんだか怖こわいよ」

「ウキュ」

　宗むね朗あきらたちはとうとう核かく心しんにたどり着いていた。

　江え戸ど城じよう本丸大天守、その直下数十メートルの深層にある大空間。天てん井じようが見えないほどの高さまで、その中心の柱は続いている。

　不思議なことに、さっきまでピークに達していた不快な波動は、いまはウソのように収まっていた。

　波動そのものがなくなったというより、今にも噴き出して来そうなのを、なにかが抑え、静めている、そんな気配。

「この……柱が。御城の天守閣まで達してるのか？　天守閣の、大黒柱とでも。その根もとがこんなところまで」

　柱といっても、直径で数十メートルほどもある。まるでそれ自体がひとつのそびえ立つ建物のようだ。

　近づいて見ると、木き肌はだは相当の年月を経へたものであるのがわかる。

　樹じゆ齢れい数百年という大木がそうであるように、あちこちがひび割れ、一部は剥はがれ落おち、また表面は石のように硬かたくなっていた。

　何本もの巨きよ大だいな注し連め縄なわが回されているが、これも古びて腐くさり、紙し垂では切れて落ち、注連縄自体、今にも解けそうだ。

　しかしもっと異様なことは、

「ここにも火の玉が。いや」

「火の玉がいっぱい！　ここからも出てきてるの！」

　十じゆう兵べ衛えの言うとおり、柱の下の地面がひび割れ、そこから火の玉が湧き出だして来るのがわかる。

　まるで地面一面が、青白く光って見えるほどだ。

　火の玉は柱に寄より添そい、からみつき、

「柱を、壊こわそうとしているようにも、見えますわ」

「ウキュゥ！」

　兼かね続つぐが言い、同意するように佐さ助すけ。

「もしかすると、この柱が御城を……大江戸を守っていたんじゃないのか。それが、なにかのきっかけで壊れて……」

「そのとおりだぜ！」

　不意に、新たな声が響ひびいた。

　宗朗たちの背後に、ふたつの人影が現われる。

「あ！　マエダケさん！　トンカツさん！」

　十兵衛が声を上げる。

「前まえ田だ慶けい次じ、こんなところにいたんですの!?　ぁ、痛た！」

「ウキャ、キャゥ！」

　佐助も飛び出し、その佐助に髪かみを引っ張られるように兼続も駆け寄ることに。最初に気づいた十兵衛は、もう慶次に抱だきついて、

「マエダケさん、マエダケさん、十兵衛、会いたかったよぉお！」

　頬ほおずりを繰くり返す。

「お、おう！　俺おれも会いたかったぜ、ハハハ！　はは……ぁ」

「じーっ」

　そんな姿を、声に出してまでじっと見ている景かげ勝かつ。

「マエダケさんマエダケさんマエダケさん！」

「は、ははは！　まぁ落ち着け。俺が来たからには、もうぜんぜんだいじょうぶ！　てほどでもねえがな。正直、少々かなりピンチだぜ」

　ようやく十兵衛が離れて、苦く笑しよう混じりに慶次が言う。

「教えてくれ。この柱はなんなんだ。この空間は、いや、この御城は……！」

「あわてるな。俺が知ってることはみんな教えてやる」

　そう言うと慶次は背後を振り返る。

　柱に視線を向けて、

「あれは……鎮護の柱だ。御おん柱ばしら、なんてふうにも呼ばれてる」

「鎮護の柱。この御城を、大江戸を鎮護する……」

「こいつはな。天守閣の天てつ辺ぺんまで届いてる。何百年、それ以上生きたかもわからねぇ大木だ。もとは出雲いずもの大おお社やしろを形作っていた柱だって言うぜ」

「そんな柱が、江戸城に」

「ああ。この城と大江戸を護まもるって言ったな。もちろんそうだ。だがそれ以上に、この大日本、いや、この国が日ひの本もととまだ呼ばれていたころからこの地で、この国を守護している柱なんだぜ」

　あまりに悠ゆう久きゆうなスケールに、いっしゅん言葉を失う一同。

「で、でも、この御城ができて五百年くらいですわよ。それよりまえは」

「もともと江戸城は太おお田た道どう灌かんの時代に……」

「それよりまえには、この地に砦とりでがあった。水に囲まれて、守られた要よう衝しようの地だから」

　宗朗、そして景勝が言い、

「この御柱が立てられたのは、いまのこの江戸城が作られたときだがな。それ以前から同じような守神、鎮護の御ぎよ物ぶつが置かれていたらしいぜ。必ず、な」

「必ず……で、いまのこのありさまはなんですの？　あの火の玉は？　だいたい、なんでそんなに事情に詳くわしいんですの？」

　兼続の疑問に、

「ダテにずっとこの城に潜せん伏ぷくしてたわけじゃないんだぜ。大おお奥おくの、あのお姫ひめさまの侍じ女じよになっていろいろ探さぐらせてもらったからな」

「千せん姫ひめさまの」

　そこは宗朗も気になるところだったが、

「あれは怨おん霊りよう、悪あく霊りよう」

「お、お、怨霊～！」

　景勝の言葉に、ひるむ兼続が流してしまう。

「正確にいえば、怨霊と化した地の霊れい、だな。そいつをなぐさめ、鎮しずめていたのが鎮護の柱なのはわかるだろう。御柱が疵きずつき、効力を減じた結果、地の底から霊が湧き出でて来たんだ」

「それはなぜなんだ。いまになって、どうして」

「そいつはおまえたちが、四し天てん王のう『剣姫マスターサムライ』を倒たおしたからさ」

「十兵衛たちがちろにゃんたちを？」

「倒したのと、この火の玉が？」

「ウキャゥ」

　意外な答えに、戸と惑まどいを隠かくせない十兵衛たち。

「そいつはだな」

　慶次が言おうとしたときだった。

　鎮護の柱を挟んで対面の、大だい洞どう窟くつの壁かべがとつじょ崩壊した。続いて起こる。地じ震しんのような震しん動どうと轟ごう音おん。

「うぅぅ！」

「なんですの！」
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　地割れをも伴ともなって、崩壊した壁の穴から出てきたもの。

『ホヌォォヮァァゥゥゥァオ……！』

　名状しがたい、鳴き声にも聞こえる音を発しながら、うごめく黒い塊。よく見ると、油でも塗ぬったようにギラギラ光る、そんな部分もある。

「キュゥゥゥ」

　佐助が怯おびえたように兼続の頭の上へ駆け上あがった。

　とほうもない大きさ。

「……鎧よろい、ちろにゃんたちが乗ってた」

　十兵衛の言葉に、無意識に全員がうなずく。

　鎧兜かぶとを巨大化した形状や細部は、まさしく忠ただ勝かつたちの鎧。しかし、さらに倍以上大きい。

　霧きり壺つぼの方かたが見た「大鎧」だ。

　ところが満足に歩けないのか、四よつん這ばいで這はうように動く。

　首や手足の関節も異様な方向に曲がっていて、禍まが々まがしい印象を強きよう烈れつに振りまく。まるで、まだ人の形に慣れない、別の者が操あやつっているようだ。

『ォォォォゥゥゥゥゥホゥォ』

　うなり声のような機械音とともに、大鎧が首を動かす。それとは別に、顔の中央にある複眼がグリグリ動く。

「そうか、あんなもんまでが出てきやがったか。それもここまで、来るとはな」

　慶次の表情も険しい。

「あれはなんですの？　わかりますの？」

「ああ。あいつは大鎧って呼ばれてる。四天王『剣姫マスターサムライ』全員が乗り込むことのできる、最終決戦武器だ」

「最終」

「決戦！」

「ウキュゥ！」

　宗朗たちの視線の先で、大鎧はいまだ四つん這いで這い回まわる。ときおり顔を上げて辺りを見回し、

『シュヒェェェエエエエ！』

　吠ほえた。

「じゃあ、あの中には、やっぱり忠勝たちが乗っているのか!?」

　そう言って、宗朗は十兵衛を見た。

　十兵衛はけんめいに、大鎧を見つめている。その鋼鉄の胸むな板いたの向こうに、忠勝がいるのを見み透とおそうというようだ。

「十兵衛」

「ううん、いないよ。ちろにゃんじゃない」

「わかるんですの？」

　兼続の問いにも、十兵衛は首を振る。

「ちろにゃんは、あそこにはいないよ。もう、わかったの」

　十兵衛の言葉に、慶次が言う。

「あの大鎧に四天王は乗ってる。でなきゃ動くわけがねえ。けどな、心が、ない」

「心がない、ですって？　じゃあ、地下道で襲おそってきた四人と同じですの？　見かけは同じでも、ぜんぜん違ちがいましたわ。そう、心がない、ような」

「心がない身体は、悪霊の容器にはうってつけだ。おそらく忠勝たちは、おまえたちと戦って討うたれた」

「死んだ、ということ……」

「いや、最後の最後に、あいつら四人……三人かもだが、自分から死を選んだ。わかってたんだろう。あいつらにとって、いまの身体は容器でしかない。容器が傷つき、ダメになったら、乗のり換かえればいい。予備の身体がある。鎧もあいつが、な」

　慶次の視線が大鎧を追う。

「じゃあ、ちろにゃんたちは」

「そうだ。最終モードってやつらしい。いまある身体を捨てて、予備の身体に乗のり替かえる。バックアップの人格をそいつに流し込む。ダウンロード、だな。ところがうまくいかなかった。なに者かが、ソフトウェアを書かき換えた」

「ソフトウェアを……誰だれかが」

「いったい誰が」

「そんなこと言ってる場合に、見つかったようですわ！　来ますわよ！」

　兼続が視線を送る先で、大鎧がこっちを見た。見つけた。

『シュシュルシュ……！』

　首をかしげ、音を発すると、猛もう然ぜんと向かってくる。四つん這いで、手足を全部使っての突とつ進しんだ。

　地下とはいえ、十分な空間がありながら這い進んで来るのは、奇き妙みようなだけに恐おそろしい。

「ウキュ！　キュ！」

「あれって、あんなふうにしか動けないのかな」

　十兵衛が言うと、

「いや。ふつうに刀とか鑓やりとか使うはずだぜ。あんなふうなのは、悪霊どもに乗っ取られてるからだ。ただ悪霊っていっても……」

　慶次の説明が途と中ちゆうで途と切ぎれる。

　大鎧が突っ込んできたからだ。全員が飛び退き、散開する。

「気をつけろ！　つかまれると生気を……『氣き』を吸われるぞ！」

　ところが慶次の警告より、いっしゅん早く、大鎧が意外なほどすばやく回り込むと、腕うでを伸のばしてくる。それは兼続を狙ねらっていて、

「ひゃぁああっ！　来ないで、ですわ！　あっち行け、ですわぁあ！」

　飛び退きながらも、大おお鎚づちを振ふるう兼続。

















　ドリル面が回転しながら、大鎧の手にぶち当たる。

『シュェェェエエエエ！』

　大鎧が「声」を上げる。

「苦痛を、感じているのか」

　宗朗が言う。しかし大鎚で打たれた手を引っ込めるでもなく、そのまま兼続を鷲わしづかみにする。

「きゃぁああ！　ぅぐ、ぅ！」

「兼続！」

「ぐつぐっちゃん！」

「ウキュゥゥ！」

　果か敢かんに飛び出したのは佐助だった。一いつ瞬しゆんで「剣姫マスターサムライ」の姿になると、両手の大きな爪つめを大鎧の手に突つき立たてる。

「ゥグルルル！」

　さらに噛かみつく。

　しかしこの程度では、大鎧の外面装そう甲こうも破ることはできない。大鎧の手だけで、佐助の身体の倍ほどもある。

『フシュルシュ……』

　振りほどこうとしてできないとわかると、無理な体勢からもう片方の手で佐助をつかもうとする大鎧。

「危ない！」

「さっちん、逃げて！」

　その手が、止まる。

『シュシュ』

　大鎧も不思議そうに首を傾かしげる。その手に、無数の木の根がからまっていた。

「佐助の、『草木』の『氣』が！」

「すごいよ、さっちん！」

　この間に、と兼続を救い出そうとする宗朗と十兵衛。しかし何度斬りつけても大鎧の装甲はびくともしないどころか、

「ぅううう……」

　兼続がうめく。その顔色が、鑞ろうのように白くなっていく。

　そのうえ、大鎧を縛しばり付つけるように留とどめていた木の根が、

「お兄ちゃん、あれ！」

　十兵衛が気づいて指さす。

　若々しく、生気にあふれていた根が、あっと言う間に硬く節くれ立ったと思うと、こんどは枯かれ始めた。



　　　　　３



「ウキュゥ！」

　この影えい響きようを佐助も受けているのか、大鎧の手にしがみついていられず、離れる。根は干からびたように白くひび割れ、バラバラと割れ落ちた。

「『氣』が吸い取られているのか。……まずい、兼続を早く助けないと！」

　宗朗は焦るが、大鎧は兼続を離さない。

「どいてろ、これで……！」

　慶次が叫んで、持っていた大傘を大鎧に向ける。

　閉じた大傘の先せん端たんが、大砲のように火を噴くと「氣」の砲弾が撃ち出された。狙い違たがわず、大鎧の手首に命中する。

『シィィェェエエエエ！』

　悲鳴にも似た怪音を上げながら、大鎧が身を翻ひるがえす。握にぎっていた兼続を取り落とした。

「兼続！」

　危険をかえりみず駆け寄った宗朗が、かろうじて兼続の身体を抱き留めた。さらに暴れる大鎧が弾き跳ばす破は片へんや瓦が礫れきから身をもって兼続をかばう。

「だいじょうぶか、兼続！」

「ぐつぐっちゃんが、おばばぐつぐつさんになっちゃうよ！」

　十兵衛の言葉に、

「だ、誰がおばばですの！　そんなの、なっていません、です、わ！」

　さっきまでの鑞のような肌はだが、みるみる赤みを帯びて桜色に戻ってくる。

「すげえな、『将』の力は。もう兼続の『剣姫マスターサムライ』の『氣』が、もとと同じに戻ってやがる」

　慶次も目を見張る。

「よかった、兼続！」

　よろこぶ宗朗に、

「な、なんですの。わたくしはこのくらい全然なんでも」

　虚勢を張る兼続だが、その身体は抱きかかえられたまま。宗朗の顔が近いのに気づき、血色が戻ったのとは違う朱しゆに、みるみる頬が染まっていく。

　ところが、

『ミシュシュシュ、フシュシュルシュル』

　異音を発しながら、ふたたび大鎧が迫せまる。慶次の砲撃も、大きな傷を与えてはいなかった。

「どうやら、いっぺんあいつを倒さねえと、柱を守ることもできねえようだな」

「慶次、いっしょ」

　慶次と景勝が大鎧の向こう側へ、すばやく回る。

　宗朗たちとふた組で、大鎧を挟み込む形になった。

『シュシュルシュ……』

　右、左、と頭をめぐらせながら、大鎧が宗朗たち、慶次たちを交互に見る。

　どちらにも向き直ろうとしてか、さかんに頭も身体も回し、その場でぐるぐると這い回る。

「つかまれたら面倒ですわよ！」

　宗朗から離れ、果敢に大鎚を振り上げる兼続。

「よし、波状攻こう撃げきを仕し掛かけるんだ。ひとりが攻撃したらすぐに次、と、敵が対応できない素早さで、入れ替わる！」

　宗朗の指示だ。

「野や獣じゆう宗朗にしてはいい作戦ですわ。それならこのわたくしが一番に、さっきのお返しですわぁぁああ！」

　真っ先に突っ込んでいく。

『シィェェエエ！』

　すかさず手を伸ばしてくる大鎧を、

「なんども同じ手は食いませんわぁ！」

　かいくぐって、兼続はドリル大鎚を叩たたきつける。肩の装甲に当たって、火花を散らせた。

「次は十兵衛だよ。ぇぇえええい！」

　兼続の攻撃が終わらないうちに、十兵衛が飛び出す。その刀が大鎧の顔面を狙う。

『フシュェ！』

　別の腕を伸ばそうとするが、兼続に向けていたために遅おくれた。しかし十兵衛の斬ざん撃げきは踏み込みが甘く、大鎧の顔までわずかに届かない。

「キュキュゥ！」

　十兵衛が戻るまえに、佐助が跳とんで大鎧の背中にとりつく。爪を立て、噛みつくが、これも不発。

「ぉぉぉおおお！」

　宗朗もまた、大鎧に居合いで斬きりつけるが、その腕に刀傷をつけることすらできない。

「そぉれ！　連れん傘がさ氣き砲ほうだぜ！」

　慶次の大傘の先端から、続けて「氣」の砲弾が撃ち出される。高速で大鎧に向かうと、次々と着ちやく弾だんした。

「透とう鉄てつ矢し弾だん」

　景勝がつぶやき、弓をかまえる。ふつうではありえない速さで矢をつがえ、まさに矢や継つぎ早ばやに射る。

　さらには、

「榴りゆう散さん矢し弾だん」

　多くの矢を一度につがえて発射する。いっせいに放たれる矢は、五本以上にもなった。

『ミシィィェェエエエ！』

　しかし、

「ちっ、硬すぎるぜ！」

















　慶次の「氣」弾の連射を浴びて大鎧はのたうち回るものの、爆ばく煙えんが晴れると大鎧に目立った損傷はない。

　景勝の「透鉄矢弾」は、本来の矢が景勝の「氣」で、鉄さえ透とう過かしてしまう矢になったものだ。

　以前、幸ゆき村むらとの戦いでは、楯たての大だい鉄てつ扇せんを透過して幸村を襲った。

　しかしとっさに幸村が歯で受けて、それ以上の被ひ害がいはなかった。

　もっとも、景勝が幸村を試すために、一本だけ矢を放ったのであって、いまのように数本を次々に射られては幸村も無事ではいられなかったはず。

　ところが、矢が外面の装甲に吸い込まれていくものの、大鎧はいっこうにダメージを受けた気配がない。

「中まで悪霊の『氣』で満ちてる。装甲を通っても無効化されちまうのか」

　慶次が言うとおりだった。

　こうなると、榴散弾のように多数の矢が目標物手前で爆発し、爆風と破片を降らせる「榴散矢弾」も効かない。

『キシュァァア！』

　再び突っ込んでくる大鎧を全員でけんめいに避けながら、宗朗たちは鎮護の柱の間を走る。

　だがひび割れた地面からも染しみ出すように火の玉が浮かび上がってくる。それぞれの得物で斬りながら、叩きながら走るだけでもそうとうの難事だ。
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「鎮護の柱を守る……もとに戻すためには、どうしたらいい!?」

　慶次に並びかけた宗朗が言う。慶次は応こたえて、

「おう！　鎮護の柱は、いわば結界を張ってたんだ。その結界を支えていたのが、『将』と『剣姫マスターサムライ』の力。つまりは徳とく川がわ将軍とその『剣姫マスターサムライ』さ」

「じゃあ、千姫さまのお母さんで、将軍正室の」

「ああ。霧壺の方だ。霧壺の方は、現将軍の慶よし康やすと契りを交かわし、将軍の『剣姫マスターサムライ』になった。それだけじゃなく正室になって、世継ぎや姫を生んだ。正室としては当然だが、『剣姫マスターサムライ』の力を失うことを意味するのさ」

　その言葉に驚おどろいたのは宗朗だけではない。

「『将』と『剣姫マスターサムライ』が、その、ちゃんと……結ばれたら『剣姫マスターサムライ』の力が失われますの？　『剣妃サムライブライド』になるんじゃなかったんですの？」

「ゆっきーや千姫さんが、そう言ってたよ、ね？」

「ウキュキュ！」

　いつのまにか走りながら、火の玉を払い、潰つぶしながらの会話になる。

「そうじゃねえ。いや、そうなんだが……つまり『将』と人間的にっつーか、生物学的に結ばれるのが『剣妃サムライブライド』の条件じゃないってことだ」

「んー、じゃあ、結ばれても、いいのかな？　十兵衛、お兄ちゃんと結ばれ……」

「兄と妹はダメですわ！　ま、まぁ、本当の兄妹なら、ですけど。じゃあ、『剣妃サムライブライド』ってなんですの？　なんでこの柱が揺ゆらいで火の玉が……ああ、もう！　もっと簡単にひとことで言えませんのぉ！」

「それができれば、俺だって苦労はねえっての！　いいか、順番に聞け。霧壺の方の『剣姫マスターサムライ』の力が弱まったら、どうすればいい？　『将』がまた別に『剣姫マスターサムライ』を作ればいいだろ？」

「二号さん？」

「こ、こら十兵衛！　どこからそんな言葉を」

　なぜかあわてるのは宗朗だ。

「八人も『剣姫マスターサムライ』を作ってるおまえに言われたくねえけどな！　と、そんくらい徳川将軍も元気だったらよかったんだが、慶康はそうじゃなかった。『剣姫マスターサムライ』は霧壺の方しかいなかった。作れなかったんだ」

　大奥という、いわば将軍の「剣姫マスターサムライ」を作り出すための機関がありながら、慶康は自身の健康や、「将」の力の不足から、「剣姫マスターサムライ」は霧壺の方のみに留まった。

　その霧壺の方が、正室となり歳としを重ね、「剣姫マスターサムライ」の力を失う。

「そうか。この城の『将』も『剣姫マスターサムライ』も力がなくなっていく、ということは」

「鎮ちん護ごの柱の結界も、弱くなっていくんですの？」

「そのとおりだ！　だがそれがわかっていても、もう慶康は『剣姫マスターサムライ』を作れない。別の方法を探すしかねえ」

「別の方法？」

　宗朗が思い出す。

「天あま草くさとの戦いのときに加勢してくれた、御書院番のみんなが『剣姫マスターサムライ』だったんじゃないのか」

「あいつらは『剣姫マスターサムライ』じゃねえ。将軍の威光を見せるためにそう名乗ってたが、サムライの選抜隊みたいなもんさ」

「そう、だったんだ」

「なんでもいまは上かみ方がたのほうへ行ってるらしいが、この大事に出てこねぇってのが、防衛の要かなめじゃねえ証しよう拠こだぜ」

　以前、宗朗たちも会った、大おお久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もんらの幕府御書院番。「剣姫マスターサムライ」とは名ばかりだったのが、今わかる。

「じゃあ、ちろにゃんたちは？」

「あいつらは『剣姫マスターサムライ』さ、まぎれもなくな。だが慶康にはもう『剣姫マスターサムライ』を作れない。なら、どうすればいい？」

「どうするって、契ちぎることができないならどうしようもありませんわ！　『剣姫マスターサムライ』を水増しすることもできないんですし。ん？　水増し……増やす？」

　兼続のひとことに、

「よくわかったじゃねえか、トンカチ。新たに作れないなら、いまあるもんを増やせばいい。ひとりだけの『剣姫マスターサムライ』を増やす。霧壺の方のクローンを作るんだ」

「クローン、だって!?」

「じゃあ、ちろにゃんたち」

　慶次の答えが宗朗、十兵衛を驚かせる。

　しかし、話している余よ裕ゆうもまた、限界だった。

「ウキュゥ！　キュゥ！」

「慶次、もう」

　その間、戦っていたのは佐助と景勝だった。戦うというより、ひたすら大おお鎧よろいを引き付け、いなすのがせいいっぱい。

「そのようだな。どだいこんなやつがこの柱の間へ入って来れること自体、もうとんでもないピンチなんだぜ。悪霊どもがここまで押し寄せて、柱の力はどんどん弱まってる。あの大鎧だけじゃねえ。もっとすげえものが出てくるぞ」

「どうしたらいい。考えるんだ。考えろ……！」

　宗朗は自分に言い聞かせた。

（天草との戦いのときもそうだ。絶望的なところからぼくたちは……できる。やれるはずだ。できる……！）

「お兄ちゃん！」

　十兵衛が並びかける。目が、合図する。

　その瞳ひとみの奥おくに、「剣姫マスターサムライ」十兵衛の影かげを宗朗は見た。

「十兵衛、いいかい」

「うん……」

　そう言って目を閉じる十兵衛の肩かたを抱くようにつかむと、宗朗は唇くちびるを重ねる。小さな花のように開いた十兵衛の艶つややかな唇に、宗朗の唇が触ふれる……瞬しゆん間かん、

「ウキャゥン！」

　ひときわ高い、切羽詰つまった佐助の声が響いた。

「さっちん!?」

　十兵衛が振り向むくと、大鎧に佐助がつかまれている。

「キュゥゥゥ！　キュゥゥ！」

　苦しそうに鳴く佐助の顔が、しだいに蒼そう白はくに変わる。「剣姫マスターサムライ」の姿から、ポンッ！　と小こ猿ざるに変わっても逃れられない。

「まずいぜ。小さい猿さるだとあっという間に『氣』を吸い尽くされちまう！　……ぁ、待てっ！」

　慶次が止める間もなく、

「お猿さんを、お離はなしなさいですわぁぁあああ！」

　飛び出した兼続が大鎚を叩きつける。ドリル面で、佐助を捕らえている腕を狙った。

　しかし、

『シィミェエエ！』

　大鎧が吠えると、

「立った」

　それまでずっと四つん這いに近い、動物のような姿だったのが、急に立ち上がる。そればかりでなく、

「あの武器は！」

　片手に、鑓やりまでも携たずさえている。先端が三つ叉またに分かれた鑓だ。

　鑓で大鎚を受ける、と見えた大鎧に、

「ただぶつけるだけじゃありませんのよ！」

　兼続の言葉どおり、大鎚のドリル部分が分離してベーゴマよろしく飛び出した。

「直なお江え流戦鎚術！　喧けん嘩か独ご楽まですわ！」

　大きく弧こを描えがいたベーゴマが、背後から大鎧を狙う。大き過ぎる身体で、素す早ばやい動きのベーゴマに大鎧はついていけない、と見えた。

「そりゃ、俺も援護射撃だ！」

「わたし、も」

　ここぞと慶次と景勝が、砲撃と弓で援護する。

　飛び道具ならではの攻撃アシストだ。

『フシュフシュフシュル』

　しかし砲撃も矢も、大鎧は少しも動じないばかりか、飛んできたベーゴマを簡単に鑓で弾き飛ばす。

「そんな」

「これだけの攻撃も問題にはならないのか」

　と宗朗。

　慶次や景勝の飛び道具にしても、倒せないにしろ、さっきまでの大鎧を、のたうち回らせるほどの効果はあった。

　それが、

「紙かみ鉄でつ砲ぽうほども効いてねえってのか。さらに強くなってやがる」

　焦あせりの色が、慶次の顔にも現われる。

「やっぱり、十兵衛さんしかいない。頼れるときには頼る。それがぼくたちと十兵衛さんとの絆きずなだ！」

「お兄ちゃん！」

　改めて、宗朗に向き直る十兵衛。

　こんどこそ唇が触れ合あう。

「……！」

　まぶしい光。輝かがやきがあふれ出す。十兵衛の身体に「将」の「氣き」が流れ込んでいく。「将」の「氣」で変わる。

「あれが、柳生やぎゆう十兵衛か……よ」

　変身を初めて見るわけではないのに、慶次は目を奪われていた。

「きれい……」

　景勝もつぶやく。

　いままさに、「剣姫マスターサムライ」十兵衛が目を醒さます。かすかに睫毛まつげを震ふるわせながら、まぶたを上げる、というとき、

「ぇ」

　それは誰もが目を疑い、あっけに取られるような光景だった。

　あまりに、そっけないほど簡単に、それは起こった。

　大鎧の持つ鑓が、宗朗の背中をかすめた。

　まるで抵抗などないように、空気でも切り裂さくように振り抜ぬかれた鑓先が、宗朗の首筋を斬り裂いていた。

「十兵……」

　ひとことが、唇から出るのが精いっぱいだ。

　ゆっくり、崩くずれ落おちる宗朗。

「宗、ぁき……お兄ちゃん！」

　十兵衛の目が、大きく見開かれる。

　金色にいっしゅん輝いた瞳が、海の青に戻もどる。離れていく宗朗を抱き留めようと手を伸ばす。

　しかし、その魂たましいがすり抜けていくように、宗朗の腕は力なく垂たれ落ちて、身体とともに倒れ落ちる。

「宗朗ぁ！」

「宗朗」

「えっ、野獣宗朗ですの、まさか」

「ウキュゥ！」

　誰もが振り返かえり、向き直った。慶次が駆かけ寄よる。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃん！　お兄……ぁあああ」

　とりすがる十兵衛の手がみるみる朱に染まっていく。あおむけに倒れた宗朗の首筋、その後ろから血が流れ出て、石の地面に血溜まりを作った。

　大鎧の鑓は背後から宗朗の首筋を一いつ閃せんし、斬り裂いた。

　脳と神経の中ちゆう枢すうを断ち切られ、宗朗はほぼ一瞬で意識を、命を失う。

『ミシィェェェエエエ！』

　大鎧が鬨かちどきを上げるように吠えた。と思うと、

「キュゥゥゥ！」

　佐助を握っていた手のひらを開く。逃がすわけではなく、

「さっちん！」

　十兵衛たちの見つめる中、佐助が消えていく。大鎧と、そこにまとわりついた火の玉に吸収される、そんなふうに見える。

「お猿さん……きゃぁあああっ！」

　驚き、油断した兼続までも、大鎧につかまれると、

「な、な、なんですのぉ！　ぁぁぁああああ！」

　同じように吸収されて、消える。

「ぐつぐつさんも！」

「もう『氣』を吸い尽つくすってレベルじゃねえ。猿も人も、『剣姫マスターサムライ』そのもの全部を吸収しちまったんだ！」

　慶次が絶望とともに吐はき出だした。

「大きく、なる」

　景勝の言葉がきっかけでもないだろうが、大鎧がみるみる大きく、膨ぼう張ちようしていく。

　まだあちこちに漂ただよっていた火の玉が、どんどん集まり、ひとつになる。火の玉を吸収してまた大きくなる大鎧。

　すでにもとの数倍、数十メートルにもなった大鎧が、

『シィィィェエエエエ！　フシュルシュルシュ……』

　大きく叫さけび、その姿をゆらめかせたと思うと、

「消える」

　炎ほのおが消えるように、かき消えた。
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「なんです!?」

　半はん蔵ぞうが地下培ばい養よう槽そう室の天てん井じようをあおぐ。

　照明が不意に落ちたのだ。操そう作さ盤ばんは非常電源に切り替わったのか、回復するが、すぐにまた不安定に明めい滅めつし始める。

　同時にひどい振しん動どうが襲い、培養槽が基部から揺さぶられる。地中から沸わき上あがってくる轟ごう音おんと「氣」の波動。

「宗朗くんたちの身に何かが……！　御お姫ひいさまは！」

　見上げる千姫の培養槽。

　それまでゆるやかに攪かく拌はんされていた培養槽内の溶よう液えきがとつぜん激しく泡あわ立ち、中の千姫を苛さいなむように沸ふつ騰とうし始める。

　青い炎がシリンダーの中にまで侵入し、千姫の裸ら身しんを食らいつくそうというようだ。

「い、いけません！　ここまで順調な回復プロセスが。あと一歩のところで……！」

　必死に操作盤を操るが、改善の見込みはない。

「このままでは、御姫さまが！」

　唇を噛みしめる半蔵。

　地中からの振動は消え、今度は頭上から地じ響ひびきが伝わってくる。

「なにかが、外へ……また、四天王の鎧が!?」

　直感的に、半蔵は培ばい養よう室を飛び出した。

　兼続が空けた縦穴を、いっきに跳び抜ける。

「御姫さまを侵す敵を、わたしが排はい除じよしないといけません！」

　外へ。江え戸ど城じようの二の丸門あたりに出る。

　しかしそこから眺めた光景は、半蔵を絶句させるものだった。

「なぜ、こんな……」

　ずっと地下にいたことで、外のようすはわからなかった。

　黄昏時を迎えた大おお江え戸どの空が、夕陽ひの赤に染まっていた。ただし、尋常の色ではない。

「血の、ような」

　鮮血の赤。そして地平近くは、にぶい乾かわいた血の赤茶にくすんでいる。

　しかし異様なのはそこではなかった。

『シェシェシェ……フシィシィシィ……』

　真っ赤な空にそびえ立つ大鎧。

　奇怪に変わり果てた外観は、機械と物ものの怪けが溶けあったかのようだ。

　大きさは数倍にもなり、その頭は江戸城の天守閣を超こえている。

　全身が青白い炎で覆おおわれていた。

「この怪物に、宗朗くんたちは」

　立ち向かおう、という気持ちすら半蔵はなくしていた。

　ヘビにカエルが無抵抗で呑まれるように、闘志よりも諦てい念ねんが圧あつ倒とう的てきに勝って、心が重く沈しずみ込む。

　それでも、

「御姫さまを御お守まもりするために……御姫さまを、取とり戻すために、わたしは……！」

　忍にん者じや刀を握りしめる。

　すでに月が、出ていた。

　真っ赤な空に、返り血を浴びたように赤く侵おかされつつある月だ。

「御姫さま、わたしに……半蔵に、力を」

　半蔵の姿が「月」の「氣」で変わる。

　メイド服が、黒を基調とした新たな忍者装束に変わる、というとき、

「……ぁ」

　まるでなにも感じさせなかった。

　だから半蔵も受けのかまえを取るひまもない。

　大鎧の背中が不意に盛り上がると、一部が触手のように伸びる。半蔵の身をとらえると同時に巻き戻り、

「ぁあああっ！」

　気がついたときにはもう、大鎧の中に取り込まれつつあった。

「お、御姫さま、申しわけ……ござい、ませ……」

　大鎧の体表面で跳ねていた火の玉が、食らいつくように半蔵を襲おそう。無数の火の玉を浴びた半蔵は、青い炎に焼かれながら、大鎧の中に消えていく。

『シュルシュルシュルシュ……』



「お兄ちゃん、お兄ちゃん！　お兄ちゃ……」

　宗朗の身体に取りすがっていた十兵衛は、散々に号泣したあげく、放心に変わっていた。

　それでも宗朗は目を覚まさない。

　命を失った者は、永遠に起き上がることはない。

「十兵衛……」

　側にいる慶次、景勝もかける言葉がない。ふたりともに、悲しみに沈み込んでいた。

「こんなことって。こんな、お兄ちゃんが、死、ぬ、なんて……十兵衛、お兄ちゃん、護れなかった、なんて……」

　もう止まってしまった涙なみだの代わりに、唇から流れ出る言葉。

　震える身体を、いつまでも宗朗に押しつけ続ける。

　そんな十兵衛の、

「あの怪物を、なんとかしないとならねえ。気持ちはわかるが、いつまでもここで……」

　肩にかけようとした慶次が、ハッとして手を引っ込める。

「……よ、くも」

　十兵衛の肩が震えている。それも、さっきまでとは違ちがう。

　怒いかりに、身を震わせている。

「おまえ」

「よくも、よくも……よくも、よくも、よくも！　お兄ちゃんを……宗朗、を！」

　十兵衛が身を起こす。立ち上がる。

　その目が、金色に変わっていた。

　全身から、強烈な「氣」が放射される。

「うっ……！」

　思わず慶次も、あとずさりするほどの強さだ。

「十兵衛……じゃない。でも」

　景勝がつぶやく。

　十兵衛がふたりを見回した。

「われこそは、柳生十兵衛、三みつ厳よし！」

　一いつ瞬しゆん、「氣」の波動が響き渡って辺りを圧した。

　そこに、「剣姫マスターサムライ」十兵衛がいた。

　白銀の長い髪かみ。頭の上にピンと立ち上がった獣の耳。

　まるで体付きまでひとまわり大きくなったように感じるのは、「氣」の強さのせいだけではない。

「お、おまえ口づけは……キスを、したのか、いま」

　慶次の疑問も無理はない。十兵衛はつねに、宗朗と口づけすることによって出現して来た。

　宗朗のキスで直接「将」の「氣」が流れ込み、「剣姫マスターサムライ」の十兵衛が覚かく醒せいする。

　その強さゆえ、「氣」の消費もケタ違いの「剣姫マスターサムライ」十兵衛は、そうすることでしか顕けん現げんしない。

　また同じ理由で「剣姫マスターサムライ」でいられる時間も短い。

　それがいま、

「キス、してない」

　と言うのは、一部始終を見つめていた景勝だ。

「キスしてねえ、って、じゃあ」

　慶次が驚きの目で十兵衛を見る。

　その十兵衛の姿が、ときおりかすかに揺らいで見えた。

「ぅん？　おまえ、もしかして『氣』がとてつもなく不安定なんじゃねえのか。口づけなしで現われて」

　しかしもう十兵衛はふたりを見ていなかった。

　大鎧が消えた洞どう窟くつの天井、いまは地上を見透すように視線を向ける。

「許さぬ……！」

　黄金の瞳がゆらめく。頭の獣耳が、ピクンと動いた。

「お、おい！」

　気配を察した慶次が止めようとする。が、もう遅い。

「!!」

　背中の提ちよう灯ちんが白い焔ほのおを噴き上げる。一瞬で十兵衛の姿が、空中へ舞い上がった。そのまま、地下空間から、

「消え……た」



　十兵衛が現われたのは地上の空。

　大鎧の目の前だ。

「これが、宗朗を殺した……」

　殺した、その言葉を口にするだけで、十兵衛の表情が怒りに歪ゆがむ。背中の提灯ブースターをいっぱいに噴かして、大鎧に突とつ進しんしていく。

『シィェェエエエ』

　一瞬、大鎧の顔面が視界いっぱいに迫る。十兵衛は左ひだり腕うでに格納されている脇わき差ざしを開き出すと、

「滅せよ！　悪あく霊りよう！」

　身を開いてひねりかわしざま、斬りつける。脇差が大鎧のこめかみを斬り裂く、と見えたが、

『フシュルシュルシュル』

　表面を覆っている火の玉の群れが、青い皮膜となってまったく刀を受け付けない。

　それどころか、

「なに？」

　かすめて飛び去る十兵衛を追うように、

『ピピッ』

『プッ』

『ピュルッ！』

　大鎧の表面からいくつもの火の玉が分離し、つぶてとなって飛んで来た。

「そういう、ことか！」

　十兵衛の髪に付けられた刀の鍔つばが、左目に降りる。

　鍔を通して見た映像に、飛んで来る複数の青い炎がとらえられる。そのいくつもに照準が合い、

「たぁぁああっ！」

　脇差を短い振ふりで火の玉を次々斬り飛ばす。背中の提灯が何度も小刻みに噴き上げ、十兵衛の姿勢や軌き道どうを変える。

　しかしこれでは防戦いっぽうでしかない。

「一いちか八ばちか、宗朗の仇かたき……！」

　脇差を格納すると、十兵衛は腰こしの印籠に手をやる。光とともに、分厚く四角い大た刀ちが現われた。

　龍の銘の刻まれた大刀をかまえ、十兵衛は最後の飛翔に提灯ブースターを噴かす。

　大鎧の頭上をはるかに飛び超え、赤い空へ。

「どうせもう宗朗はいない。ならばわたしが生きることは、もはや……」

　反転する十兵衛。

　眼下、はるか下に大鎧が点のように見える。

「逝いけぇぇええええっ！」

　大刀をかざし、一直線に急降下していく。
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「行っちまった、か」

　鎮護の柱の間で、慶次。

「ここも、もう」

　景勝が言う。

　少しまえまで床ゆかから漏もれ出し、空中にまで漂っていた青い火の玉は、すっかり消えている。

　柱を侵すように張り付いていたものもすべて消え、鎮護の柱の間は、正常に戻ったように見える。

　しかしどこか違うのは、

「もう、柱の力を抑おさえ込むとか、壊こわそうってことが必要なくなったんだな。あの怪物に、すべてが集約されてやがる。あいつが江戸城を壊し、大江戸を火の海にし、大日本を崩ほう壊かいさせる。そのころには、この国……この大八島の地中すべてから湧わき出た火の玉とひとつになって、いまの何倍もでかく、とんでもねえものになってるだろうよ」

　柱そのものが生気を失ってしまっていた。

　それだけ言うと、どっかと地面に胡座をかいて座り込む慶次。

「慶次」

　景勝が寄り添そう。差し出す手を、慶次が握にぎった。

「どうせ日の本が終わりなら、ここで景の字、おまえとふたりだけで、いるのもいいかもな」

「景の字じゃなくて」

「トンカツさん、か？」

「違う、バカ。景勝って」

「ああ……」

　慶次が景勝を抱だき寄せる。景勝も身を任せる。

　自然に顔と顔が近づき、唇が触れ合う……寸前、

「ん？　待てよ」

　慶次が不意に顔を上げる。

「なに、慶次。いけず」

　頬ほおを染めた景勝が不満そうに言う。が、すぐに景勝も気づいた。

「おかしいぜ。『剣姫マスターサムライ』の十兵衛の『氣』の源は『将』たる宗朗だ。それでなくとも『氣』をバカスカ使う大食いの十兵衛だから、いちいち口づけして『剣姫マスターサムライ』にしなくちゃならねえ」

「一瞬ならともかく、不安定とはいえ、あんなふうに飛んでいけるのは、おかしい」

「そうだ。てことは、まさか……」

　慶次が立ち上がる。わずか離れたところに、宗朗が横たわっていた。慶次の配慮で、その上着をかけられている。

「宗朗、おまえ」

　慶次が上着をめくる。

　そこに宗朗はいた。やすらかに目を閉じ、眠ねむったように動かない。しかし、その肌はだはほんのりと赤みを帯びて張りがあり、

「ほんとに死んでるのか。おい……！」

　思わず慶次は宗朗の身体をゆすり、心臓に耳を押しつけてみる。

「どうなの、慶次」

「死んでるな。心臓は動いてねえ。なのに、いまにも目を開けそうな感じはどうなんだ。なぜ」

　そこまで言って慶次は気づいた。慶次の手が、宗朗の首筋に触れる。

「『氣』の流れが、生きてる」

「どういう、こと」

「待て、俺おれにもよくわからねえんだ。筋道立てて考えねぇと……こいつの『氣』の量がとんでもねえのは以前ダイブしてわかった。が、それだって死んじまえばパァだ。そうだろ。いや……」

　慶次の顔色が変わる。つぶやく。

「もしかして……こいつは大地から直接『氣』を汲くみ上げてるのか」

「大地……『土』の属性？」

「そんなもんじゃねえ。大地、つまりこの星そのもの。つまりは宇宙ってことで、ああああ、そんなのあるわけねぇ！　で、でも」

　慶次が宗朗を抱き起おこす。首の刀傷を見て、

「驚おどろいたぜ。治りかけてる」

「本当。もう傷口が閉じて、薄皮が張ってる」

　景勝も目を見張る。

「これで決まったな」

　もとのように宗朗を仰あお向むけに横たえた慶次は、その胸むなもとを大きくはだけさせた。裸はだかの胸、その心臓に手を当てる。

「『氣』を、送り込むのね」

「そうだ。このままでもいずれ宗朗は目を醒ますかもしれねえ。けど、傷が治るだけで、眠ったままかも。俺が『氣』を直接心臓に送り込んで、寝ねてるこいつを蹴飛ばしてやる！」

　慶次が目を閉じる。いままさに「氣」を送り込もうとするのを、

「わたしも」

　景勝が手を握った。わかっていた、というように、慶次が握り返す。

「つきあわせて悪ぃな。ちょっくら『氣』を借りるぜ。俺と景の字……景勝！　ふたり分の『氣』だ、受け取れ、宗朗！」

　慶次の手のひらが輝く。

　宗朗の胸が、白く明るく照らし出される。

　ビクンッ！　宗朗の上体が、弾はじかれるように大きく痙けい攣れんした。心臓へ「氣」のショック。止まった心臓を刺し激げきする電気ショックと同じだ。

「ぅぅぅぅうう！」

「ぁぁああ」

　そこからは、いっきに「氣」を流し込む。

　慶次と景勝のふたり分の「氣」が、宗朗を満たしていく。

　ただの量だけではない。

　ふたりの異なる「氣」が、螺ら旋せんのようにからみあい、混じり合って、とほうもない豊かさとともに宗朗をすみずみまで満たしていく。

「ぅぅぅ……まだか、まだなのか。これ以上、『氣』を失ったら……景勝、おまえだけでも離れろ。これ以上は、命にかかわる、ぜ」

　慶次が言うが、景勝は首を振る。

　ますます慶次にぴったりと密着し、

「逝くときはいっしょ、だから」

　その言葉に、慶次は驚きの表情を浮かべ、続いて真っ赤になる。景勝を自分からも抱き寄せて、

「言ってくれるぜ。よし、覚かく悟ごはできた。この命なくしても、この朴ぼく念ねん仁じん野や郎ろうに最後まで『氣』を送り届けてやる。俺たちの……愛の結晶を、な！」

　自分で言って照れたのか、慶次はわずかに頬を膨らませて顔を背そむける。

「慶次……」

　しかし次の瞬間、

「景勝……っ！」

　景勝の唇に、唇を重ねていった。

　触れ合う唇。押し付け合い、求め合い、からみ合う。

「っ、ん、ぅ……」

　どちらともなく漏れる、嗚お咽えつにも似た声。なぜか涙までがふたり、流れ出す。輝きが、さらに強く、辺りを圧するまでに高まっていく。

　慶次も景勝も、最後の輝きに真っ白く、昇しよ華うかしていく……。
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「……ぅぅ、う」

　立ち上がろうとして、宗むね朗あきらは身体が石のように固まっていることに気がついた。

　まるで錆さびた道具を無理に動かすように、強ごう引いんに身を起こす。髪がバリッ、と音を立てて、

「うぁ！」

　思わず後頭部に手をやる。まだ乾ききっていない血が手にべっとりとついて、驚く宗朗。だが傷はない。痛みもない。

　ずいぶん長いこと眠っていた気がする。

　この気だるさは、そう、たっぷりと寝坊をしてしまった朝のようだ。

　身体はすっかり回復し、むしろはちきれそうに力を溜め込んでいるのに、まだ目覚めていない、そんな感覚。

「ぼくは……」

　記き憶おくが急速に甦よみがえってくる。

（戦って……大きな鎧よろいの怪物。巨きよ大だいな鑓やりの矛ほこ先さきが……ぼくを）

　おぼえているのはそこまで。しかし宗朗はその先を感じ取った気がして、思わず身み震ぶるいを禁じ得ない。

　辺りは、静せい寂じやくというより生気を失ったような鎮ちん護ごの柱の間。

「十じゆう兵べ衛え、兼かね続つぐ、みんなは……」

　視線を移して気がついた。やや離はなれた場所に、

「慶けい次じ！　景かげ勝かつさん！」

　ふたりが、倒たおれていた。折り重なるように身体を寄せ合い、しっかりと手を繋ぎ合っている。

　宗朗が駆け寄り、助け起こそうと手を伸のばす。しかし、

「……笑って、る」

　ふたりともに浮うかべた満ち足りた笑えみを、壊してしまいそうでためらった。

　それ以上に目を惹ひくのは、ふたりの髪も肌も、鑞ろうのように真っ白なこと。それはたしか、

「兼続が『氣』を吸い取られて……でも」

　この安らかな表情は、とてもそうは見えない。

「おふたりは、あなたに『氣』を注ぎ込んで、倒れたんです」

　とつぜん、声がして宗朗は振り返った。そこに、

「義ぎ仙せん！」

　立っていたのは柳生やぎゆう義仙。

　いつぞやの忍者装束ではなく、見慣れた制服姿の背中に、得物の大おお鋏ばさみを背せ負おっている。洞窟の暗がり、闇の中に薄紫の制服がぼんやりと浮かび上がる。

「お久しぶりなんです。わが『将』柳生宗朗さま」

「どうしてここに。いままでどうやって……」

　言いかけて、それが愚問であることに宗朗は気づいた。

（いまはそんな場合じゃない。慶次を……みんなを、あの怪物を）

　宗朗の心の中を察したように、義仙が言う。

「そのとおりです。もうお気づきでしょう。宗朗さまはいちど死んだんです」

「死んだ、ぼくが……！」

　しかし、思った以上の驚きはない。やはり、との思いがある。

「生き返ったのは、前まえ田だ慶次さんと上うえ杉すぎ景勝さんが、持てる『氣』のありったけを注ぎ込んだため」

「慶次と、景勝さんが、ぼくに」

「はい。すでに兼続さん、佐さ助すけさん、それに半はん蔵ぞうさんが、大鎧に吸収されてしまいました」

「十兵衛は！　十兵衛はどうなって」

「お姉さま……十兵衛さんは、戦っています。義仙といっしょに、お姉さまのもとへ行ってほしいんです」

　義仙が手を差し出す。その手を、

「わかった。行くよ。行こう！」

　宗朗が握る。

「もっと、義仙にぴったりと、はい、もっと、です」

「こ、こう、かい」

　言われたとおりにすると、まるで義仙に抱きついている、そんなかっこうになる。義仙もまた宗朗の首に両りよう腕うでを回し、顔と顔が触ふれ合うほどに密着する。

「ぎ、義仙ちょっと、近すぎ」

「目を、閉じていてください。宗朗さま。義仙に、いま一歩の力を」

















　目を閉じた宗朗に、ふわっ、と息がかかる。

　唇くちびるが、なにかに触れる、その瞬しゆん間かん、

「ぁぁああ」

　義仙が闇に溶けていく。宗朗もともに。
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「宗朗の仇だ！　覚悟！」

　大刀をかざしながら、十兵衛が真っ逆さまに突っ込む。

『パゥ！　パゥゥ、プシャッ！』

　大鎧から打ち上げられる無数の火の玉つぶて。

　それをたくみに避け、かわし、脇差で払いながら、十兵衛は減速することなく、提灯ブースターでむしろ加速しながら落ちていく。

「はぁぁぁあああああっ！」

　灼しやく熱ねつした大刀が、今まさに大鎧の脳天を打ち砕く。

　その刹せつ那な、

『ゥミシュェェエエ！』

　突如、その頭部が開いた。

「な、に!?」

　全身を青い炎に包まれているとはいえ、硬かたい装そう甲こうを持った機械の怪物と思われていたのが、もはやその姿がすべて幻想にも似た怪物と化していたのだ。

　まさしく炎がゆらめくように頭部がふたつに割れ、大きなあぎとのように十兵衛を呑み込む。

「ぁぁあああ！」

　そののち、朝顔の花が閉じるのを超高速で見るように、開いた頭が閉じる。

『シュンミミミィィィィ』

　どこか大鎧が満足の声を上げたように見えた。



「あれ、は……！」

　義仙とともに地上に現われた宗朗は、江戸城の天守閣をはるかに超えてそびえたつ大鎧に、それ以上の言葉を無くす。

　地下の鎮護の柱の間から地上へ。

　闇の中を移動することのできる義仙の「闇」属性が、宗朗との接触でより強化された。地下から地上へ。すでに陽が落ちかけて、深い暗がりがそこかしこにできている。その闇のひとつから現われたのだ。

「十兵衛お姉さまが……倒れたようです」

　大鎧を見上げながら、義仙が言った。

「十兵衛さんが!?」

　ついに「剣姫マスターサムライ」の十兵衛までが倒されてしまったのか。その思いは宗朗を打ちのめすに十分だ。

「兼続も佐助も委員長も。千せん姫ひめさまはまだ目覚めない。そのうえ十兵衛さんまで」

「宗朗さま」

　義仙が向き直る。背中にくくりつけていた荷を解いた。

　その中に包まれていたもの。

「これは……」

　日にち輪りんを散らした鞘さやも厳おごそかな大おお太だ刀ち。

「鬼切の太刀！」

　天あま草くさの変のおり、宗朗が用いたものだ。そのもとは、幸ゆき村むらが東とう照しよう宮ぐうから持ち出だして来たもの。

　見事、天草から変じた阿あ弖て流る爲いの魂たましいを昇華させている。

「あの事件のあと、行方がわからなくなっていたものです。実は幕府が回収し、内務省の地下金庫に保管されていたんです」

「それを、義仙が」

　内務省地下金庫。そこで義仙は幸村・又また兵べ衛えと戦っている。実は義仙が先に金庫内に侵入し、鬼切の太刀を奪っていた。

「必ず役に立つものと思い、義仙、手に入れたんです。宗朗さまが使ってこそ、ふさわしいもの」

　義仙から手渡された鬼切の太刀を、宗朗が抜きはなつ。

「ぅんっ」

　美しい刀身が、残り少ない夕陽にきらめいた。しかしこの刃はが、鬼切の太刀の本質でないことを宗朗は知っている。

「幕府の手で修復され、刀の身が収められているんです」

「わかってる。よく、持ってきてくれたね」

　宗朗に言われ、義仙がよろこびに唇をほころばせた。うっすらと頬を染める。

「宗朗さまにほめられて、義仙、これにまさるよろこびはないんです。そのお言葉だけで、ずっと……」

　そこまで言ったときだ。

『シェシェシェシェ！』

　とつじょ、大鎧が青い炎ほのおのつぶてを発射する。

　前兆は何もなかった。宗朗たちは、まだ気づかれていないものと思っていた。

「危ない……！」

　義仙が宗朗をつきとばすように覆い被かぶさる。

「ぅおぁ！　だ、だいじょうぶかい、義仙」

　見上げる宗朗の目の前で、義仙が微笑ほほえんだ。

「おケガはありませんか、宗朗さま。それは、よかっ、たんです」

　その唇の端から、血が漏れ流れ出る。ゆっくりとまぶたを閉じる義仙。

「義仙？　ぎ……」

　驚いた宗朗が身を起こす。崩くずれ落おちる義仙の背中に、多くのつぶてが刺さっていた。

「義仙!!」

　抱き起こそうとする宗朗を嘲あざ笑わらうかのように、突き刺さったつぶてが膨張し、それぞれが混じり合い、さらに広がって義仙の身体をすっかりと取り込んでいった。

「ううっ！」

　やむを得ず後ずさりする宗朗のまえで、義仙の姿は青い炎の中に消えていく。

「なんてことだ。義仙は、ぼくの代わりに……!!」

　義仙を吸収し尽つくした炎の塊かたまりが、宗朗をも狙おうとする。宗朗は無意識に手にした刀をかまえた。

『シュルシュルシュル』

　すると炎は、パッと爆はぜて消える。逃にげるように本体の大鎧に戻もどっていく。

「この太刀を最初から使っていれば、ぼくは……義仙を失うことも……！」

　憤ふん怒ぬとともに宗朗が鬼切の太刀をかまえる。

　怒りの「氣」が流れ込んだように、刀身が赤く光ひかり輝かがやいていく。



「……ここは、どこなのだ。まさかあの鎧の怪物の」

　不思議な空間に、十兵衛はいる。

　すべてが青く、鈍にぶく輝く中で、上も下もなく、よるべなく漂ただよっているようでいて、歩くこともできる。

「そうか。わたしはあの怪物に吸収されたのだな。まだ意識だけが残っている、ということか……ぅん？」

　耳鳴りか、と思ったが、地鳴りのように聞こえてくる音がある。

　しだいに大きくなって、音が十兵衛を包み始める。

『ぅぅぅぅぅぅうううう！　ぁぁぁぁああああああ！』

『痛い痛い痛い痛い痛い……』

『憎い、憎い、憎い、憎い』

『家族を奪われた恨み、土地を奪われた恨み、記憶を、歴史を……！』

『返せ返せ返せ返せ、返せ返せ返せ返せ！』

『奪ってやる、奪い返せ、なにもかも、奪い取れ！』

『悲しみ、悲しさ、悲しいよ、悲しいの』

　地鳴りにも似た音は、さまざまな声だった。

　怒りにかられた声が鑓のように尖とがって、十兵衛に向かってくる。火の玉となって、殺到する。

「意識だけになっても、戦いは終わらぬと。いや……これがこの怪物の、本質、真の姿なのか」

　手にはまだ大刀が握られている。十兵衛は刀を振りかぶり、青い炎を次々と斬きった。

『ぎゃぁぁあああああ！』

『まだ殺すまだ殺すまだ殺すのかぁぁぁあ！』

『憎い憎い憎い憎い！』

『殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ』

　押し寄よせる火の玉。

「ぬぅぅう！　はぁぁあああっ！」

　さらに冴さえる十兵衛の剣けん。しかし、斬れば斬るほど、無数とも言える火の玉が向かってくる。

「これではらちがあかぬ。いっきに『氣き』を放射して、火の玉どもを焼き尽くせるか。柳生真しん陰かげ流りゆう、瞬しゆん殺さつ奔ほん罵ば剣けん！」

　巨大な大刀に、十兵衛が「氣」を注ぎ込む。まさに放つ、というそのとき、

「だめぇ！」

　声が、響ひびいた。

　十兵衛の剣が止まる。

「誰だれだ」

　あたりを見回すまでもなかった。十兵衛の眼前に浮かび上あがる、ほの白い裸ら身しん。

「おまえは」

　十兵衛が問う。しかし同時に、それが誰であるかをもう十兵衛は知っていた。

「みんなを傷つけちゃダメなんだよ」

「本ほん多だ忠ただ勝かつ……ちろにゃん！　どうしたの、ちろにゃん！」

　いつのまにか、「剣姫マスターサムライ」十兵衛が妹の十兵衛に変わる。忠勝に手を伸ばす。けれど届かず、届いても触れることはできない。

「これは、意識の形なんだよ。あたいたちはもう、身体が死んで意識だけ」

「たち？　ちろにゃんだけじゃなくて」

「そうよ、バッカじゃない！　あたしもいっしょなんだから。忠勝をひとりにするわけないんだから！」

「新しい身体に入るはずが、なぜこんなことに。納なつ得とくできないでございます」

「データの塊だと思っていたわたしたちの意識が、まるで霊れい魂こんのように囚とらわれるなんて不思議ね。生きていた証をこんな形で証明されても困るのだけれど」

　続いて声が。そして姿も。

「バラバラさん！　なおにゃんも、つぐつぐさんも！」

　康やす政まさ、直なお政まさ、忠ただ次つぐもいる。

　柱、あるいは壁かべにも見える、そんな中に手脚や身体を埋うめ込まれるように、磔はりつけにも似た姿で裸身を固定されていた。

　彼かの女じよたち四し天てん王のうの周りにも、無数の火の玉が飛び交っている。なのに、不思議なことに十兵衛にはいっこう、向かって来ない。

「あれ？　なんだかここは、心地いいの。いままでの強い殺気が、ウソみたいに……」

「みんながみんな、戦いたいわけじゃないんだよ」

　忠勝が言う。

「みんな？　火の玉……人ひと魂だまの人たちのこと？」

「恨みも憎しみも、ほとんどの人たちはもう昇華してしまっているんだから。安らかに眠りたいって」

「未来のための礎いしずえになるのなら、そういう気持ちでございます」

「でも、そうじゃない者もいる。戦いたい。復ふく讐しゆうしたい。恨みを晴らしたい。日ひの本もとに生きる者を、滅ぼしたい……」

「なんで!?　どうして、そんな！」

「あたいたちの、空っぽの身体も、大鎧も、乗っ取られたんだよ」

「魂のない身体は、依より代しろにうってつけなんだから」

「人型の大鎧も、同じでございます。無数の人魂が寄り集つどう、かっこうの依代に」

「大鎧の怪物も、人魂を結集させるにも、大きな『氣』が必要。そのため、この怪物は『氣』を集めてる。大地からも、草木からも、大おお江え戸どの人々からも。けれど一番の『氣』の源は『剣姫マスターサムライ』。そして『将』。だからわたしたちは、意識を取り込まれて、怪物の核にされた」

　忠勝たちの言葉は、これまでの経けい緯いと疑問をぬぐい去るものだった。

　だから怪物は、兼続や佐助たち、宗朗の「剣姫マスターサムライ」を、「氣」を吸い尽くすだけでなく取り込んで一部とし、一体化してきたのだ。

「でも、お兄ちゃんが！　お兄ちゃんは、この怪物に！」

　十兵衛が叫さけぶ。

　そのときの記憶が甦ってくる。十兵衛の心に、憎しみと怒いかりが巻き起こる。

『ざわ、ざわざわざわ……』

『いいぞそうだ。憎め憎め憎め』

『戦え、戦う、戦って、この世をまた火の海に。日の本を絶望で満たせ』

　不意に、あたりにまた満ちてくる邪じや悪あくの「氣」。

「許せない、お兄ちゃんを！」

　ふたたび十兵衛の瞳ひとみがゆらめき、色を変えようとする。

「いけないんだよ！　……怒りにまかせちゃダメなんだよ。我を忘れちゃ……」

　忠勝の声が飛んだ。十兵衛が瞬間、冷静さを取とり戻す。弾けるように、邪悪の人魂が消え散った。

「でも、お兄ちゃんが。お兄ちゃんは！」

「バッカじゃない、宗朗なら、死んじゃいないんだから」

「見るでございます」

　康政、直政の言葉に、驚く十兵衛。その目の前に、ぼんやりと映像が浮かんだ。

　地上に立つ宗朗。

　鬼切の太刀をかまえ、大鎧を、つまり十兵衛を見つめる眼光が迫せまる。

「お兄ちゃん!!」
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「許さない！　これ以上御お城しろも、大おお江え戸ども、破は壊かいさせるわけにいかない！」

　鬼切の太刀が輝きを増して、刀身から光が伸びる。

　この光こそが、鬼切の太刀の真の刃やいば。

「将」の力を得て初めて顕現する真の姿だ。

「ぅぉぉぉぁぁあああ！」

　刃は渡わたりでいえば、数十メートルにも達する光の刃を、大鎧に向かって振ふり下ろす宗朗。袈け裟さに、逆袈裟にと、斬きりつける。

『フシュルシュルシュ』

　しかし、刀が通った瞬間こそ、傷のように青い炎がうすらぐものの、すぐにまた炎に覆おおわれて、大鎧はダメージを負っているふうもない。

「効かないのか。そんなはずはない。もっと……」

「待つのじゃ！」

　背後からの声。懐なつかしい声でもある。

　もっとも聞きたかった声に振り返かえる宗朗。

「幸村！」

　そこに立っていたのは幸村、そして又兵衛。

　幸村もまた、懐かしさ、うれしさに目を潤うるませる。しかし再会を喜んでいるひまはない。ぐっ、と表情を引き締めて、

「おぬしに渡したいものがある。又兵衛」

「……宗朗さま、これを」

　又兵衛が宗朗に帛ふく紗さに包まれたものを手渡した。宗朗は帛紗を開いて、

「幸村、これは」

　驚きの顔になる。

　しかし幸村はあえてそのものには言げん及きゆうせずに、

「よいか。あれなる怪物の正体。つまりはこの城、江戸地の地中より甦った火の玉、人魂、それはかつて坂ばん東どう、それより以前は蝦え夷ぞと呼ばれた地の民たちの魂こん魄ぱく！」

　大鎧を見上げながら、言う。

「なんだって！　じゃあ、天草の……阿弖流爲の」

「そうじゃ。阿弖流爲はあるときの蝦夷地の頭領ともいうべき者。戦い敗れ、約束すら違えられた、その恨みから首になっても生き続けておった」

「この地の民も、今の日の本を恨み続けて」

「征服され、侵おかされ、奪われ、歴史からも消された……そんな民たちが古代よりこの地にあった。この坂東より東にはさらに、じゃ。いや、そもそも日の本のすべてが、同じことと言えよう。わらわたちがふだん知らぬ、隠された歴史じゃ」

「隠され、忘れられた歴史……」

「それゆえ、この地には、それら民を祀まつり、鎮めるための鎮守たるものが必要じゃった。それが、おぬしはもう見たであろう。江戸城天守閣の地下にそびえる、天守の最上階までも貫つらぬく大黒柱、鎮護の柱じゃ！」

　幸村の言葉が、宗朗の中でさまざまに反射し、そして収まった。慶次の言葉ともしっかりと符ふ合ごうする。

「そうか。わかったよ。幕府の『将』将軍、それに『剣姫マスターサムライ』の力が失われたことで、鎮護の柱そのものや、結界が弱まった。そのためにこの地の、名もなき民がみんな、日の本に復讐をしようと湧わき出して……」

「それは違ちがう。いや、わらわもそう思っておった。しかし、どうやらそれだけではない。というよりむしろ、そのような者たちは少数で、ほとんどは安らかに眠り、むしろ静かにこの地を護まもっておったのじゃ。じゃが、一部に戦いを望み、猛たけり、恨み、復讐を叫ぶ、荒ぶる魂があった。それらが他ほかの多くの魂を巻き込み、操り、邪じやに染めて、いまあのように、大鎧を形作っておる」

「それじゃあ多くの魂魄は、ただ利用されているだけなのか。利用されて戦いに駆り出されて道具にされて、そんなのって」

「うむ。悲劇でしかなかろう。日の本を焼き尽くしたとしても、かつての民が甦るわけではない。魂魄が癒されるわけではないのじゃからな」

「そんな破壊、むなしいだけだ。新たな悲しみと恨みを作るだけで」

「ゆえにわらわは、荒ぶる一部の魂魄もまた、強い刺激にわれを失っているのではと思うておる。何物かにそそのかされたのでは、とな。じゃがそれは証しよう拠このない仮説。それよりもいまもっとも大切なのは」

「止めることだ。あの怪物を、止める。多くの霊魂を鎮しずめて、止めさせる」

「そうじゃ。そしてそれができるのは、おぬしだけ」

　そこまで幸村が言ったときだ。

「幸村さま、来ます！」

　ふたりを守るべく、大鎧の動きにそなえていた又兵衛が言う。

『シェシェシェ、シュルシュルシュ』

　大鎧が、さらなる火の玉を加えて大型化していた。

　どうやら宗朗の鬼切の太刀を恐おそれて、手を出そうとしなかったのが、ふたたび向かって来ようとしている。

「頼んだぞ、宗朗！」

　幸村がそう言うと、又兵衛とともに前へ出る。

「待て幸村！　バラバラじゃダメだ。いっしょに連れん携けいしないと、あの怪物には！」

　宗朗が止めようと叫ぶ。

　だが幸村は振り返りながら、

「先に行っておるぞ」

　微笑む。笑っているのにどこか悲しそうで、又兵衛も同じ笑みを浮かべていた。

「幸村？　又兵衛さん」

「われらはなすべきことをなす。見届けよ、宗朗。そして、決して恨むでない。怒り、憎しみ、恨みよりもずっと尊い感情があることを、おぬしは天草の変のおりに知ったはず。なによりあれの中にも」

　大鎧を視線で指して、

「多くの静かな魂が待っておることを、忘れるでないぞ」

　そこまで言ったときだ。

　ヒュンヒュン、ヒュン！　一いつ瞬しゆんで無数の青いつぶてが殺到する。それらが幸村を、又兵衛を貫く。

「ぅぅっ！」

「幸村さま！」

　反射的に幸村をかばう又兵衛。しかしふたりともに、つぶてに貫かれて倒れる。その背中にも多くのつぶてが降り注ぎ、青い炎の塊となって覆うと、やがて炎がゆらめくように消えていく。

「幸村！　又兵衛さんっ!!」

　飛び出す宗朗。しかしそこにも炎のつぶてが。何発かを鬼切の太刀で弾はじいた。幸村から渡されたものを取り落としそうになる。

「そうだ、これを。……幸村は自分から死を選ぶような真似は絶対にしないはず。きっとまた、必ず会える。そのために」

　帛紗からそれを取り出すと、宗朗は両手で握にぎりしめる。
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「ゆっきー！　べーたさん!?」

　宗朗を映していた霧きりのような画面が、十兵衛の怒気にゆらめく。

「……死んじゃったの？　死んじゃったの、ゆっきーと」

「あわてるでない！　気を鎮めるのじゃ！」

　声が響いた。

　驚おどろき、目を丸くする十兵衛のまえに、ゆらり、幸村が姿を現す。そのとなりには、もちろん又兵衛の姿も。

「ゆっきー！　すごい、だいじょうぶなの？　べーたさん！」

「だいじょうぶです。すべて、幸村さまのお考えです」

　又兵衛が微笑む。十兵衛はその胸に飛び込もうとするが、ゆらゆらと不安定な影かげのようで、つかめない。

　ふたりともに、一糸まとわぬ生まれたままの姿だった。

「ふむ。思った通りじゃ。怪物がわれら『剣姫マスターサムライ』を取り込むのは、『氣』を得たいがため。完全に吸収されるまで、少々時間の猶ゆう予よがある。それまで、意識の形を保っておれるかが問題じゃがの」

　そこまで幸村が言ったときだ。

「おーほっほ！　そこにいましたのね！」

「ウキュ、キュゥ！」

「ぐつぐっちゃん！　さっちん！」

　兼続、佐助が姿を現す。やはりゆらゆらした影で、白い裸身がゆらめいている。

「声がしたので、こっちかと……やっぱり、みなさん無事だったんですね！」

「ぞうさん！」

「義仙もお仲間に、入れていただきたいんです」

「ぎったん!!」

　影から実体へと、次々に姿を現す。すべて、怪物に吸収され、消えたと思われた宗朗の「剣姫マスターサムライ」たちだ。

「でも、御お姫ひいさまが。あと少しのところで……」

「なぁにしょぼくれてんのよ！」

　その声。

「千ならとっくにこっちに来てたわよ。この姿を取り戻すのがちょっと難しかったけどね。半蔵、まったく、主を待たせるものじゃないわよ」

　千姫だ。半蔵の双そう眸ぼうから、なにかが壊こわれたように涙なみだがあふれ出す。

「は、はい……！」

「ゆっきーもべーたさんも、千姫さんもぞうさんも、さっちんもぎったんも！　みんなみんな、いっしょになれるなんて」

「ちょっと！　このわたくしをとばすとか、どういう了りよう見けんですの！」

「あ、ぐっちゃんも」

「ぐぐぐ！」

　いつもの柳生道場の賑にぎわいが戻ってきた、そう見えた和なごやかな場面。

「でも、どうして宗朗は取り込まれなかったの？」

　千姫の疑問に、

「宗朗は、取り込むには『氣』が大きすぎるせいじゃ。どんなに大きく美味な得物も、大きすぎれば、取り込むほうの命とりになりかねん。大きすぎる得物を呑み込んで、消化できずに死んでしまうヘビのようなもの。じゃが、このまま大地や人々の『氣』を吸い込んでいけば、怪物はそんな懸念もなく宗朗までも吸収できるほど巨大化するじゃろう」

　幸村が答えて、十兵衛に向き直る。

「じゃから、お別れじゃ」

「え？」

「われらがこの姿で留とどまっておれるのもあとわずか。その間に、すべての『氣』を十兵衛。おぬしに注ぎ込む」

　驚く十兵衛。しかし幸村のその言葉が当然のように、千姫も半蔵も、又兵衛も義仙も、兼続、佐助さえも、うなずいた。

「どうして!?　せっかくみんなまた会えたのに。ゆっきーやべーたさんとも、千姫さんとも、十兵衛離はなれたくないのに」

　辛くて泣き出す十兵衛の手を、幸村が握る。

「おぬししかおらぬのじゃ。われらはもう、この姿じゃ」

「十兵衛さん、お頼みします」

「なによ、めそめそしないの。千だって、このまま終わるわけないんだから。宗朗は渡さないんだから、ね」

「わたしからも、お願いします。大江戸を、日の本を、救ってください！」

「まあ、こんなことだと思いましたわ。けど、美しく犠ぎ牲せいになるのもヒロインのつとめ。あとで貸しは返してもらいますわよ！」

「お姉さまとはいずれ、手合わせ願うときが来るはず。そのときまで、義仙、いつまでもお待ちするんです」

「ウキュ、ウキュゥ！」

　全員の手が、十兵衛の手に重ねられる。実体のない、ゆらめく影のはずなのに、あたたかさまでが伝わってくる。

「みんな……。うん。わかったの。みんなの分まで、十兵衛がんばる。お兄ちゃんの、ところへ」

　十兵衛の言葉が終わらないうちに、手のひらから次々と、「氣」が伝わってくる。

　あたたかく豊ほう潤じゆんな、みずみずしい命にあふれた、「剣姫マスターサムライ」たち全員の「氣」。十兵衛の中であふれて、最高の輝きを放つ。

「みんなの想いが、入ってくるよ。十兵衛の中、みんなでいっぱいなの！　もう、さびしくないよ……！」

　目からながれ出す涙もきらめきに彩られる。

　十兵衛の全身が、光に包まれていた。

「みんな、みんな……！」

　ついに、十兵衛の姿が消える。同時に、全員の「氣」が尽き果てる。

「……行ったか。たくしたぞ十兵衛」

「十兵衛さんなら、きっと」

「あの子だから、きっといいのよね。今日のところは、千もゆずってあげるわよ」

「人を恨んだり、憎むことなんてない、十兵衛さんだから、できるんだと」

「わたくしなら、きっちりやり返しますけれど、今回はあのぽわーんとした十兵衛で正解ですわ」

















「この義仙を受け入れてくださるお姉さまなら、できるんです」

「キュゥゥ！」

　十兵衛が消えた空間をまだ見つめながら、幸村が、又兵衛が、消えていく。

「ここいらが限界のようじゃ、また会うことがあれば……」

　千姫、半蔵も消える。

「わかってるわよ。こんどは、仲良くしましょ」

　兼続、佐助、義仙も、青い炎の海に溶けるように、消えていった。

　そして、そんな柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちを眺ながめていた四天王たちも。

「あたいたちも、もうここまでなんだよ。最後に十兵衛に会えて、よかった」

「バッカみたい。ほんとによかったの？　あんな十兵衛なんか……でも、不思議ね。十兵衛しかいないって、そんな気になるんだから」

「どうせただのデータの集合体みたいなものでございます。ここまで命があったのがめっけもの」

「無に還かえるだけなのよね。後悔はないけれど……ううん、よくやったと思う。ただのクローンにしては、上出来よ」

　炎に包まれ、消えていく。

「みんなといっしょで、よかったんだよ」

　忠勝の声がかき消されていく。

　それを聞いていたのか、

「……」

　ダルタニアンの姿が浮うかび上がる。その閉じられたまま、開くことのない目ま蓋ぶたに、睫毛まつげがかすかに震ふるえて見えた。
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「お兄ちゃぁぁぁぁああああああん！」

　空から落ちてくる十兵衛を、

「十兵衛！」

　宗朗が驚き、見上げる。しっかりと受け止めた。抱き留める。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃぁあん！」

「無事だったんだね、十兵衛！　みんなは」

　みんなは、と問われて、いっしゅん悲しさがぶり返す十兵衛。けれど微笑んで、目め尻じりの涙を拭ぬぐう。

「きっとだいじょうぶ！　ぜったいまた会えるもん！　ゆっきー、べーたさん、千姫さん！　ぞうさん、ぐつぐつさん、ぎったん！　さっちん！　……それに、ちろにゃんたちにも！」

「そうか。十兵衛が言うなら、きっとそうなんだと思う。きっと、また会える！」

　確信が宗朗の心にも広がる。

「お兄ちゃん、それ、なに？」

　十兵衛が言うのは、宗朗の胸に掲かかげられた、

「鏡、だよ。幸村が持ってきてくれた」

「ふーん、すっごい古そう。でも、きれいだね」

　鏡だった。青せい銅どうの鏡。全体に錆さびも回り、ところどころ壊れて欠けている。

　けれどかんじんの鏡面は、曇りのまったくない水面のように、覗のぞき込む十兵衛の顔を映していた。

　鏡を錦にしきの紐で首から吊し、胸に掲げた宗朗。手には鬼切の太刀が光る。

「行こうか、十兵衛」

　その言葉に、十兵衛が笑い返す。大きく、うなずく。

「うん！　お兄ちゃん！」

　向かい合う、ふたり。

　目を伏ふせる十兵衛の肩かたに宗朗が手を置き、どちらともなく顔を寄せ合う。

　唇くちびるが触ふれて、

「チュ」

　そこからまばゆい光があふれ出す。ふたりを包んだ。

　十兵衛の姿が、光の中で変わる。

「十兵衛さん」

「また、会ったな。やはりこの姿……おまえとこうすることが、一番いいようだ」

　怒りにまかせて無理に顕現した姿がひどく不安定だった、さっきまでの自分を言う。表情がやわらいだ。

　白銀の髪かみが風になびく。その風のせいか、

「ぇ？」

　聞き直してしまう宗朗に十兵衛は、

「な、なんでもない！　ほら、行くぞ！」

　手を差し出す十兵衛。その頬ほおがほんのり色づき、頭のキツネ耳は、不機嫌を現すように伏せられている。

「うん、行こう」

　宗朗が十兵衛の手を握る。

「うむ……！」

　提灯ブースターが火を噴き、ふたりが軽々と宙に舞い上がる。



「はぁ、はぁ、はぁ……」

　鎮ちん護ごの柱の地下空くう洞どう。

　いまは誰もいない。火の玉もなく、死の世界のように静まりかえっている。

　そこに、

「わたしたち、だけですね」

「……ぅぅぅ」

　霧きり壺つぼの方かたの姿があった。そしてもうひとり、将軍、徳とく川がわ慶よし康やすも。

　もとは六ろく尺しやくを超える偉い丈じよう夫ふだった身体も、今はすっかり萎い縮しゆくし、背中は曲がり、霧壺の方に手を引かれて歩くのが精いっぱいだ。

　そのふたりが、鎮護の柱の根もとにいる。

















　近づき、石のような柱の表面に、霧壺の方が手を触れた。慶康の手をとって、触れさせる。

　鎮護の柱が、かすかに震えると、白い輝きをにぶく発し始めた。

　ふたりが「氣き」を送り込んでいるのだ。かつての「剣姫マスターサムライ」と「将」の、最後に残ったありったけの「氣」を。

「わたしたちがお役に立てるのもこれが最後。せめてこの街を、日の本を安やすんじられることを……」

　霧壺の方がつぶやく。もう全身が、ほんのりと色を増して輝いている。

　その顔が、みるみる若返って、十数年まえの、真に慶康の「剣姫マスターサムライ」であったころにまで戻る。

　艶つややかな黒髪がなびく。

　みずみずしい唇が言葉を刻む。

「慶康、さま」

　それを聞いて、慶康もまた、数年来発したことのない言葉を、つぶやいた。

「お、お亜あ麻ま……」

　それは霧壺の方の名。若く、ふたりが結ばれたときの名前だ。

　慶康の、皺しわに埋もれた目が涙に濡ぬれる。

　互たがいに求め合うように、しっかりと身体を合わせる。

　鎮護の柱が、ひときわ強く、白い光を発した。江戸城大天守閣までも照らし、天までも光の柱を繋つなげていく。
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「あれは！」

　宗朗が目を見張る。

　江戸城大天守閣が内側から光をあふれさせ、照らし出だされる。

　すでに太陽は地平線にほんのわずかな輝きを残すだけだ。

　赤から黒へのグラデーションを描えがいて塗り潰された空に、一本の光の柱が屹きつ立りつする。天守閣最上階から星の海へと伸のびていく。

『ミシュミシュミシュ……ミシィェェエエエエエ！』

　その光を浴びると、大鎧よろいの怪物が苦しそうに身もだえし、叫び声ごえを上げる。光を避けようとして、足を引きずるように歩き出す。

　すでに江戸城の外そと郭ぐるわ官庁街を越え、一いつ般ぱん市街にまで達していた。

「どうやら城でなにかが起こったらしいな。だが、どうやら僥ぎよう倖こう。このまま一気に、突っ込む！」

　十兵衛が自信を深める。宗朗の手を強く握る。

「わかった！　ふたりの剣を……！」

　宗朗も、十兵衛の手を握り返す。

　さらに、お互いの剣、十兵衛の大だい刀とうと宗朗の鬼切の太た刀ちを合わせると、銀と金に激しく輝いて光を放つ。

　光の剣が、大鎧の怪物まで届く。

『フシュルシュルシュェェエエエ！』

　一瞬、大鎧がおびえたような声を上げる。

　大きな顔が、恐きよう怖ふに歪ゆがむ。が、光の剣が届く瞬しゆん間かん、わずかに柔らかな、やすらぎの表情に変わった。

「柳生真陰流！　百花清しようじよう浄しようじよう！」

　十兵衛と宗朗、ふたりが同時に叫ぶ。

　誰に教えられるでもなく、その言葉が確信とともに意識に浮かんで、そう思ったらもう声となって迸ほとばしっていた。

　光の剣が、大鎧を貫く。

　剣先が触れた部分から肉が爆ぜるような大穴が空く。宗朗たちはなんの抵抗もなく背中へと抜ぬけた。

　胸の大穴は、そのまま爆ばく発はつしたがごとく広がって、怪物は一瞬にして粉々に砕くだけ散ちる。

　その瞬間、

「十兵衛が、来てくれたんだよ」

　わずかにひとこと、忠勝がつぶやくのが精いっぱいだった。青い炎ほのおと化した四天王「剣姫マスターサムライ」もまた、無数の青い火の玉となって飛び散っていく。

　大きな花火のように空中に咲いた青い光の輪は、火花が消えるように、星空に溶けていった。

「終わった、のか」

　地上に降り立った宗朗が、空を仰ぐ。

「ああ。終わった。終わったよ……お兄ちゃん！」

「ぇ？　十兵衛？」

「うん、十兵衛だよ。十兵衛、いっしょにいたよ。お兄ちゃんと、十兵衛さんとも」

「そうか。ありがとう」

　微笑ほほえむ宗朗。笑え顔がおを向ける十兵衛。

「でも、みんなは。幸村、千姫さまたちが……」

　その笑顔が曇りかけた、そのとき、

「なにを心配しておる！　わらわが死ぬはずがなかろう！」

「千のこと、一番に思い出しなさいよね！　ううん、一いつ時ときだって忘れたら許さないんだから！」

　声が降ってくる。急いで見上げる宗朗の目に、いくつもの白い影が。

「ゆっきー！　千姫さん！　……べーたさん、ぞうさん、ぐつぐっちゃん！　ぎったん！　さっちん！」

　十兵衛がみんなを呼ぶ。次々と、空から舞い降りてくる。

「ただいま、十兵衛さん」

「御姫さまといっしょに、戻れました！　こんなにうれしいことは、ありません」

「ほほほほ！　わたくし不死身ですのよ！　ヒロインとして、当然ですわ！」

「また生きてしまったんです。されど生あっての死。宗朗さまのために義仙の死を、まだとっておくのがいいようなんです」

「ウキッ！　ウキウキッ！」

「みんな！　みんな！」

　全員に向かって手を上げる。広げる宗朗。

　巣に還るように、その胸に飛び込むように、地上へ降り立つ「剣姫マスターサムライ」たち。

　同じころ。

　被ひ害がいをまぬがれた江戸城地下の、予備培ばい養よう室では、

「……また、戻もどってきたんだよ。康政、直政！　忠次、も！」

　シリンダーの中の忠勝が言う。居並んだシリンダーのガラス容器の中に、同じく意識を取り戻した「姉妹」たちの姿を見つけていた。



「おかえり幸村、千姫さま！　……って、ぁあああ、なんでみんな、裸はだか！」

　宗朗がいまさらながら気づく。全員が一糸もまとわぬ生まれたままの姿だ。

「し、しかたなかろう。今まで死んでおったのじゃぞ！」

「バカぁ！　なに見てんのよ！　早く着る物を、よこしなさいよぉ！」

「は、はい。ええ、と、ぼくの上着を……ぁああ、じゃあ、シャツも……！」

「十兵衛の服、貸してあげるね！」

「十兵衛はいいんだ。脱ぬいじゃダメだから、ちょ、ちょっと待っ！」

「幸村さま、いま、なにか……は、は、くしょん！」

「宗朗くんは見ないでください！　御姫さまを見るなら、わたしを……ぇ」

「野や獣じゆうが見てますわ！　このわたくしを、いやらしい目で……って、ちょっと、なんで目を逸そらすんですの！」

「義仙の全部、ご覧になるだけでいいんですか？　もっと、相互理解を深めることを希望するんです」

「ウキャ、ウキャーッ！」

　はじめから全裸なので、問題ない佐助。

「みんな、ちょっと待って。着るものをぼくが探して来る、から……ん？」

　異様な気配に、宗朗が空を見上げる。そこに、

「なんですの、あれ？」

「何十……ううん、何百人もいるよ！」

　空を覆う人ひと影かげ。兼続、十兵衛も気づいた。

　頭部はすっぽりとヘルメットで隠され、顔は口もとしか見えない。身体は人工的なスーツで覆われている。

　いちばん目を惹ひくのは背中の噴ふん射しや装置だ。黒い安定翼が長く伸びる。禍まが々まがしい魔まを思わせる翼。

「人造『剣姫マスターサムライ』じゃ！　慶よし彦ひこめ、完成しておったのか！」

　幸村の言葉に、

「人造『剣姫マスターサムライ』だって!?」

「お兄さまが、あれを作ったっていうの！」

　驚く宗朗と千姫。

「慶彦さまの、人造『剣姫マスターサムライ』軍団とでも、いうのでしょうか」

「このときが、とうとう来てしまったんです」

　半蔵、義仙も見上げる空を、約二百体もの人造「剣姫マスターサムライ」は次々とすでに光の消えた天守閣のほうへ飛んでいく。

　大鎧が消しよう滅めつし、ようやく息を吹き返した大おお江え戸どの民、そして江戸城の侍さむらいたち。しかし、人造「剣姫マスターサムライ」にまたたく間に制圧される。

「これか。政まさ宗むねが報しらせてきた人造の『剣姫マスターサムライ』ってやつは」

　空を見上げる慶次。そのかたわらの景勝も、

「……いまは、勝てない」

　慶次の手を、握りしめる。

　人造「剣姫マスターサムライ」たちが江戸城のあちこちに降り立つ。その光景を慶彦は、上空のヘリから眺めていた。

「いよいよだ。このぼくが真の『将軍』になるときが、来た」

　この日、江戸城は慶彦の手に墜おちた。



（了）

















　　　あとがき





　すずきです、まいどどうも！

　この巻が出るころ、アニメ『百花繚乱サムライブライド』も無事、放送を終了しているころだと思います。

　ご視聴、ありがとうございます！（もう当然観ているものと思ってる）

　また、作品を作り上げてくれたスタッフのみなさま、キャストのみなさまにも深い深い感謝を。

　思えば、『サムライブライド』の「シナリオ会議」が始まったのは２０１１年の年末。それから２０１２年の年明け、春になり夏になり秋になって、最終話の決定稿が完成したのは、また冬の２０１３年暮れでした。

　その間、おじゃまながら自分も毎回参加させていただき、アニメ作りの一端に触れることができました。

　一年もほぼ毎週やっていると、さまざまなことがあったりするものですが、とにかくアニメというのは、多くの人の手でできあがっているのだ、と改めて思ったものです。思い知らされた、くらいに。

　そんな、手を掛け時間をかけ、手塩に掛けた作品ですので、『サムライブライド』、楽しんでいただけたら、これにまさるよろこびはマジありません。

　ほんとうにほんとうに、ありがとうございました。



　アニメの前作『百花繚乱サムライガールズ』が放送されたのは２０１０年10～12月。翌年１月に刊行された小説７巻（巻ノ漆）は、ちょうど武蔵や小次郎、胤舜や又右衛門たちが柳生道場の面々と戦う、「天草編」のクライマックスです。

　ちょうど『サムライブライド』の内容の原型となった部分でもあり、あとがきで、

「武蔵や小次郎や胤舜や、又右衛門が（中略）、いつかまた地デジなクオリティーで動いたりしゃべったりする日が来るといいな！　と願いつつ」

　と書いていました。

　まさにそれが現実となったわけで、感無量、カンムリョーなわけでした。おおお！



　そして今巻、巻ノ拾伍です。

　７巻までの天草編、10巻までの天海編のあと11巻から始まった幕府編の最終巻。区切りの単位の話としても、５巻分を費やしたのは初めてのこと。それだけに、大きな話をようやく、なんとかまとめることができました。

　これまで謎だった徳川将軍、御台所や幕府そのものを描くことができたのは、このシリーズが始まったころの最初の構想にようやくいきついた、とも言えるわけで、こっちもますます感無量です。

　徳川慶彦の計画も、ほぼ全貌があきらかになったことで、１巻の最初から彼が目指して、やってきたことがこれで繋がりました。

　今回大きな危機を食い止めた宗朗たち、柳生道場の面々と東北勢ですが、この結末、まだ戦いは終わっていません。

　もうお読みいただいたならわかるところですが、新たな展開も始まっています。

『百花繚乱』、あとしばらくおつきあいいただけたらと思います。



　しかーし！　やっぱりいまはアニメですよね、アニメ！（と、たったいま書いたことをひっくり返すｗ）

『サムライガールズ』にも増して美麗な作画、アクション、バトル！　ますます増えたかわいい、かっこいいキャラを地デジクオリティーで楽しんでください。てか、放送でも見たけど、自分もＢＤでいっきに観ますよ！

　そしてまたまた、この原作以外で、十兵衛たちの姿を見られたらいいな！　と書いておきます。書くと現実になるかも！　ですから。

　その日を、みなさまとともに楽しみに！



すずきあきら（台湾行きたいｗ）
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